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本書は、 2005年度の学生ゼ、ミナーノレの調査報告書で、ある。本来であれば、 2006年中に出

版予定で、あったが、諸般の事情によって、出版が大幅に遅延してしまった。調査にご協力

いただいた紫さんや、早くに原稿を出してもらった学生諸君に、心からお詫びしたい。

さて、 2005年度の学生ゼミナーノレで、は、 f京都らしさjを創り出しているものは何かとい

う問題に、ゼ、ミ生の関心が集まった。最初は、よくいわれる「伝統と先端との共存Jが、

具体的には、どのように表れているのかについて、調査してみることにした。だが、都市

が長い歴史のなかで再生産を繰り返し、その姿を維持しているということは、常に古いも

の（伝統）と、それを革新しながら新しい姿に生まれ変わる「先端」的な動きとが共存し

ていることを意味する。それは、京都でなくとも、他の都市でも間じであるといえる。

このことは、2005年秋に金沢市で実施した調査合宿のなかで、再認識したことでもある。

小京都ともいわれる金沢において、やはり「伝統と先端Jが存在していることを自にし、

むしろ経済や社会が激動する時代において、 f金沢らしさんそして「京都らしさJを創り

出しているものは何かという、都市としての普遍性と囲有性をめぐる間いに到達すること

になる。このような問題意識は、 2003年度の調査報告書『京都「らしさjをつくるものJ

を継承したもので、あった。同年度のゼミでは、京都「らしさJをつくるものとして、 f祭り j

と「食」に注目したが、 2005年度のゼミでは、商業、製造業、そして和菓子産業を取り

げることになった。

以上のような経過から、本書は、 3部から構成されている。

第 1部は、商業を対象としている。大型店の規制緩和のなかで、大きく変容した京都市

の小売商業環境のなかで、「大型店対商店街Jという単純な構図ではなく、市民の生活を支

える小売業の基本的役訟に注目しながら、個別の商店街の調査及び金沢市をはじめとする

他都市の比較を行って、京都の小売高業のもつ普遍性と独自性を明らかにしようとしてい

る。

第 2部は、製造業を対象としている。京都には、世界的な知名度の高いメーカーが比較

的多く集積している。これらの企業がなぜ京都に本社をおき、活動を継続しているのか。

このような企業に代表される京都のメーカーの f強みjの根拠がどこにあるのかを、京都

の地域的偲性との関係で探ろうとしたのが、この部のねらいである。これを明らかにする

ために、詳細な統計データの分析に加え、企業へのヒアリングや、アンケートを実施し、

仮説を提示している。

第3部は、和菓子産業を対象としている。和菓子は、京都のもつ歴史や文化性、地域性

を凝縮した高品であるという認識から、あまり知られていない業界の生産、流通構造を、

ヒアジング調査等によって、明らかにしている。調査を通して、和菓子産業の抱える問題

だけでなく、 J11上部門にあたる原料大豆生産をめぐる農業問題・農業政策との関連性も明

らかとなった。
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調査をする過程においては、京都市内や府内だけでなく、金沢市役所や金沢市内の宿店

街、メーカー、和菓子店にいたるまで、多くの皆さんのご協力とご助言を得た。いちいち

お名前を出すことはできないが、あらためてお礼を申し上げたい。

また、編集担当の江森さんと山田君、 J11戸さんに加え、最終盤に応援してくれた嶋君の

努力、そして文章の内容及び形式にわたる詳細なチェックをしてもらった大学院生の宇都

宮千穂さんの協力なしには、本書の刊行は実現しなかった。この場を借りて改めて御礼を

いっておきたい。

本書の内容について、忌d軍のないご批判、ご意見を頂ければ幸いである。
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第1部

商業

はじめに

第1部では、人々の生活の基盤を支えている各産業の中でも、最も身近なものとして受け入れられているであ

ろう商業について扱っていくこととする。

商業は基本的にどんなまちにおいても成り立ちうるものであるが、それらが全く同じ形となることはない。必

ずその地域の特色を吸収し、似ているけれどどこかが違う、というような姿を持つものとなる。京都という地に

おける商業とは、どのような姿をしているのカミ

ここでは、激しく変化し続ける今日の社会情勢の中における、商業のあるべき姿を探りつつ、生活基盤として

商業がどのような役割を果たしているのかということを考えてし1く。

なお、第1部では商業分野の中においても、画一的な色合いの強い大型のチェーン店などで、はなく、よりー屠

地域ごとの特色を表し、より住民に近し呼立置にあると考えられる小売業態である、商鹿衝に主なスポットを当て

て考察を進めていきたいと思う。

まず第I章では、大まかな京都市内の商業の状況と、それらの背景となる諸制度について述べていくことにす

る。それを受けて、第E章では、実際に足を運んだいくつかの商店街についての事例研究を行ない、そこから見

えてくる商業のあるべき姿というものを分析していく。第誼章では、京都と他都市との比較として、合宿調査を

行なった金沢市などの事例を挙げ、京都との共通点・相違点を考察する。そして最後に、第N章として今回の報

告内容のまとめを行なう。

以上より、京都における商業の現状と、そこから見出せる普遍的であるが独特な性質、そして基盤としての商

業の役割などを明らかにすることを第1部の目的とした。
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I 京都市の商業の現状と背景

この章では、ます努1節において京都市の商業の現

状を統計から読み取り、さらに商業分野の背景に相生

する諸制度、特にいわゆる「まちづくり 3法Jについ

ての説明を行なう。その後第2節において、今日の商

業を考える上で避けて通れない柄主となっている「大

型店jについて考えていくことにする。

1節今Eの商業の背景

[l］繕十から見る京都市の高業

ここではまず、統計資料より京都市と全国における

約 10年間の事業所数の推移を見ていく。なお、今宮

は蔀業分野ということで、特に卸売業・小売業を取り

ょげ、また4規梼苫錦、ブ捜府舗などの違いによって

その推移の仕方が異なるかどうかを調べるため、従業

者規制jに事業所を分類した。（表I-1…1）また、

推移の状況を調べるために、表I-1-2において、

各年度開の従業者規模原jの増加数と増加率を示した。

これらの表よると、京都市、全額ともに、従業者規

模が小さい事業所ほどその数が多いが、どの従業者規

模においても大まかには減少の流れを辿っていること

がわかる。また、京都市が突出して増加・減少の傾向

を持つというよりは、だいたい全国平均の、取Uこ沿っ

た推移をしていることが読み取れる。

さらに、表l-'-1-2からわかることとして、京都

市の場合、従業者規模がJj＼さい場合は減少、率が大きく、

中程度の場合は比較的小さく、規模が大きくなれば調

ゾとの樹1)揺が大きくなるとし1うことがある。

規模事業所の場合はその全体数自体が少ないために、

比率として示す数字がどうしても極端になるというこ

とが考えられるだろう。それに対して小規模、中規模

の場合は、この減少率の動きからある程度の傾向が読

み取れると言えるだろう。すなわち小規模な事業所

ほど減少傾向が強く 中規模になれ出少しはその流れ

が溶ち着く、ということである。
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以上より、事業所数という角度から商業の状況を眺

めたとき、京都市においては、何カ瓦特別に平均的な流

れを外れるような激しし沖頃向を示しているわけではな

く、王殿主の日本の持つ一般的な性質を有していること

がわかる。だが、その中でも特に、小規模事業者ほど

毎年の減少率が大きいこと、すなわち衰退傾向にある

ということには注目をすべきだろう。これは例えば、

近年顕著に表れてきた、都市中心部の商店街の衰退で

あるとか、大規櫛苫舗による4規横古書南の海汰という

ような、日本全国どこにおいても問題となってきてい

る傾向がここ京都市においても生じている、というこ

とを裏付けるものであるからである。

もしも、地域の寵店街などの小規模苫舗がただ、戦こ

商業施設としてだけの儲tしか果たさないなら、その

減乙快調汰自体は、モノを貿う代替手段がきちんと

備されさえすればそこまで大きな問題とはならなし治瓦

もしれない。その代替手段こそがまさに大劉酪高であ

り、問題自体が生じないのではないか、といった見方

さえもできるだろう。

しかし実際には、商店街などの小規横苫舗の果たす

役割とは、実際にはただ買い物をするためだけという

ことに留まらず、その地域密体の基盤を支える、コミ

ュニティの基礎となる、といった地域づ、くり、まちづ

くりなどの重要なものをも含んでいると言える。その

ために、これらの傾向が全国的にも開題となるのであ

り、もちろんここ京都市においても見過ごすことので

きないものとなっているのである。

このような情勢の中、実際に京都市の小規本克苫締（商

店街）がどのような対策を行なっているかということ

については、次章において具体的な事例を用い、述べ

ていくことにする。



表 I-1-1 京都市、全国の従業者規模別事業所数の推移

従業者 事 業 所 数

規模 平成8年｜ 平成立年i平成13年｜ 平成16年

京都市

計 29,375 27,843 25,922 24,227 

1～ 4 19,138 18,034 16,757 15,362 

5～ 9 5,486 5,221 4,826 4,604 

10～ 29 3,706 3,593 3,409 3,359 

30～ 99 899 867 784 767 

100～ 299 124 112 104 81 

300人以上 22 16 18 17 

全国

計 1,992,240 1,861,775 1,804,429 1,626,443 

l～ 4 1,293,347 1,192,763 1,141,419 1,008,571 

5～ 9 382,224 361,095 352,800 325,287 

10～ 29 251,309 245,599 246,099 232,763 

30～ 99 56,087 54,015 53,519 49,571 

100～ 299 7,929 7,148 7,916 6,998 

300人以上 1,344 1,155 1,266 1,184 

（資料）総務省統計局『事業所・企業統計調査Jより作成

表 I-1-2 京都市、全国の従業者別事業所数の増加数・増加率

平成8～11 平成11～13年 平成13～16年

増加数 増加率 増加数 増加率 増加数 増加率

計 -1,532 -5.2 -1,921 -6.9 -1,695 -6.5 

1～ 4 -1, 104 -5.8 -1,277 -7. 1 -1,395 -8.3 

五ミ 5～ 9 -265 -4.8 -395 -7.6 一222 -4.6 

都 10～ 29 -113 -3 -184 -5. 1 -50 -1. 5 

市 30～ 99 -32 -3.6 -83 -9.6 -17 -2. 1 

100～ 299 -12 -9. 7 -8 -7. 1 -23 -22.3 

300人以上 -6 一27.3 -2 -12.5 -1 -5.6 

計 -130,465 -6.5 -57,346 -3. 1 -177,986 -9.9 

4 -100,584 -7.8 -51,344 -4.3 -132,848 -11. 6 

／ゴ＼ニ 5～ 9 -21, 129 -5.5 -8,295 -2.3 -27,513 -7.8 

国 10～ 29 -5, 710 -2.3 500 0.2 -13,336 -5.4 

30～ 99 -2,072 一3.7 -496 -0.9 -3,948 -7.4 

100～ 299 -781 -9.8 760 10.6 -918 -11. 6 

300人以上 -189 -1. 4 111 9.6 -82 -6.5 

（資料）表I-1-1に向じ
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[2］まちづくり 3法

次に、高業のあり方を制度の面から規定する法律に

ついて述べていくことにする。ここで取り上げるいわ

ゆる「まちづくり 3法jとは、①中心市街増吉性化法、

②大規梼ト売店舗立地法、＠都市計画法の3つを指し

ており、これらはどれも 1998年頃に制定されたもの

である。まず、これらの3つの法律について、その内

容を大まかに見ていくことにする。

①中心市部留舌性化法 この法律では、商業の樹生化

だけでなく市？布告の整備改善を関ることがねらし1とさ

れた。国が基本的な方針を示し、各市町村がその方針

に即して基本計画を作成する。そしてその計画をもと

に、国キ都道府県が市町村に助言などを行ない、それ

によってさまざまな事業が進められていくことになる

のである。さらにこの法律においては、宝MOCτbwn

Management Organization）の効果に大きな期待が

寄せられていた。古ぬとは、高店街や高工会議所、

公益法人など中心市街地に関わるさまざまな餌織の調

整を行なう機関であり、高業苦性化iこつながるような

構想、を提案し、それに沿った事業を実施することも求

められていた。

②都市計画法 さまざまに用途が指定されている都

市地j或について、特別用途地域を設定することができ

るようにするものである。それにより、市町村が自

的に必要と感じる用途の地域を定めること、例えば、

大店舗の出j苫をコントロールで、きるなどの権限を得る

こととなったO

③大規梼j明苫錦立地法この法律では、ブ型脱出

店する際に、住民の利便性の確保のために調整を行な

うことや、周辺の生活環境を悪化させないよう対策を

取るべきことなどが定められた。すなわち、大盟百側

が住民に十分な説明などを行なわない場合や、交通渋

滞や騒音、ごみ開題のような、良好な生活環境をおび

やかす諸問題に対する対策を十分に立てない場合には、

都道府県や政令指定都市がそのブ型店へ計翻変更など

の勧告を行なうことができるようにされたのである。

しかし、これは裏を返せば、それらの住民生活に関

わる面での条件さえ満たせば、大盟百を自由に出店で

きるということをも表している。つまり、それまで中

小小売業の保護のために定められていた経済的な面で

の制約は一切取っ払われてしまったので、あったO

7 

それまで「中小小売店保護のための制約Jを定めて

いたのは、 1973年に制定された f大規梼ト売j苫舗法J

で、あったO この法律は大塑吉の活動を制限すること

によって、その周辺の中小小売店の事業機会を適正に

確保する、ということがねらいとされていた。すなわ

ち、大規梼J，指摘立地法では、先に述べたように周

辺環境など地棋士会との調和を最優先としているが、

大規格むト売店舗法では、店舗面積や開店呂、開店時刻、

年間作業日数など中小小売店の保護を第ーとしていた

ので、あったO 大盟百の大規模な進出は、モータリゼー

ションが進んだ高度経済成長期に始まったが、当初は

これらの大規梯古書道に対する中1Jvj，売店の反発が強く

あったこと、また第二次世界大戦前からすでに、

店と中小小売店の利害調整をねらいとした「冨貨店法J

とし、うものが前主していたことなどが、大店舗の活動

を制限して中小小売店の保護に努めるという大規梼ト

売~言法制定の背景で、あった。

しかし、この大規榛j情話商法は、規制緩和の大き

な流れに巻き込まれたことや、アメリカとの日米構造

協議において非難を受けたことなどにより、もはやそ

の相生を許されなくなってしりたO そして、その後、

条件緩和などの改正を繰り返した後、大きく方向性を

変えた大規棚、売店舗立地法に取って代わられること

となったので、あった。

以上のように、まちづくり 3法はただ単に高業の活

性化のみをねらったもので、はなく、市笹？地の整備など

を同時に成し遂げようとするもので、あった。また、規

制のみをねらいとするのではなく、中心市整1地活性化

法においてまMOなど民間の機関のはたらきを重拐す

るなど、それまでのまちづくりに関する法律に対し、

新しい要素を多く含んでいたと言えるだろう。



2節大裂店の基礎知識1)

京都の商業を考察するにあたり、ブ型店の相主を無

視することはできない。そこでこの節では大劉苫をめ

ぐる全国と京都市の状況を中心に論じる。はじめに大

型店の歴史について、商業統計のデータを参考にして

考察する。

表I-2-1

[l］全国の大型店の状況

経済産業省の商業統計調査によると、ブ型店の店舗

数は年々増加傾向にある。表I-2-1をみると、

2004年には全国こ小売業の事業所は 1,238,049店あ

り、そのうち 1,000d以上のブ型店の｝吉舗数は全国で

17,259店ある。 500d以上の店舗数は2002年に比べ

るとし 1ずれも増加しているのに対して、 500nf利義の

rn舗は減少、している。

小売業の開業等、廃業等、総繍部ljにみた売場面積規模別事業所数

売場面器見模別 12002年 12脳

開業等

I 都合

（弘）

小売業計 1,300,057 1,238,049 195,332 15.8 

500 rri未満 1,072,301 1β12,451 149,865 14.8 

500～1000 rri未満 21,847 24,329 5，斜ヰ 22.4 

1000～1500 rri未満 5,352 5,992 1,022 17.1 

1500～3000 rri.未満 5,720 6,294 1110 17.6 

3卿 rri以上 ヰ，642 4,973 720 14.5 

本詳 191,195 184,010 37,171 20.2 

（資料）経済産業省 『商業統計表J]2004年

図I-2-1を見ると、 1982年と比べて 1,000nf 

以上の大摺苫舗数は年々増加し続けている。また、

関商品販売額についても 1,000nf以下の事業所の販売

額や小売業全体の事業所の販売額は減少しているもの

の、 1,000d以上の大砲苫の販売額は上昇している。

小規模の事業所が影響力を減らしてし1く一方で、ブ型

店の小売業に占める影響力が拡大し続けている。ただ、

ここ数年は大盟百に関しでも年問販売額は一時に比べ

ると頭打ちの状況である。次に図I-2-2をみると、

1995年～2004年に開設した小売業全体のl事業所当

たりの売場面積は213ばであり、小売業の蔚舗面積の

大型化が進んで、いるのがわかる。また、小売業の大型

8 

｜廃業等

継続高

割合 割合（弘）

（覧） 〈対2002年）

1,042,717 84.2 257,340 19.8 

862,586 85.2 211,563 19.7 

18,885 77.6 3,244 14.8 

4,970 82.9 666 12.4 

5,184 82.4 575 10.1 

4,253 85.5 347 7.5 

146,839 79.8 40,945 21.4 

店舗の中心である百貨店と総合スーパーの開設年別に

見た1事業所当たりの売場面積を見てみると、百貨店

の売場面積は 1954年以前から減少傾向にあり、近年

は 21,000d前後の売場面積をもっ店舗の出店が標準

的なものになっている。総合スーパーの売場面積は95

年～2004年の間では10,773nfであり、こちらも 1954

年以来店舗のブゼ型化が進んでいる。百貨店と比較して

も、総合スーパーの大型化は顕著で、ある。これは近年

の小売業における店舗面積の拡大傾向が、百貨店によ

るものではなく郊外で、のE大なショッピングセンター
の出店などによってもたらされていることを示してい

る。



国I-2-1

売場面積別に見た事業所数、年間商品販売額の推移（1982年を100とした場合）

250 

200 

150 

100 

50 

0 

事業所数

海〈埼〈埠〈呼〈埠〈泳中歌歌
合会金今今 Oj'¥ .e;O:> ~'V 今
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250 

200 

150 

100 
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年間商品販売額
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（資料）経済産業省 『商業統計表J]2004 
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図I-2-2

開設年イ切りに見た1事業所当たり売場面積
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（資料）経済産業省 『商業統計表J]2004年
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〔2］京都市内のブ型店の

京都市の大劉苫はどのような状況なのだろうれ表

I-2-2においては、店舗面積が1,000d超である

京都市内の大割苫数と、そのうち業態がスーパーで、あ

る店舗数を示している。京都市内の大割苫は合わせて

141店あり、そのうち伏晃区、中京区、下京区などで

多数を占めている。うち 34J苫舗がスーパーで、あり、

伏見区や右京区、西京区などで多く出店している。大

型店に占めるスーパーの割合は同じように右京区、西

京区、伏見匿のJI慎で割合が大きくなっている。大型店

の数に関してはトップ。クラスである中京区や下京区の

割合が低いのは、下京区や中京区といった京都市の中

心部で、は総合スーパーよりも百貨店が多し1からである。

一方で伏見区や西京区、右京区で大割苫に占めるスー

ノミーの割合が高いのは、郊外型の巨大なショッピング

センターが増加していることが大きな要因である。こ

のように、京都市内においても、ショッピングセンタ

ーの大型化と郊外化の傾向があるとし1うことがわかる。

表 I-2-2 京都市内の大型店数（店舗面積が

1, 000 d超のもの）

A~店数 B.うちスー

ノミ」ー

北区 6 1 

2 。
左京医 10 1 

中京区 22 2 

東山[K 。 。
山科区 9 2 

下京区 21 2 

南区 9 2 

右京区 14 7 

西京区 16 6 

伏見区 31 11 

計 141 34 

（資料）京都市産業観光局寵工部

商業討長興課ホームページ

B/A (%) 

16 。
10 

9 。
22 

9 

22 

50 

37 

35 

24 

http://www.city.kyo給.jp/sankan/shogyo/index.html

注） 2005年3月8日現在。
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〔3］ブ型店のメリット

それでは、大出吉のメリットとは何で、あるのか。

に消費者の立場、商店街との比較などを考慮しつつ、

大問吉のメリットについて考えてみたい。

①品揃えが豊富大型店のメリットとして第1に考

えられるのは品揃えのよさである。ブ型店は国内外か

ら商品を大量に仕入れ、豊富な品揃えを実現している。

また大量に商品を仕入れることにより高品の倍格も安

く抑えることができる。安定的に大量の高品を揃えて

いるというのは消費者にとっても、安心して賢い物を

することができ、買い物の選択肢が広がるなど有益で

ある。

②自動車社会に適合大型店の増加の背景には消費

者のニーズも大きく関係している。現在の社会では出

動車が不可欠なものであり、自動車で買い物に行くこ

とができる郊外型のショッピングセンターが消費者の

支持を得ている。都市の郊外に建設される大槌苫は区

大な駐車場を備えており、平日は仕事などで異い物に

行くことができない人にとって、選末に大量に食材な

どを告動車で買い物をすることができ、非常に便利で

ある。また、家族で貿い物に行く際にも自動車を使う

ほうが便利であるので、駐車場を備えているブ型店は

自動車をもっ消費者のニーズに対応で、きている。

③新たな雇用の創出 大型のショッピングセンター

が建設されると新たな雇用が生まれる。大砲吉は多く

の労働力を必要とし、多くの雇用を生み出す。図I-

2…3を見ると小売業全体で減少傾向にあるなかで

アルバイトやノミートが増え、傭人事業主は減少してい

る。ブ型店の雇用形態はアルバイトやノミートなどの形

態が多い。大問苫が増加するにつれ、従来の蔀店街の

偶人商店主といった安定的な就業形態よりも、流動的

な雇用形態に従事する人が増加している。そのため全

国的にも労働者に占めるパートやアルバイトの割合は、

大部吉の増加などの影響で拡大している。

④長時間営業 大型店の営業日寺聞は時代を経るにつ

れて延長されてきている。園I-2-3より、全国的

に大部苫の中心で、あるスーパーなどの各種商品の事業

所の営業時間は年々長くなってきていることがわかる0

1982年と 91年では、 8時間以上10時間未満の営業

時間が最も多かった。しかし2002年になると 10時間

以上 12時間未満の事業所が半動Eくを占めるように



⑤その他のメリット その他のメリットとしては大

型店の出店によりその地域が活性化するとしづ側面が

ある。大割吉は広大な土地を必要とし、郊外に建設さ

れる。市街告に比べて閑散としていた郊外の地域が大

型店の建設によって開発が進み、賑やかになるという

効果がある。また、自治体としては大割苫の建設によ

って国定資産税などの事弟技入の増加が期待で、きる。

なり、 2004年には12時間以上14時間未満へと営業

時間がさらに長時間にシフトしつつあることが観察で

きる。これは大出苫が消費者の動向の変化に合わせて

きた結果とし、える。仕事帰りの人々にとってはあ屋く

まで大盟吉が営業していると、とても使し1勝手が良い。

女性の社会進出も進んだこともあって日中に買い物が

できない女性が増えており、大劉6がそうした社会の
状況に対応しえている結果でもある。

I-2-3 

｛小売謝 就業者内訳耳目就業者数、構成比（2002年、 2004年）及び前回比（2004年）

2002年 2004年

（人） 構成比 （人） 構成比 前田比

（%） （%） （%） 

小売業計 8440574 100.0 8399865 100.0 .A.0.5 

鎧人業主及び無給家族従業者 1135049 13.4 895518 10.7 .A.21.1 

有給役員 595709 7.1 531100 6.3 .A.10.8 

常用麓用者 62ヰ2047 74.0 6335683 75.4 1.5 

正社員鍵正職員 2394242 28.4 2429018 28.9 1.5 

パートmアルノミイト等 3847805 45.6 3906665 46.5 1.5 

臨時麗用者 167704 2.0 286337 3.4 70.7 

派遣a下請受入者 300065 3.6 351227 4.2 17.1 

『商業統言様』 2004年（資料）経済産業省、

各種商品営業時間別事業所数図I-2-3
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『商業統計表』 2004年（資料）経済産業省



〔4］大型店のデメリット

逆に大割吉のデメリットは何であろうか。大担苫の

メリットを論じたときと同じように主なデメリットを

あげて論述する。

①騒昔・大気汚染などの環境汚染大割苫のデメリッ

トとしてあげら地のはi蹄・大気汚染などの環境汚

染である。大盟百の来店客は自動車で来店する人が多

い。そのため、自動車の排気ガスによる大気汚染や騒

音などで大型苫の周囲の環境に悪影響を与える。来店

客の乗る自動車が増えることで交通渋滞を引き起こす

ことにもなる。また大自苫の建設を進めるあまり、郊

外の乱開発となりスブ。ローノレ化が進み吉然環境を破壊

してしまう恐れもある。

②利益の地域経済への還元の低さ 大型店は地元の

商店と比べると地元への経済の波及効果が低い。以下、

矢作弘氏の著書『大却苫とまちづくり』（2005

を参照していこう。図工－2-4は、矢作氏

が問書の中でアメリカの『TheAndersonば必Studyof

Retail Economics, Civic Economics, Oct.,2004J3）とし1

う調査を基にして作成したグラフである。この調査は

アメジカのアンダーソンピノレ地区における大担吉と地

元高店の同地区への経済効果を比較したものである。

直接効果とは賃金の支払い、仕A:MAこ出る支出、経営

者に残る利益であり、間接効果とは支払われた賃金を

使った消費支出ヰキlj益の再投資で、あるO また、誘発効

果は次の段階での経済活動とその繰り返し効果である。

この調査によると、大型吉（チェーン店）は地元の蔀

店に比べて地元に与える経済効果が低い。地元高店は

70%ほどま出或に経済効果をもたらすのに対し、チェー

ン店は40%あまりしか地域経済に効果がない。この大

きな原因とは、大問吉の本社が他の脚或にあるため利

益が地元に還元されずに、本社に流れていることであ

ろう。

③市街地中心部の商店街の衰退大型店の出店によ

って市保豊中心部の商店街が衰退するという問題があ

る。大型苫は客足を市内の中心部から郊外に奪い、中

心部の商店街に大きな打撃を与える。近年全国各地で

通称「シャッタ一通りJと呼ばれる市各？地の中心部が

増え、都心部の空洞化が問題となっている。大盤苫が

郊外に建設されることで中心市桂壮語の商思街が打撃を

13 

受けた例は特に地方に多い。中心市街地の商岩街が衰

退してしまうと町全体の活気が失われる。これは経済

的損失のみならず、治安の面で、も大きなマイナスにな

る。高店街が衰退するとゴーストタウン化してしまい、

人の告による監視が行き届かなくなる。あたり一体の

景観が悪くなり、嵐記も香はもやすくなる。また、大型

j吉が出店した地域と犯罪との関に棺関関係、があるとい

う考えもある針。都市部よりも地方での犯罪が増加し

ているが、その原因として長時間営業のブ型店の出店

により人々の生活リズムが話はも、地方の均質化が進ん

でいることが挙げられる。ブ型店の出j苫が主出掛土会の

崩壊の一因となり犯罪の増加を引き起こしている。

④高齢者の負担増 大型店の増加は高齢者にとって

物をするのに負担が増す。ブ捜店は郊外に立地

されることが多く、自動車が運転できない高齢者にと

っては遠E開設になるO 都市中心部の商店街などの身近

な個人高店がなくなると非常に不便になる。また、

店街は高齢者の交流の場としての役割も果たしている。

高齢者が今後さらに増加することを考えると、小売業

が大型店中心となるのは大きな問題になるO

⑤その他その他には大型店が撤退してしまった場

合に、その地域に食料品を購入できる商店がなくなっ

てしまい、住民が不利益を被ることである。ブ~が

出店すると、小さな宿店は関店に追い込まれ大劉互の

独出市場になるG

鴎I-2-4

80弘

6 O覧

40弘

20% 

。弘

1ドjレ当たり売上高の経済効果

地元商店 チェ…ン店

（資料〉矢作弘 f大割苫とまちづくりJ
岩波書店， 2005年



しかし、大割古は採算が取れない場合などには、地

域に密着している務店よりも地域に伝統的な関わりは

ないので撤退をしやすい。そして大劉苫が撤退してし

まった後には住民は生活用品の購入に罰ることになっ

てしまうのである。

[5］ブ型店がまちづくりに果たす校創

最後に、大劉苫がまちづくりに果たすオ嫡について

考察する。

ますと第1に言えることは、大問苫は都市にとってマ

イナスだからただ単に規制をすればし，i,,＇と考えるのは

間違いであるということである。そもそも大型店がな

ぜ郊外に建設されているのかというと、1974年の！日大

規梼ト売店舗法の施行により市街地の立地が困難にな

ったからで、あるO 当時大出吉の建設が比較的容易だ、っ

た郊外に大きな駐車場を兼ね備えた大担吉は、自動車

社会の進展につれて客を増やした。また、地価の高い

都心部よりも地価の安い郊外での宅地開発などが進ん

だことt~店の客を増やす一国になった。他方で中

心部の商店街は駐車場や駐輪場の整備などが遅れ、大

型店に客足を奪われた口都市中心部の商店街が衰退し

ているのは大劉百の建設がすべての理由とし1うわけで

はなく、商店街自身の自助努力の欠如としづ側面があ

る。商店街は大割高よりも消費者のニーズの変化に対

応してこなかった面がある。大劉吉が増加している背

景には、ブ型店を利用する消費者が増加しているとい

う現状がある。ただ、大割苫が都市の郊外に無税芋に

建設されるのは好ましくない。大劉苫のみならず学校

や病院といった施設も広大な土地を求め郊外に移転し、

中心部が衰退すると、都市の機能が分散しコストがか

かる。中心部を活性化するためには客足が戻ってくる

ような店舗になるよう工夫する必要がある。そのため

にもただ大劉古の出店を規制することだけを考えるの

ではなく、中心部に大劉苫を誘致して活性化したいの

であれば自動車社会の現在で肘型店が出店しやすし1

ような区画整理が必要であるだろうし、商店街の復興

を考えるのであれば駐車場や騨械の整備が不可欠で

ある。さらには、中心市各社告が居住地としても復興し

なければならない。市民にとって魅力的で便利なまち

になることが活性化の重要な点である。
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京都市の大劉苦支持表は、他の都市に比べて機能して

いるといえる。大出吉の出店に際しては京都市高業集

積ガイドプランで大劉吉の郊外の出店を規制している。

市内中心部の老舗の苔貨店や地元の商店街の競争力も

比較的強い。2002年の商業統計調査によると年間小売

販売額における店舗面積 1,000ザ以上の占有率は

27.2%、商店数も 36.2%であり、どちらも政令指定都

市の間では最低の水準である日。しかし近年はダイヤ

モンドシティハナやカナート洛北などの大部苫や、伏

見区などで郊外型の大盟百の出店が増えており、これ

からさらに大劉苫の影響が大きくなることが考えられ

る。都心部を商業の中心にするためには環境の整備が

最も重要である。大劉苫の集客力を都心のにぎわいに

結ひ守寸けなければならない。

1）以下、 『平成16年商業統計』参照。

2）京都市産業観光局街工部産業振興課ホームペー

ジ参照。

3）原文の研究結果は

http://www.civiceconomics.com/Andersonville/ 

を参照。

4）以下、三浦展『ブアスト風土化する日本』

洋泉社， 2004年を参照。

5）京都市 『おいでやす京の商い～京都市商業

ゼジョン2004～Jを参照。



立 京都市の商店街の実情一事例研究を通して一

本章では、京都市内の商店街が現在どのような

状況におかれ、実際にどのような取り組みを行な

っているのかを検証してし、く。大型店やスーパ一、

コンビニエンスストアなどが地域の消費生活に

浸透し、またそこに生きる人の年代窟も高齢化が

進んでいるというように、今日の社会状況は激し

い変化を遂げつつある。その中で今後も生き残っ

ていくためには今まさにどのようなことが必要

とされているのだろうか。

ここでは、まず第1節において京都市中京区の

西新道錦会商店街を、続いて第2節では京都市伏

見区の伏見大手筋高店街を、最後に第3節では京

の一乗寺商店街を事例として取り上

げ、その関いに対する答えがどのようなものであ

るかを考えていくことにする。

1節西新道錦会商店街の場合

［日西新道錦会蔀店街の沿革

①概況京都市中京広の南西部、壬生地域に商新

道錦会商店街はある。商店街振興組合へは約 150

j苫錦が加入しており、その業種は生鮮食品や日用

雑貨といった小売業からサーピス業など多岐に

わたっている。半径約 1kmの六角形商留を持ち、

その範囲内には約四，000世帯、 40,000人が住ん

でいるとされている。また、高齢化率が比較的高

いこともこの地域の特色であり、そのためであろ

うか、来店客のほとんどは徒歩、告転車などを手

段として荷店街へ訪れている。

高店街組織の茜では、任意団体として商店街組

織が結成されたのは 1954年のことであり、その

後 1972年4月には法人化され振興組合としての

活動が始まった。それ以降今日に至るまで、周囲

の環境が変わりゆく中で方針転換を繰り返し進

化し続けてきているのである。

ただし、商j吉街の通りの道幅は比較的狭く、ま

た特に締麗に舗装されているというわけでもな

く、さらに、いわゆる高rn街によくあるようなア
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一ケードもここにはない。このあたりに、西新道

錦会商活街の運営に対する主張が表れている。

②特色 晋新道錦会商店街の特色として、まずあ

げられるのがその独自の取り組みの根患にある

運営に対する「考え方Jではないだろうか。まず、

先に述べたように、一時的・短期的な効果で終わ

りやすい道路やアーケードの整備などのハード

の面への安易な投資をよしとせず、長期的な効果

が見込めるサービスなどのソフトの面の拡充を

重視している。また、これらソフトの面の事業を

実施するにあたっては、組合員のそれぞれの責任

で参加するかどうか選択できるという、独立採算

税が採られている。すなわち、各組合員が投資と

いうリスクを背負って事業に参加することで、初

めてそれによる恩恵を受けることができるとい

うことである。このように、各組合員が甘えをな

くし、それぞれ明確に責任を背負って高店を運営

することで、自主的・穣掻的な蔀店の集合となり、

発展能力のある商店街が構成されることをねら

いとしている。

また、西新道錦会商店街を語る上で「地域密着

型j としづ言葉は外せない。周辺地域のニーズに

合うような事業を考え出し、地域と共生していく

ということに基本を置いている。さらに、商業態

で地域に貢献するだけではなく、商）百街が住み続

けられる地域づくりを可能にし、地域の生活基盤

の役割を果たすなど、根本的な「まちづくり jの

面においても貢献することを目標としているの

である。ただ売る・買うという商売の枠の中だけ

には留まらず、商店街が地域交流の中心として、

地域住民を大事にし、その期待に応え、お互いに

信頼をし合えるような関わりを周辺地域との関

で築いていくことが、環境が大きく変わりつつあ

る現代において商店街が生き残りさらに発展し

ていくために必要だというのである。

このように、西新道錦会商店街では、明確な目

標を掲げ、それを実情と対比し、その目標を実現

するための有効な手段、施策を選択し実施してい



くことが追求されている。組合員全体が商店街運

に対して厳しく現実的な姿勢を持つことが、こ

こ西新道錦会商店街の主義、スタンスと言えるの

ではないだろうか。

〔2〕商店街独自の取り組み

ここでは、地域の実情に基づき採り入れられて

きた商新道錦会商店街の代表的な事業を紹介し

ていくことにする。

①エプロンカード事業 エプ口ンカード事業は、

1988年頃から従来型のお買い物券を一新すべく、

その検討が開始された。当時、 ICカードを利用し

たサーゼスは全国的に見ても併がなく、構想当初

は地方自治体や企業からは「商店街のカード事業

はまだ 10年早しリと言われていた。しかし、実

際に行政から播助金をもらうためにはモデルを

示すだけでなく有効性を実証することが必要で

あり、また企業側としても現場の実態を知らない

分、務店街と共同で新しいシステムを開発する v

とには利益もあった。商店禽側も何度か勉強会を

するなど、独自に勉強を続け、 1990年には様々

な企業が参加する委員会が設置され、91年になる

と京都府からの活性化基金を受けられることと

なり、システムの設計が進められた。その後 92

年には、ついに商店街でのカード事業運営が開始

されたのである。

現在のカードの利用状況としては、カード会員

が6,500人であり、 1日のカード利用田数は1,500

自ほどであるとされている。カードといえば若い

人たちが使用するものというイメージもあるが、

ここでは意外にも高齢者の方々に広く受け入れ

られ、好まれているのである。

②ブアツクスネット事業 1990年代半ばになり、

一般的にもインターネットが普及し始めてきた

嘆に、商店街が従来から行なっていたカタログ販

売や新聞折り込みチラシなどの販売事業の再検

討、地域コミュニケーションの拡充という呂標を

掲げ、ファックスネット事業の検討が開始された。

なぜ、インターネットそのものではなくファック

スを利用したのだろうか。それは、当時インター

ネットを利用するにはパソコン操作の知識が必
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要で、あったのに対し、商店街の客麗の多くをパソ

コンの利用に関心の低い中高年が占めていると

いう現実と照らし合わせた結果である。確かに、

ファックスはインターネットと比較してはるか

に操作が簡単であるため、誰でも抵抗なく利用す

ることができると考えられる。また、地域ネット

ワークの観点からも、インターネットはあくまで

情報の受け手がアクセスして初めて情報発信が

行なわれるが、それに対してファックスは情報の

送り手からでも悟報発信が可能であるという点

があり、より双方向的で強調な地域コミュニケー

ションの手段として利用できると考えられたの

である。

ファックスネットの運用は 1997年から始まり、

ファックスを所有していない家庭には有料で貸

し出し（月 800丹、初期費用 2,000円〉も行なうこ

とで規模を拡大してきた。現在までに各店舗の特

各種イベントの案内、商品注文

っている。特に注文受付は、地

る女性が増える中で、ます

してし1く、と目されている。

ファックスネットのこうした特徴は、新しし

であるインターネット事業にも受け継がれて

し1く。

③高齢者給食サービス 地域の高齢者率が年々

していることを受け、商店街が高齢者に人と

の触れ合いや交流の機会を提供しようというね

らいで、 1999年に高齢者給食サービスは始まっ

た。このサービスの概要は、電話、ファックスな

どで予約を入れ、一食600円の費用を支払うこと

で高店街の空き店舗を改装したホーノレにおいて

仲間たちと共に食事を摂ることができるという

ものである。このサーピスを利用することによっ

て、高齢者は食事の準備の煩わしさを解消するこ

とができるだけでなく、家に閉じこもり、孤独に

なることを防ぐことができる。一人暮らしの高齢

者が増えている中で、このように友達や仲間と共

に過ごすことのできる環境を提供することは、

齢者に対して大きな貢献となっているであろう。

また、このサーピスでは給食の調理などを地元

の社会福祉法人に依頼し、さらにボランティアと



して地域の主婦が参加しており、商j吉信と高齢者

の関係だけでなく、地域告体と商店街の交流がな

されているのである。

④商店街コンピニ事業 高店街コンピー

2002年に始まった新しい事業である。これは、

一般的なコンゼニエンスストアのことではなく、

商店街の中の空き活舗に各店の商品を集め、商店

街の！日高店主たちが交代で店番をすることで夜

間でも買い物を可能にするという事業である。

この事業の目的は、これまで商店街に不便さを

じ、高店密を買い物をする際の選択肢としてい

なかった人々のニーズに応え、新しい客層を確保

することや、地域密着サーピスの強化を躍るとい

うことである。

干のような新しい形の

ことのメリットには、第1に消費者の買い物の利

便性の向上というものがある。これは、高店街が

としている分野、すなわちコンビニエン

スストアが対応している消費者のニーズに対し

て応えることである。それには商品の品携えを充

させることや、欲しいものを揃えるために様々

な店舗を由る必要性をなくすこと、また、営業時

間を長くし仕事を持っている人でも買い物を可

誌にすることなどが含まれている。特に、

持っている人については普段の買い物にそれほ

ど時簡を割くことはできず、その面からすればこ

のような商店街コンビニの持つメジットという

ものは従来型の商店街に比べてはるかに宥益な

ものであるだろう。

2のメリットとしては、様々な店舗が 1つの

場所で商売をすることで、お互いの競争意識が高

まり、それぞれが消費者に対するサービスの向上

し、さらにはそれが商店街全体の活気に繋

がるということがある。また、それはさらに商店

街の地域貢献にも繋がると考えられる。

第3に、高店街コンビニではただ商売をするだ

けではなく、地域におけるコミュニケーションの

1つの拠点として機能するということがある。例

えば、これは後に述べるインターネット事業にも

関連するが、商店街コンピニでは、インターネッ

トを通じて注文された商品の取り置きを行なう
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ため、その受け渡しの際にただ事務的な金銭のや

りとりだけではなく、人と人とのやりとりが可詣

である。また、商店街や地域の’情報が広く集まる

場所となるため、それらの提供を通じて地域での

生活をサポートするものとなりうるのである。

⑤インターネット事業 インターネット事業と

は 21世紀に入り新しく始められた事業であり、

インターネットを利用して商品の宅配と取り

き（高品は先に述べた蔀店街コンゼニにて保管さ

れる）のどちらかを選べる買い物代行サーゼスを

受けたり、特売・イベントなどの靖報を得ること

ができるものである。これは、先に述べた寵j吉街

コンピニ事業と開様に、従来のやり方では呼び寄

せることのできなかった新しい客層の確保や、体

が不畠出で、思うように買い物に出ることのでき

ない高齢者に利用してもらうことを程的として

いる。特に、いつでも、都合のよい時に利用でき

るというインターネットの利便性を科用するこ

とで、若い人や仕事を持っている人のように、従

来の商店街を近寄りがたく、利用しづらいと

ている人たちを取り込むことへの期待は強いG

ただし、問題として、インターネット自体につ

いて、普段それを使い慣れていない人が抵抗を感

じるというのは安易に予想できることである。そ

こで、高店街ではインターネットに不慣れな

年層でも気軽にこのサーピスを利用できるよう

に、テレピを用いたシステムの構築を行なった。

商店街が希望者に専用端末を有料で貸し出し、そ

れを各家庭でテレピと電話の聞に繋ぐだけで、あ

とは普段テレビを見ているようにリモコン操作

のみでインターネット上のサービスを受けるこ

とができるのである。

このように、簡単な手続きと操作で利用できる

ようになったインターネットサービスであるが、

この事業は決して鰐単に実現したのではない。そ

れは、商店街の組合員の側でも、インターネット

自体にとっつきにくさを感じている入が少なか

らずいたからである。インターネット

が進められている時に高店街組合が組合員に対

して行なったアンケート調査 1）によると、インタ

ーネット事業に対して消樺的な意見を持つ理由



の中には、事業の内容について説明不足だ、とい

う運用に関する意見の他に、インターネットがわ

からない、という意見も実際に存在した。このよ

うに、商店街の中ではまだなじみの薄い存在であ

ったインターネットではあるが、新しい客層の獲

という自的のために、この事業が組合員に受け

入れられるまでシステムや邑的について説明を

続け、最終的にサービスとして動き出すことがで

きたのである。

インターネット事業や商店街コンピ、ニのよう

な新しく始めたサービスを通して、現在の商店街

が新しい客層を取り込み、商店街の存在意義を高

めるという、商店街の生き残りのために必要な要

素がさらに満たされることが期待されている。

[3］新しい形の小売店への対応

ここでは、小売業における大型スーパーやコン

ビニエンスストアの比重がますます拡大してき

ているという現実を踏まえて、それが西新道錦会

国立－ 1-1 競合する大割反売店・スーパーマーケット

① 

m1① 

の
（資料） 筆者作成
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商店街においてはどのように受け取られ、し1かな

る対抗策が考えられているのかを紹介する。

①西新道錦会商店街への影響 西新道錦会商店

街の周辺にも、もちろん大型スーパーやコンビニ

エンスストアは数多く存在する（鴎H… 1-1）。

ここで、西新道錦会商店街と大型スーパーにお

ける違いを探してみると、まず目立つものとして、

の違いがあげられるのではないだろうか。商

店街では中高年の姿が多く、若年層をあまり見か

けないのに対して、大型スーパーなどは多くの若

年層を取り込んでいる。これは、大型スーパーの

利便性や華やかさなどに若い人が惹かれている

という理由が存在するようである 2）。このように、

昔からなじみのあるお客に対しては商店街が強

いが、特別な縁が存在しない限りは大型スーパー

などに客を奪われる、という状況が現実に起こっ

ているようである。

A・・・プレスコ三知苫
3・ー京都ファミリー
c・・・ブ
D・・ 
E・・ 
F・・・ライ
G・・・ダイヤモンドシティ

・ハナ



②商店街における認識 このような現実に対し、

街領ljはどのように受け取っているのカト一一・2005年 10

月 25日に西新道錦会商店街を訪れた際、振興組合理

事長の安藤宣夫氏からお話を開くことができた。

まず、競合する大型スーパーなどについてであるが、

商店街側としては意識“は”している、ということで

あったO それはつまり、競争相手として相主している

こと自体は認識しているが、自らのテリトリーに踏み

込んで来る恐ろしし対象として克ていることは決して

ない、ということを意味している。そして、その裏側

には商店街側の唱舶が前主しているのである。

商j百街側の自信とはつまり、生鮮食品などの売りも

のの“質”である。蔀店街はものの値段にこだわるの

ではなく、安心して買える、本物の品質を届けること

を重要拝見している。そしてそれは高品の量や安さで勝

負している大型スーパーなどには到底できないことで

あり、そのような面で双方が全面的にぶつかるような

ことが例え起きたとしても、必ず大型スーパーfWJが不

利になるのだと考えられているのである。このように、

この部分は商店街に、この部分はブ型スーパーにと、

双方は自然に昨嫡分担jをしながら営業を行なって

いるのである。

ただし、実に残念なことに、最近の若い人にはもの

の「値打ちJがわからない人が多い一安藤理事長は、

このようにも言吾っていた。

③対策周りの環境の変化に負けないように、商店街

が生き残っていけるようにと、西新道錦会商店街では

[2］で述べたような議々な綴Iの事業を生み出して
きている。また、商店街の役割とは、宿業を通して地

域住民のニーズに応え、地域住民がその場に住み続け

て行きたいと思えるような「まちをつくるjことであ

る、という考えが西新道錦会宿泊衝には強川

ブ型店などが備えている利便性は確かに素晴らしい

が、自社の都合のみで進出・撤退を行なうなど、その

運営には自社中心としか言えないような部分も荊生し

ている。それに対し高店街は、告らが相主する地域の

生活全体への影響を考え、地域のために尽くすことが

できる。この、商業を通じた士昔話或貢献という分野こそ

がまさに商店街が告らのカを発揮できるところであり、

さらにはそれこそが変わりゆく環境の中で生き抜いて

いくための道なのだろうーーそのように、西新道錦会
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商店街では考えられ、運営が行なわれているのである。

[4］まとめ

このように、独自の方針を打ち出して生き残りへの

活動を続けている西新道錦会商店街であるが、その活

動・考え方の中に、他の様々な商店街へも応用できる

ものはないだろうか。

まず、西新道錦会商m街において大切にされている
考え方として、「地域との共生jというものがあげられ

る。それはすなわち、高店街が地域のニーズに応えて

いるか、地j或のためにどこまで尽くせるかを追求する

ことであり、商店街という小売業態だからこそ可能に

なるものである。

また、各組合員がそれぞれの店舗の運営に際して「甘

えや馴れ合いをなくすJということも重要視されてい

る。これは、周りの環境が変化しつつあることから自

を逸らさず、その時その時で問題をしっかり直視し解

決策を考えていくという、前向きな姿勢を意味してい

る。組合員向士でも、店の生き残りを懸けて変化をし

ようと努力するところは残り、 E新えの流れに身を任す

のみで変化を拒んだところは滑えていく、というよう

なことが実際に起こってきたので、あるO

さらに、「ただ他所の真似をするのではなく、自分ら

しさを大切にするjということも、ここ商新道錦会高

店街の運営の根底にある考え方である。他所で成功し

たから自分の所でも、という自らを顧みない安直な発

想、によって成功するようなことは、まず起こりえない。

大切なのは、自らの特性を見抜き、それに応じた運営

を千子なうことである。

以上述べてきたように、西新道錦会商店街が持っこ

れらの方針は、ある種独特のようで、しかし根本的に

はどこの商店街にも通用するものだと考えられる。た

だの模倣ではなく、根底から自らの商店街を見つめ、

自らの発想、と力で構築していくことが今のE寺代の中で

f生き残りjに繋がるのではないだろうか。

注

1）西新道錦会寓店街ホームページ

(h抗p://www.nscpa.or.jp／）より

2）伺上



2節伏見大手筋商店街の場合

本節では、伏見大手筋蔀店街と伏見地区私的構想

について述べる。大手筋商店街は、現在ソーラーアー

ケードを特色とした活気のある商店街となっている。

また、 TMO講想、を活用し、行政と協力しながら街づ

くりをすすめている。ここでは成功している蔀店街の

1つの例として大手筋商店街について述べてして。

［日伏見大手筋商店梅の沿革

①詣店街の誕生大手筋という名称の起源は非常に

古い。豊臣秀吉が 1594年に伏見城を築城しそこに大

手間を築き、それより少し曲って西方に道路を作った

のが大手筋通りである。現在では、 JR桃山駅より国

1号線にいたる 2,400mを給淋して大手筋通りとさ

れ、主要地方道路になっているが、一般には京B反桃山

駅より納屋町にききる大手筋商店街400mを称して「大

手筋Jといわれている。

大正E制勺になると、人口の増加、交通の発達、桃山

御隣卸治などの社会的要悶と、

しての発達などの経済的要閣により、

行者が増加し、臨店街的性格をより高めようとする機

運が街路灯の設置という形となって表れてきた。 1922

多くの寄付金によりすずらん灯が建設され、商店

街として確立したのである。

この街路灯は、すすとらんの花を形取ったランプが5

個付き、京都で、寺町四条下ノレに次いで、2番目の豪華な

街路灯として、1943年に太平洋戦争による鉄材供出に

より姿を消すまでの約 10年間、すずらん灯と呼ばれ

る街路照明として店頭の美化およひ液の防犯に役立ち、

大手筋の名物として広く親しまれてきた。戦争により、

一時すすえらん灯は姿を消したが、戦後再び建設され、

現在もアーケード上部にその姿を留めている。

また、これにより大手筋は商店街としての性格を持

つこととなり、 1922年、すずらん灯建設と同時に大手

筋繁栄会が系邸議されることとなったO その後、 1963

年には伏見大手筋商活街振興組合が設立された。現在

は、京阪電鉄伏晃M主山駅および近畿日本銑溺仙御陵

前駅から西に向かう約400メートノレにおよそ120店舗

が軒を並べ、 1自平均2万～2万5000人が通行する

全国有数の賑わいを見せる商店街となっている。
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②駐車場の建設大手筋商店街にとって大きな利点

となっているのが、高店街が独自に駐車場を経営して

いることである。まず、 1962年、駐車38台可能とな

る大手会館が建設される。その後、 1969年に駐車18

台可能な大手会館新町ガレージが完成、1986

50台可能な四層式ガレージ、1994年に自家用40台が

駐車可能な高部町駐車場が建設されている。

③アーケードの建設大手筋商店街がカをいれてき

た事業のひとつが、アーケードの建設である。 1971

年に初代アーケードが完成し、京抜伏見桃山駅からそ

のまま雨の日も濡れずに貿い物ができるようになった。

その後、 1997年に11億5千万汚を投じてソーラーア

ーケードが建設され、よりJ闘車な空間となっている。

[2］蕗店街虫自の取り組み

①夏の夜市伏見には大手筋践活街を中心に風呂屋

納屋陀商店街、油掛商店街、竜馬通り酪店

街、中書島梯町繁栄会、中書島繁栄会の7つの商店街

この7つの商店街合同で、環催されたのが f夏

の夜市Jである。内容としては屋台の出店のほか、 4

ンサートを開催、また、浴衣で来場した入に

対してプレゼントの進呈などが行なわれた。こ

は、大手筋のみならず局辺の寵店街と連携して伏見全

体が賑わうことを目的として行なわれており、実施場

所も 7商店街にわたって広く行なわれた。 2004年に

は7月初日に 18:00～21: 00の日程で実施され、

来場者数は約 45000人で、あった。産接購買に結びつ

かなくとも商岩街を浩？自七させることにつながり、ま

た大手筋のみならず周辺も含め一体となったまちづく

りにつなげるとし1う点で大変意義熱、事業となってい

る。夏の夜市は 2005年も同様に行なわれ、今後も継

続されることとなっている。

②大手筋スーパ…構報ハイウェイ 大手筋商店街は

京都府中小高菊舌性化事業として、 2002年に約4,000

万円の費用をかけ「大手筋スーノ〈ー情報ハイウェイj

を建設した。これにより、光ファイバーを利用し商店

街の各店がLANで結ぼれることとなった口主な内容

としては、経営合理化ソフト配信システム、商店街情

報配信システム、インフォメーションボードシステム、

駐車情報配信システムがあげられる。

事業者向けの内容としては、従来事務局の職員が



配布してし 画面に一覧表示され、理事会や 財布を持たなくても POSカードを利用することによ

各種会合への出欠は、画面上で、チェックできるように

なった。また振興組合に届いた商活街を訪れる客から

のクレームや要望などが関覧でき、各店害高から事務局

への意見も送信できるなど組合と各組合店舗の結びつ

きを箆易にし、また強冨にしている。さらに顧客情報

管理システム、内部業務管理システム、経営支援シス

テム、ポップ。作成などのシステムを利用することが可

能であり、例えば顧客情報管理システムを使って、顧

客の氏名・住所・電話番号・メールアドレス・誕生日・

購買履歴・ダイレクトメールの発送などの情報を登録

することが可能となったG 経営支援システムでは、見

納品書などの経営支援用のテンプレー

トが手当用できる。

また、商店街情報配信システムを利用し、各店の店

舗措報、商品情報、イベント情報などを掲載したホー

ムページが簡単に作成できるようになった。これによ

り酪店街の利用者はインターネットや i-modeを使っ

て商活街の情報を得られるようになり、また通信販売

によって指品も購入で、きるようになった。

さらに、通りに設置した締員端末からは、インフォ

メーションボードシステムによって各商店の’情報や

らの情報が得られ、また、伏見周辺の観光情

報、病院明子政機関などの掛或’f静授にもアクセスでき
る位コ組みになっている。

加えて駐車情報配信システムを利用することによっ

て、註車湯が相互に空車状況を共有し、各店舗にもそ

の培報を配信した。その結果、客に対して駐車場↑静R

を関共することができるようになった。

③その他の事業

aからくり時計指店街の東の入口には太揚電池で

動く fソーラー時計jがあり、時間になれば、伏見ゆ

かりの人物キャラクターが飛び出す。商店街の西の入

口には「ハミングバードjがあり、卵が割れ中から出

てきたフクロウやオウム、ダチョウなど持刻を知らせ

てくれる。こちらもソーラー発電を利用している。

b鋭子POS 大手筋高店街では針子POSカードが導

入されている。室長f子POSとは、小売店のPOSシステ

ムと委良行のコンヒ。ユータを通信回線で結ぶことにより

高品代金を客の預金口座から小売店の口座に吉動的に

振り替えるシステムである。これによって加盟店で、は
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1物が可能であり、事業者側にとっては前述の

スーノミー情報ノ＼イウェイと結びつけることによって顧

客の情報も管理することができる。

C伏見るるぶ大手筋商店街ではJTBと提携し、『伏

見るるぶJを作成している。これは全国の市町村に配
布され、観光活性化に使われた。

d高齢者向け事業大手筋蔀店街では「高齢者に優し

い商店禽jを目指しており、「高齢者介護補券jという

名称の介護サーゼス券を、買い物をした希望者に無持

配布している。これは介護保険の桝旦みにこだわらず、

介護認定を受けていない高齢者や 65歳未満も対象と

なる。サービスは告宅への出張介護（約2時間）、施設

介護（1 S）のいずれかを選べ、組合が相談に応じ、

地元の3病院が対応している。現状では介護保険制度

とのすり合わせそ手rJ用者がまだ少ないなどの問題があ

るが、少子高齢化を踏まえ、今まで以上に高齢者を顧

客として取り込むことを自擦とし意欲的に取り組まれ

ている。また商店宿内に f介護情報センターおおてす

じJを設費し、期斗で相談にのっているほか、

や女性を対象として大手筋文化センター「ひまわりj

において碁、将棋、健蔵マージャン教室が開設されて

いる。

[3］アーケードとあ通規制

大手筋商店街では「何処にもない物創りj

に、1997年に世界で初めてソーラー発建式のアーケー

ドが建設された。そもそも大手筋商店街では長年、交

通規制とアーケードを重要な事業として位置づけてき

た。大手筋は東宝識に京阪電鉄の伏見桃山駅、その一筋

東に近鉄の桃山御陵前駅、さらに 300m東にはJR桃

山駅がある。電車の利用が容易である一方で、道路は

1号線が曹に、 24号線が東に、外環状線が南に接

しているが、商店街の近くは曲折し、自動車では近づ

きにくい不使さがある。このような地理的状況下で、

大手筋蔀店街は平くからそータリゼーションにより自

動車が増加することを予測し、交通環境の改善の必要

性を意識してきた。1962年に廃館となった映画館の跡

地を各商店が費用を出し合って買い取り、商店街が経

営する駐車場を建設し、その後も建築や改修を行ない

計150台が利用可能な駐車場設備を完成させた。これ



によって車で、の商店告訴IJ用が容易になったのに加えて、

駐車場の収益をもとにさまざまな事業が可能となったO

さらに電車の駅から蜂りてそのまま雨にも濡れず買い

物ができるようにと、1971年に初代のアーケードを建

した。そして、 1997年に建設されたのが現在のソー

ラーアーケードである。

完成したソーラーアーケードの発霊能力は1時間当

たり最大 30キロワットであり、その電力を空調設備

や夜間照明など商店街で使う電力の一部として利用し

ている。また、余った電力は地元の電力会社に売電し、

地域の電力補給の一助となる一方、商店街の収益にも

役立てられている。

また、アーケードの高さが以前の平均6メートルか

ら間9メートノレと高くなった。それまではほとんど店

舗の1階部分しカ呼当用することがで、きなかったが、ア

ドの高さが上がったことにより 2階の活用が進

むようになり、これを機に店舗を建て替え、高層化す

る動きも相次ぎ、限られた蕗店街のスペースが拡大し

た。その結果、全国チェーンなどの新たな店舗の進出

も増え、集客力をさらに増している。

また、2006年3月までにアーケードに防犯カメラを

設置する予定となっており、地域安全の一端も担うこ

ととなった。

[4］古1:0構想、「伏見夢工房j

①伏見夢工房とは 第1章でも述べられたように

閣 0 とはまちづくり 3法の中心市街也活性化法によ

って推進された構想、である。 τMOとはもwn

Management Organizationの路であり、商店街の組

合・行政・まちづくり会社・その他中心市径立自に関わ

るさまざまな魁織の調整の場となって、中心市街地の

活性化や維持のための活動をまちづくりの観長から総

合的に企画・一調整し、その実現を図るための機関であ

る。京都市では伏見地広が認定されており、 τMO機

関として2002年2月に55団体が出資、 2,255万円の

資本金で株式会社「伏見夢工房Jが設立された。伏見

地区の将来像を「～水でつながる文化とくらし－酒と

歴史が薫るまち伏見～j とし、その実現に向けて「地

域に密着した商業の振興を図り、地域生活者の利便性

を高めるJ,r観光による士出或経済の活性化を実現する
ことで、歴史文化の維持・創造に努めるJ、「交通の安
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全と円滑に国白重した快適で魅力的な、歩くことが楽し

くなるようなまちづくりを展開するj_l高度集積地区

と連携し、京都の新しい活力を支える南部地域の拠点

を形成するjという 4つの基本的な方針を定めている。

図II-2-1 伏見由主Oの構図

中心術欝繕額控化

（資料）伏見夢工房ホームページ

(http://www. kyoto-fushimi. com/tmo/tmo2. html) 

②夢工房の事業夢工房の 2004年度の総事業収入は

7,400万円で、これは2003年度の 5,440万円に比べ

36%増えている。その内訳は以下の通りである。（図

E…2…2) 

a十石舟・三十石船遺留子事業伏見地区は周囲に複数

のJ11が流れており、夢工房ではそれを利用して十石

－三十石船をi新させている。これらの船は江戸時

代に過割合として使われていたもので、あり、1994年に

伏見開港400年を記念して復元された。 2005年度で

は十石舟は年間で計198日、三十石船は計53日灘充

しており、乗船者数は十石舟は 27,195人、三十石船

は4,779人だ、ったO

b伏見夢百衆運営事業夢工房では、「伏見夢百衆j

という喫茶店を経営しており、喫茶（功闘ト甘味・伏

見の清酒）、販売（伏見土産・伏見の清酒）、案内を行

なっている。2005年度の来店者数は21,511人だ、った。

c伏見夢蔵歩クーポン京阪交通社、近鉄ステーショ

ンサービス、 JTBエースと提携し、観光客ノミッククー



ホ。ンチケットを販売している。観光地の拝観表ととも

に、伏見での食事券や7つの商店街で利用で、きる買い

物券がついている。

dその他の事業 8月には、鳥羽伏見の戦いを言己念し

て万灯流しを行なっており、2005年度は2日間の合計

で約20,000人の来場者数だったO また、夏の夜には

高店街や酒蔵通りに花灯龍を設置し、ライトアップ。し

ている。

地域貢献にも力を入れている。例えば、地元

小学生を対象にした地域の歴史や河川！美化などの総合

教育や、河川のクリーンアッフ。キャンベーンを行って

いる。

図II-2-2 株式会社伏見夢工房 16年度事業収入明細

1誌

34弘

6% 

（資料）伏見夢工房ホームページ

(http://www.kyoto-fushimi.com／加o/tmo2.html) 

[5］成果と今後の課題

現在、全国的に郊外型ショッピングセンターの建設

が進み、商店街の勢いがなくなってきている中で、伏

見大手筋商店街も荷闘が小さくなり、また利用客の高

齢化も進んでいる。そのような状況下で求められるの

は、単に物を売ることだけではなくなってきている。
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国十石舟

自

麗伏見夢百衆
47% 回中心市街地活性化事業

露地域の魅力ア

関夢譲歩クーポン事業

隠万灯；廷し事業

回

認桃山語サ部の道事業

実際に、様々なキャンベーンなどにより伏見地区を訪

れる人の数は増加している。大手筋ではアーケード設

置などにより歩きやすい商店街を作り出す一方で、さ

まざまなソフト事業を行ない、娠わいを創出している。

伏見では当初、伏見区役所の移転とそれに伴う総合庁

舎化などによるハード事業も計画されていた。しかし、



計画の変更や見直しにより大規模な開発になるかどう

かは現在、不透明な状況となっているO その影響もあ

って、夢工房の事業ではハード面よりソフト面の方に

力が注がれてきた。

夢工房の1つの成果として、地域と高店街との結び

つきを強めたことがあげられる。伏見区では古くから

酒蔵があることで存名だが、そのような酒蔵と各商店

街が夢工房を通じて地域発展のために協力することが

できるようになったO また、祭事や夜市などをきっか

けとして、地域住民との結びつきも強化された。つま

り、商店街が“場”を提供することがによって商店街

自身も活性化し、またまちづくりにも役立っているの

である。

今後は、酒蔵を中心とした町並みの伝統建造物保存

地区指定を自指す運動が進められている。歴史的遺産

を活用し、観光をよりダイナミックに展開することで、

高知辰興射出或の活性化iこつなげていくことが求めら

れている。

[6］まとめ

伏見地区は歴史的な遺築も多く、また周囲をJ11に閉

まれ、清濃の蔵が立ち並ぶなど風光明婦な土地柄であ

る。また、各電鉄の駅に近いなど地理的要因にも恵ま

れている。

したがって大手筋商店街で、単純に行なわれている政

策をそのまま適用することは、他の商店街にとっては

難しいのかもしれない。

しかし、大手筋商店街の核となっているのはアーケ

ード、そのアーケードを産み出す元となったのは駐車

場経営であり、阜くからのモータリゼーションの予測

である。また現在も小売業としづ枠にとらわれなし

業を行なうなど、変化に対する素早し1反応と新子がう

かがえる。

このような先を見据えた事業と地域全体を見越した

活性化策が、伏見大手筋商店街の成功のもとであり、

この点は他の商店街も大いに見習うところがあるので

はないだろう治、

24 

3節一乗寺詣癌街の場合

前節および前々節では、特色のある活動を行ない、

まちづくりに貢献している商店街の具体例を見てきた。

本節ではそれらとは対照的に、ごく普通の活動を行な

っている商店街について調べ、その商店街がまちづく

りにどのような影響を及ぼしているかを考える。その

具体例となるのは、左京区の修学院地区にある一乗寺

商店街である。この指店街は、曇掬：完通にあり、東大

路通から白川！通までの道筋に形成されている。

[1〕一乗寺蔚店街の沿革

①一乗寺界線の歴史一乗寺商店街がある憂殊続通

は、1656年に憂殊院が現在の場所に移転したときに開

この道は謝出堂明里谷不動堂へ

も。このように複数の寺社への

り古くから人が往来したにもかかわらず、

明治自新党までは田畑が広がり、住人はまばらで農業従

とんどで、あったO ちなみに一乗寺は、もとも

と一乗寺村に属していたが、1889年iこ修制完村と高野

村が合併することで修明掛すの一部となったO

しかしながら 1919年、広幅対単の工場が立地した

ことにより一乗寺の都市化が進む。工場を建てるため

の広い敷地が手に入ること、染色のための良質な水が

手に入ることなどの好条件がここにはあったO そのた

め友禅工場1つが建っと、次々に工場が立地していっ

た。現在では数か所しかなくなってしまったが、これ

らの工場は一乗寺の発壊に重要な役割を果たした。ま

た、1925年に出町；柳から八瀬に歪る叡山電鉄が開通す

ると、市街地に近く通勤に便利であること、乾燥した

高台に位置し住むのに適していることから、住宅が

次々と建設されていったO1931年に修学院村が京都市

に合併されたことで一乗寺も京都市の一部となる。

1942年には住宅営団が一乗寺に約10ヘクターノレの田

畑を巽収、約600戸の住宅を建設する。以上のことが、

この地域の都市化を十倍隼した。

戦後には、高度経済成長期に印II通の拡幅・延長を

始めとする府道103号・ 104号が建設される。この地

域は南北に走る幅わずカ場句3メートノレの一乗寺街道と、

車がすれ違うlこは一苦労の憂殊院通が主な道で、あった

ため、この工事により交通の使が良くなった。公園の



建設、河川工事、土地の[R画整理も重ねて行なわれ、

これらの工事が全て終了する 1967年には人口は爆発

的に増えていた。 1959 年にはこの地にあった修学~}GIト

学校の一乗寺分校が修制完第2小朝交として誕生して

し1る。

また、 1960年に青巣市場の2階に京一会館ができ、

学生や、住宅の発展により移ってきた多くの人で賑わ

ったO これは 1988年の青果市場の移転に伴い閉鎖さ

れたが、京都のほとんどの銭湯には京一会館のポスタ

ーが月替わりで貼られていた。京一会館があったこと

で、一乗寺は特別な場所となっていたのである。

②一乗寺商店街の歴史周辺がこのような発展を遂

げるとともに、憂掬j完通沿いに高店が増えていった。

また、京一会館があることで、多くの入が訪れる活気

のある商店街となった。この墳、一乗寺商店樹立合が

結成される。商店側~合として登録されていなし可壬意

団体で、あったため全ての蔀店が加盟していたわけでは

ないが、この組合と商店街の街灯を管理する鰍首長持

会の2つが、臨店携をまとめうる団体として栴生して

いた。この一乗寺商店鰍旦合の登録数が 50を超えた

頃、商店街も最盛期を迎える。

しかし京一会館が閉鎖された 1988年頃になると、

II通沿いに拶判完プラザのような新しい商店街が形

成されたり、24時間営業のコンピニエンスストアが登

場し、一乗寺詣店街の客数は減っていったO それにし

たがって、商店街自身の活気にも陰りが見えるように

なる。

1990年から1992年にかけて街女7維持会の役員が多

数辞めてしまったことで、各酪店からの集金を行なう

人がいなくなってしまったO 街灯自体は地の資金源に

より維持ができていたものの、紘織は停滞してしまっ

たむまた高店控訴立合においては、会計を務めていた詣

店が廃業したため、会計管理がうまくし治瓦なくなりこ

ちらの活動も停止してしまう。こうして商店街をまと

める儲1Jを担っていた2つの団体の活動が滞ってしま

ったことで、悪化する事態への対策を商店街全体とし

て打ち出せなくなってしまった。その後も状況は悪い

ままで、あったが、それに拍車をかけたのがお00年に

大型駐車場を持つ「カナート洛北jが一乗寺に街岳、

高野にできたことである。客の流れはそちらに行って

しまい、商店街からはさらに活気がなくなってしまっ
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た。

③商店街の現状1) したがって、一乗寺高店街を取り

巻く状況は決して楽語見できるものではない。しかし、

各政J維持会が集金で、きなかったために借金を抱えるよ

うになると、やはり集金をしたほうがし＼I.,＼という

が寄せられ始め、これに伴って街t1維持会の組織が再

び動き出す。さらに、この桂jJ1系主持会の活動再開を受

けて酪店各孫旦合も活動を再開した。もちろん、この背

景にはこのままではいけないという思いがあったのも

確かである。活動再開の成果は 2005年の暮れに行な

われた、高店街の飾り付けで初めて形となって現れた。

だが、この飾り付けの提案が初めて出されたのは

2004年であり、実現に1年を要したことを考えるとや

はり活動休止の後遺症はまだ深く残っている

うだ。また、組合創設に関わった人がすで、に他界して

おり当時の話をじかに開くことができないことや、活

動休止により資料が紛失していることなどのために

今までの経験を知ることができないのが残念である。

一乗寺商府街は、町並みが地味である。半世主5左く

経った建物が多く、下町厨情があるといえば関こえが

よいが、薄暗し寸先I了の灯りの下を夕方歩くのはなんと

なく心が沈んでしまう。飾り付けは、この町並みに明

るさを与えようとしたものである。この飾り付けの下

を走る吉転車自動車は数多しL しかし、自転車が多

く停まっている商店を発見することは難しい。また、

自動車を停める駐車場は少なく 路上に停めればそれ

を避けるために幅の狭い憂殊院通はたちまち交通が滞

ってしまう。このような状況から考えると、

自転車はこの商店街を利用するためにこの通りを通行

しているのではなく、他の商店やカナート洛北などへ

の行き来のためにここを通過しているに過ぎないと考

えるのが妥当であるようだ実際自転車のかごには、

fカナートjと印刷されたレジ袋が入っているのをよ

く自にする。また商店街にはシャッターが下りている

商店が少なくない。 J慢性的に続く不景気、近辺にカナ

ート洛北のような大割苫があること、高齢化により仕

事を引退したくても助手法ぎがいないがために廃業せざ

るを得ない、などの問題が、商店にシャッターを下ろ

させてしまっているのである。このような状況は日本

の商店街の多くに当てはまることであり、また問題点

もそれらの多くが抱えているものと共通している。そ



の意味で、現在の一乗寺高活街は「普通jの商店街で

あると言えるだろう。

[2］高店街の特色ある活動1)

組合が全体の活動を休止する以前、滋賀委良行の駐車

場で荷主を出す活動をしていた。ただし、この活動は

商店街に客を呼び込むためのものではなく、地域イベ

ントとしての性格が強い。また、このようなことは日

本のどこでも見られる光景でもあり、特色がある活動

とはいえない。現在は、「2005年の暮れに飾り付けを

行なったことを契機として、独自の活動を行ないたい

という希望はあるものの、すぐに其体的な案が思いつ

くわけでもなく、実行できるわけでもない。ひとまず

は2006年5丹上旬以降に話し合って決めたしリと、

（商店街粗合長）が語るように、現在行なって

いる特別な活動はなく、まだこれからとし1う感が強い0

5月上旬の4・5自には、一乗寺にある八大神社の

例祭が行なわれる。商店街もそれに関わって忙しくな

るため、活動の取り組みは例祭が終わって落ち着いて

からというのが組合長の考えである。ちなみに例祭を

取り仕切るのは商店街組合ではなく別の系部哉である。

だが、蔀店街を含む地域が協力して行なう行事がある

のだから、商店街においても協力し合い独自の活動を

行なうことのできる力はあると考える。これからの一

乗寺商店街を追う価値はあると言えるだろう。

[3］資料から見る一乗寺商活街

①謂査資料の時期 この項では、一乗寺商店街を数字

から探ってみた凡商店街粗合が活動を休止した1992

年以降から現在までの時期と休止以前との時期を比較

するため、調べる年代は活動休止の7年前である 1985

年から現在までとする。

②一乗寺商店街と左京区全体の酪店街まず図E

3-1を見てみたい。

II-3-1 一乗寺務店街と左京思全体の商店街における務店数と年間／較売額

（年間販売額の単位：

左京区全体の商岩街

年間販売額 ｜ 商店数｜ 年問販売額

1985年 51 30億5,284 647 

1988 52 29 9,825 623 

1991 56 26億1,096 574 

1994 54 30 億6,164 558 

1997年 56 21億3,296 475 

1999年 44 14億5,700 423 

（資料）京都府総務部統言機 f京都府の商業J各年度版

この資料における商店とは、各市町村が酪店の集積

率を考慮して設定した商店街内における商店を指す。

また、既存の商店各孫旦合とは関係がない。したがって

この数がすなわち一乗寺商店餅J拾を指すわけではな

いが、一乗寺商店街を考える上では重要な資料である。

さて、一乗寺商店街においては、 1985年に約30億

円で、あった年商売上額は88年 91年と確実に減って

いき、 94年には再び30億円の値に戻っているが、 97

年にはそれ以前よりも悪い数字となり、 99年には 85

年の半分の約百億円となっている。商店数を見てみ
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396｛意1,189

424億2,828

437億6,778

490 6,346 

483億4,647

392億6,097

ると、 1985年から 97年にかけては50店舗以上であ

り、減るどころかわずかに数を増やしている。しかし、

1999年には44店舗と一気に溶ち込んでしまっている。

この商店数の動きは、年間販売額と関連があるように

見える。1994年までは販売額が落ち込むことはあって

もその幅は大きいもので、はなかった。しかし、 1994

年以降売り上げが急落したことで、その落ち込みに耐

え切れずに店を閉めてしまう商店が増えてしまったの

ではないだろう治、左京医の商店数を見ても、販売額

が盛り返している 1994年までは緩やかな落ち込みは



あるものの急激なものとはなっていなし＼しかし、

1999年に年間販売額が85年と同じ程度にまで落ちる

と、商店数も激減している。さらに大きい範関で考え

るため、図豆一3-2を見てみたい。

国立－3-2 左京亙と京都市における事業所数と年問販売額

（年間販売額の単位：万円）

京都市

1991年

1994 

1997 

1999年

2,690 

2,714 

2,688 

2,512 

2,361 

2,385 

2,752億3,157

2,774億0,682

2,754億4,484

2,698億5,695

2002年 I 2, 142 1 2, 209億5，叩

（資料）図II-3-1に同じ

事業所数

31,452 

31,874 

31,599 

29,903 

27,528 

27,634 

24,699 

このデータにある事業所数というのは図耳－3-

1とは違い、商店街に謄さない商店も含まれている。

よって、これにより一乗寺商店街を菌族計ることはで

きないが、左京誌と京都市における確実な事期庁数の

変化を追うことができる。この変化もまた鴎II-3一

年間販売額

6兆2,178億3,579

6兆8,751億2,612

8兆2,854億3,083

nJ主9,384 6,698 

7兆5,682億6,963

6 兆8,737イ意2,437

5兆5,697｛意9,137

1から見出せるものと類似しており、1994年頃にピー

クを迎える年間販売額がその後急減し始めると、 2・

3年を経た後に事業所数も急減し始める。これは左京

区と京都市両方に言えることである。ところで、ここ

で商業面以外の一乗寺に関するデータを見てみたい。

図立－3-3 修学院第一学区、修学院第二学区、左京区および京都市における人口推移

修明完第一学区 修制］完第二学長三

1985 17,655 10,766 

1990 17,148 10,365 

1995年 17,231 10,297 

2000年 17,019 9,945 

2004年 16,879 9,746 

（資料）京都市 f京都市統計書』各年度版

国II-3-3を見て頂きたい。ここでしづ修明完第

2学区とは一乗寺関司辺の地区のことであり、修明完

学区はその北の地区のことである。修者j完第2学区は

もちろん修判完学医もこの一乗寺商店街を利用する地

区であるので、その人口を調べてみた。人口は、 2つ

の学区とも緩やかに減少している。また、左京区や京

都市の人口推移を見ても開じような割合で減少が進ん

でいることがわかる。京都市は学生が多く、 1，多明！完の
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左京区 京都市

182,201 1,479,218 

173,301 1,461,140 

171,941 1,463,601 

171,556 1,467,705 

168,966 1,464,238 

2つの学区においても多数の大学生が住んでし、るが、

毎年ほぼ詞じ数の学生が転出・転入するので、数字の

面において学生のことは考慮せずともよいと考えるむ

そうすると、高齢化と少子化により人口減少、を続ける

現在の日本の状況がここでも見られる、ということに

なる。これは何も一乗寺に政ったことではなし、

以上から、商店鰍旦合が活動を休止していたことに

よる特筆すべき影響はないと考える。それよりも、こ



こ一乗寺も、商j百数、年間販売額、人口において、左

京区、ひいては京都市と同じ変化を辿っていることの

方が重要である。それが、一乗寺商店街の組合活動に

影響を与えたとする方が妥当であろう。

〔4］大型店と一乗寺高店街

高店控訴旦合の部組合長の下J11さんによると、一乗寺
商店禽の近くにイズミヤ高野店ができた時にはそこま

で、大した影響はなかったそうだ。それはイズミヤが大

規模駐車場を備えていなかったからで、ある。近辺に住

む人には、自転車で行くくらいなら遠くのイズミヤに

行くよりも近くの行き慣れた商店街で十分、という考

えがあった。

だが、カナート洛北ができた時はそれとは勝手が違

ったという。それはカナート裕北が大規模駐車場を備

えていたためであろう。これにより、カナ…ト洛北か

ら遠くに住む人でも簡単に行けて、かっ大量の買い物

ができるようになったO またカナート洛北とイズミヤ

高野店は同じイズミヤ系列であるので、それぞれ売る

商品を分けることができた。 2店舗が近くに位置し、

1を宇和、合っているのである。そして店舗内も明る

く、流行の商品を幅広く取り讃えている。 1つの紘織

によって大きな務店街が生まれたようなものである。

カナート洛北に客が行き慣れるようになり、士出或に定

し始めた2年目になると商店街への客数は減少し始

めたとし1う。

残念ながらカナート洛北の事業収益は非公表であ

るので、図rr-3〕 1と比較して調べることはできな

い。また、カナート洛北ができた 2000年以蜂のデー

タを函II-3-1は含んでいないので、一乗寺商店街

の受けた打撃を数学の推移によって知ることはできな

い。だが、カナート洛北が一乗寺商店街にとって厄介

商店街や伏見の大手筋商店街は、それとは対照的であ

る。その特色ある活動によって「特別な栴匂となり

得ているのではないだろうかb

一乗寺も京一会館があったころ、多くの学生を始め

とする人々にとって魅力のある場所で、あり特別な荊主

で、あった。しかし、京一会館がなくなった後は特別な

場所ではなくなってしまったのだ、ろう。確かに一乗寺

商店街の近くには宮本武蔵と吉岡一円の決爵で有名な

一乗寺下がり松がある。他にも数カ所の史跡がある。

だが、これらの史跡は他にも有名な史跡が多数存在す

る京都市においては有効なセールスポイントとはなり

えない。よって京都市において、この商店街が史跡に

より特別扱いされることはない。また、京都市以外の

商店街にも何かしらの史跡を備えたものは多くあるが、

ただそれだけが商店街に客を惹き付ける魅力となって

いるわけではない、とし1う場合が多いだろう。

一乗寺蕗活街の状況と抱えている問題は全国の商店

街と共通している。したがって、一乗寺商店街が西新

道錦会高府街や大手筋商店街のように、地域の人々に

とって特別な前主となるように特色ある活動を考えて

いくことは、ひいては日本の商店街を考えることにつ

ながるのではないだろうか。

組合が活動していなかった 10年間で、一乗寺商店

街の状況はさらに悪化した。だが、それ以前において

も年間販売額の減少があったということを考えれば、

組合が活動していても歯止めがかかっていたかは疑問

である。しかし今こそ、状況の悪化を食い止める特色

ある活動を行なう一方で、その前回ミ一乗寺を特別な

場所としていた京一会館のように、商店街が地域や

人々にとって「特別な栴包となることができるよう

な活動を行なうことが必要なのだと考える。

極まりないものであることに変わりはないと言えるだ 注

ろう。 1) 2006年1月9日 一乗寺商店街組合長・長津さ

[5］まとめ

一乗寺商店街が衰退してし1る状況は明らかで、あった

が、資料を読むことで現実感が増した。このような状

況にあるのは、果たしてこの商店街だけなのだろうか。

宮本の各地で、このように衰退しつつある商店街は多

く見られるはずだ。前節までに取り上げた西新道錦会

んへのヒアリングによる。
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国京都市外との比較研究

これまで、は京都における商店街を扱ってきたO それ

では京都以外の土地では高業環境はどのように変化し

てきているのだろうヵ、ここでは2つのケースを取り

上げてみたい。

1節金沢市の事例

2005年9丹28～29S、本ゼ、ミは金沢市での調査を

行なった。金沢市は、高業環境としては、京都市のよ

うな都市と地方都市の中間に位置する。商業と街づく

りについての問題も抱えているが、それに対して積極

的に対策を行なっている都市で、ある。この金沢での調

査は、後の京都市内での調査活動を進める上で、非常

によいモデルケースとなった。

〔日金沢市の経済背景

金沢市は北龍最大の都市であり、45万人の人口を有

する中核都市である。歴史的背景も深く、京都とのつ

ながりを深く持つ町でもある。現在平成 24年度末の

目指して北睦新幹線の建設も進められており、

金沢へ訪れる人の増加が予想されている。北陸におい

て重要な位置を占め続けることは間違いない。

京都市と異なるのは、郊タト化が進んで、おり郊外への

大型吉の出店も数多く見られることだ。表盟－ 1-1

を見ると、事業所数が減少しているにもかかわ

り場面積が増加していることがわかる。これは1

あたりの大型化を表しており、中心部の商業環境にも

少なからず影響を及ぼしている。尾張町にあるダイエ

ー金沢店の撤退、空きりレの前生、など中心部の設立替

が見受けられる。しかしながら中心地の再開発も徐々

に進められており、空調化の進んでいる横安江商店街

でのアーケード廃止、ピノレの建設など新しい動きも見

られる。
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[2］行政の敢り組み

郊外化とそれによる中心市街地の空洞化を佐換した

金沢市は、平成 14年4月に金沢市商業環境形成手髄十

と金沢市高業環境形成まちづくり条例を策定した。

（表誼－1-2）これは市内市街化区域を7つのエリ

アにゾーニングして商業施設の中心部への集積を図る

ものであり、京都市のまちづくり条例についで全出2

番自の取り組みで、あったO 同様のものは全国でも 10

ヶ所ほどしか実現されていない9 具体的には、床面積

の合計が1,000平方メートノレを超える集客施設の建設

を行なう事業者は、市との協議が必要となってくる。

これは金沢市の町並みやまちづくりへの高い意識の

表れであるといえるだろう。金沢市が作成した宇齢十に

ついてのパンフレットを読むと、手話十の自壊として①

大部苫と地域の商店街が共存するまちづくり、②既存

の寵店街を中心とした土掛謝処誌の形成、③商業施設立

地の適正な誘導、が目標として掲げられている。

小売店の出店を抑制するものではないが、中心部の空

洞化、地域高業の衰退に郊外の大型集客施設が大きな

影響を持っとする考え方が読み取れる。なお実施状況

については、これまでのところす齢十の基準を上回る大

型活舗は建設されていない。問題点としては、ゾーニ

ングの範毘から外れてしまう遠くの郊外では効力が及

；まないことがある。関委する市町村との連携も含め、

広域的な調整が必要となっている。

また、中心市街地活性化法に沿って、金沢市も中心

市各；地の活性化を重点施策としている。 τMO（まちづ

くり機関）を創設し、テナント施設を建設、中心地で

の賑わいの創出を告指している。「プレーゴjと名付け

られたこの施設はヨーロッパを模した若者向けのもの

で、あったO 出楽された町としてのイメージを確約し、

若者を中心に市街地に人を呼ぶことにある程度成功し

ていると言えるだろう。



表盟－ 1-1 石川果の小売業の概略

事業所数 売り場面積 従業者数 年間販売額 D/A B/A D/B D/C 

年
A B C D （百万円／ (rrr/ （百万円 （百万円

（百事業
（万rrr) （千人） （億円） 事業所） /rrf) ／人）

所）

79 16,737 8,573.7 5,960 735,644 44.0 51. 2 0.86 12.3 

85 16,286 9,450.7 6,329 1,017,188 62.5 58.0 1. 08 16. 1 

91 16,056 10,990.1 7,000 1,422,911 88.6 68.4 1. 29 20.3 

97 14,197 12,808.4 7,351 1,477,431 104. 1 90.2 1. 15 20. 1 

02 13,001 14, 061. 9 7,973 1,351,093 103. 9 108.2 0.96 16.9 

04 12,383 14,419.0 7,767 1,332,851 107.6 116. 4 0.92 17.2 

79 178 100.3 59 7,116 39.9 56.2 0. 71 12. 1 

85 179 112. 4 65 10,270 57.5 62.9 0.91 15. 7 

91 176 114. 1 71 13,527 77. 0 65.0 1. 19 19.0 
石川県

97 154 149. 1 74 14,757 95.6 96.6 0. 99 20.0 

02 141 159. 1 78 13,097 92.6 112. 6 0.82 16. 7 

04 137 165.6 77 13,055 95.6 121. 2 0. 79 16.9 

京都府
02 299 272.4 180 30,064 100.5 91. 1 1.10 16. 7 

04 289 286.0 178 31,422 105.1 99.0 0.80 15.4 

（資料）経務産業省、『商業総域』より作成

表理－ 1-2 金沢市商業環境形謝言針、金沢市商業環境形成まちづくり条例の内容

区分 区域の目安 店舗面積のよ限

① 中心市街地苦性化ゾーン 中心市傑也活性化区域 都心軸定めなし 後背地 20,000rrf その他 30. 000 nf 

② 
駅西都J心軸業務集積

ソーン
駅西50m道路沿い 10,000 rrf (1街区一｛杯開： 20,ooo rrr) 

③ 歴史・観光特化型ゾーン 観光地 幹線沿 3,000rrf その他 1, 000 rrf 

④ 士出樹処京形成ゾーン 地域の中心商業地 幹線沿 5,000rrf その他 1, 000 rrf 

⑤ 近隣型商業青成ゾーン 地主対魁京周辺 幹線沿 3,000rrf その他 1,000 rrf 

⑥ 生活環境整備ゾーン 住専を徐く住宅地域 幹線沿 3,000rrf その他 1, 000 rrf 

⑦ 産業集積ゾーン －準工業地域 幹線沿 3,000rrf その他 1,000 rrf 

（資料）『金沢市商業環境形成手控室十Jf金沢市商業環境形成まちづくり条例資料Jより作成
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全体として、歴史を感じさせる懐かしい町並みを生

かし、老舗交澗富という設備も活用して、積極的にア

ヒ。ールを行なっていける魅力的な商店街で、あったO

②竪町商店街

a沿革金沢市のメインストリート片町商店街から道

を分れて奥へ入ると、竪町商店街がある。ここはファ

ッションビ、／レが立ち並び、道路や景観も現代風に整備

された若者向けのファッションストリートである。

ながらの町並みを残す尾張町商店街とは正反対の商店

街だとも言える。

金沢城の南に位置するこの通りは昔は住宅地だ、った

が、昭和初期から商店街化した。今のように若者のフ

ァッションに特化した高店街となっていくのは昭和

50年代からである。

昭和 57年には金沢市から助成金を受けて、当時全

国で、も珍しかった自前の立｛持主車場を建設している。

これは現在で、も商店街の重要な利益確保源になってい

る。

客層は中学生から 20代前半が主なターゲ、ットであ

り、休出こは約3万人が訪れる。北陸全域を高密とし

てカバーしており、ここでしか買えない衣料などを求

めて若者が集う町である。

b特徴豊富な資金を元に、ファッションショーや夏

祭りなど大規模な集客イベントの開催や、ハード劉誌

に力を入れている。「タテマチドットコムjというホー

ムページを運営し、携帯電言者を使った双方向の情報提

供やポイントサービスなど百を駆使して若者へのア

ヒ。ールを行なっている。

防犯カメラの設置、路上で、のセーノレス・ピラ配りの

許可制、託児所の設置（現在は廃止）など、客が安心

して買い物をできる取り組みも言判話されることの一つ

だろう。繁華街というと詐欺などの犯罪の温床になり

やすいが、町を全体的に統括し、犯罪が起こりにくし1

ような風土作りをすることは可能である。

また、客に飽きられないように、テナントの入れ替

えも頻繁に行なわれている。変化を恐れず、若い意見

も取り入れた現代的な手法で経営が行なわれていると

いえるだろう。
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ーなど脅威となりうるライバル店舗との住み分けを行 る。また 20例年にはイオン高知内にシネマコンブレ

っている。商店街ごとに特色ある商店街を打ち出すこ ックスがオープンし、中心部に3館あった映画館は客

とでその集合体としての町ができあがり、ひいては町 を奪われて2006年1月までにすべて閉館してしまう。

全体の魅力を高めることにつながっているようだ。 そして 2005年には帯屋町高店街の商端に位重し、商

j百街の核の一つをしめていたダイエー高知店も関活し

2節他郡市の事例 てしまったO これにより帯屋町商店街の空き店主南化は

金沢市は京都市に比較的類似した都市で、あった。ま

ちづくりに対して積極的であるといえる。それでは地

方都市はどうなのだろうか。地方の疲弊が叫ばれる今、

王居決はどうなのかを探ってみた。

[1］福知山市

任減要福知山市は京都府の中西部、福知山金地に位

し、山陰・丹後地方と畿内を結ぶ交通の艶奇として

した。京都市から 60km、大阪市から 70kmと

車で容易に日帰りできる距離にある。

②蕗店街の状況郊外型大型誌の出店ラッシュ以来、

中心部である福知山駅前の商法衝の売り上げは落ち込

んでいる。空き店舗も増加している。

③取り組み平成 15年7月、福知山商工会議所が

百(10に認定され、中心市各p:-tg活性化への取り組みを

担うことになる。福知山まちかどナピゲーター事業や

テナントミックス、空き店会酎苦用インキュベーターシ

ョッフ。などのソフト事業を行なっていたが、平成 17

年には福知山2釈前複合拠点劉針縫事業として京都府

から l千万円の助成を受けている。

消費者への宅配サービスも立ち上げるなど、まだま

だ模索段階であるようだ。

〔2〕高知市の事例

q溜楼高知市は高知県の中心に位置し、33万人の人
口を抱える地方都市である。県都であることを考える

と、県全域が酪密であるとしりてよしL地理的に他都

市への分散も考えにくし、

②空洞化の状況商業の中心を担うのは、永らく帯屋

町を中心とする高知駅南部の一帯で、あった。しかし

2000年にシキボウ高知工場跡地にイオン高知が約 6

万平方メートルとしづ規模で開店してから、高知市内

の商環境は一変する。2002年には高知で一等地で、あっ

た西武百貨店が開店し、現在まで空きビルのままであ
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一気に進み、 12月の歩行者通行量が過去 10年で最低

を記録、 10年前と比較して平日で 19.8%減、休日で

28.4%減と深刻な空洞化が明らかになったD （高知県酪

店街振興組命車合会の調査による。）

③影響それでは中心地の空洞化は何をもたらして

いるのだろうか。高知市の例で見ると、車社会である

ことを考えると車で買い物ができる郊外型ショッピン

グセンターに人が集まるのはもっともなことかもしれ

ない。しかし市の顔ともいえる中心地でその地を代表

する大f摘が閉店することは、買い物の機会の消失を

全臨展開するショッピングセンター一店舗

だけで多様控を嬬えるとは言えないだろう。

また、抽象的な観念ではあるが町としての魅力が低

下することは明らかである。お気に入りだ、った場所が

なくなった、 ピノレがたくさんある、人通りが少な

い、という風景には人は惹かれないだろう。住民が現

在の住環境に満足するかどうかは、商環境が大きく関

わっているのである。

3節まとめ

以上からみると、市内への商業集積を全国に先駆け

て行なっている京都市は、地方都市と比べてブ型店制

限に成功しているといえるのではないだろうかb

竪町商店街副理事西村さんのお話によると、中心部

が廃れていったのは1時間程度で大都市にいける人口

15～30万の都市のようである。確かに大都市には人・

モノが集中し、買い物環境もそれだけ魅力的なものに

なる。

しかし商業とは衣料品など特別なものだけでなく、

食科品など人々の日常的な生活を支える重要な千嬉佐

担っている。人の多いところに店はできるが、個人の

行動からみれば店の多いところに住むということも考

えられるだろう。

それでは京都市のモデルから見習えることは何だろ



うか。古都として詰本の中でも景観に自覚的にならな

ければならなかった京都市は、高業開発の面からも都

市周辺の無秩序な開発が行なわれることを拒んだ〉近

年景観法の制定など各地で景観保全がトレンドになっ

ているが、1970年代から景観保護を命題としてきた京

都市に見習うことはやはり多い。業者による効率のみ

を考えた無秩序な郊外への開発だけではなく、都市の

成長を全体として管理することが必要である。この際

住民自らが自分たちの由業環境について考え、

きる機会を設ける必要があることはし1うまでもない。

また商店街の役割としては、そのま出或を特色づける

ものとしての親和的な役割があるので、はないか。商j吉

街は日々の購買活動の場であるとともに、地域を代表

する場所としてコミュニティの育成の場としても機能

している。観光客を引き寄せる魅力を持つことももち

ろん重要だが、その商店街を日常的に利用するものに

とっても愛着を抱くことがコミュニティ全体の結束を

｛乍ることになるだろう。
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N 今後の動向と結論

本章では、商業を取り巻く現状と今後の動向につい

て考察する。そのための切り口として、第1章でも触

れたまちづくり 3法の克直しを取り上げ、それを中心

にして今後の商業の動向・方向性について考えてし、く。

そしてそれらを踏まえた上で、商業としづ分野が「京

都の基盤Jという面において、どのような役割を果た

しているか、という問いに対する答えを探っていこう

と思う。

1節商業を取り巻く現状

[l］社会全体の変化

商業の今後の動向を考える前に、その前提である社

会全体の動向について整理しておく必要がある。

の変化の中で商業に対しての影響が大きいと思われる

ものは、大きく分けて3つある。人口減少社会、消費

者ニーズの多様化、そして地j或コミュニティの表退で

ある。

日本では急速に少子高齢化が進行している。そのた

め、 2007年、早ければ2006年にも、日本の人口は減

少に転じると予滅されている。日本においては、今ま

で人口は増加傾向であり、国の制度や企業の行動など

も、このことを前提としたものであったO 人口減少社

会とは、そうし1った前提が崩れることを意味する。し

たがって、商業は、高齢者のニーズにもより敏感にな

らなければならないし、行政は、社会保障制度併見収

入を改善しなければならなくなる。社会に合わせた政

策、行動が必要となるのである。

また、高齢化、女性の社会進出~IT サービス化社会、

生活スタイルの多様化に伴って、消費者ニーズも今ま

でになく多様化している。こうした状況においては、

ただ物を売るだけでは商業は生き残ることはできない。

し1かにして高付加価値の商品を消費者に届けることが

できるか、さまざまな工夫が生き残りのために必要と

なってくる。

3点毘の地域コミュニティの衰退については、後に

角献もるためにここでは取り上げないこととする。
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これら以外にも、現代においては目まぐるしく社会

が変化している。商業が生き残るため、また行政が財

政などを維持していくためには、こうした社会の変化

を踏まえた長期的な許画が必要となるのである。

[2］まちづくり 3法の見宜し

ここではまちづくり 3法の見宜しについて述べる。

まずは見直しのきっかけとなった原因、なぜ従来の法

制度はうまく機能しなかったのかを取り上げる。そし

て、今回の改正を通じて、行政がまちづくりにおいて

目指す方向性についてまとめでして。

まちづくり 3法によって、中心市保告は賑わいを取

り戻すはずで、あったO しかし、実際にはそうならなか

ったo 中心市街也の表退の要因は3点あると考えられ

る。まちの郊外化の進行、小売業業界の行き詰まり、

して、地域コミュニティの衰退である。

日本では高度経済成長期以降、人口増加、中心市街

の地価の高騰、モータリゼーションの進行などもあり、

郊外に居住する人が増え、事業所を郊外に移す企業も

多かった。それに伴い、病院などの公共施設も郊外に

立地するようになったO そして近年では、ブ型店や飲

食店などの集客施設が郊外に多く進出してきでいる。

まちの郊外化が、中心地から賑わいを無くす要因とな

っているのである。

小売業全体を見ても、安しい現状が見て取れる。商

業統計によれば、小売業の販売額は 1991年以降大き

な伸びが無く、 1996年以蜂は低下を続けている。これ

は中小小売店にも大都吉にも共通して言えることであ

る。消費者ニーズトへの対応が遅れてしまうと、すぐに

致命傷となってしまうのである。

中心市街地には、政治や経済の中心といったものの

他にも、地域コミュニティの形成としづ重要な役割が

ある。その土地で士吾われてきた文化・伝統といったも

のに地域住民が愛着を持ち、地域の人々同士がともに

生活を楽しむといったコミュニティが衰退しており、

中心市街地の魅力が低下してしまってし、る。

また、従来のまちづくり 3法には法制度上の問題も



あったO まず、中心市桂；地活性化法では、商業以外の

都市機能の集約こついての考え方が明確となっていな

かったという点があげられる。このため、街の郊外化

に歯止めをかけられなかったので、ある。また、都市計

画法のゾーニングで、は、広域的な立地調整ができなか

った点も問題で、あった。原則として市町村単位でのゾ

ーニング、で、あったので、近隣市町村に大盟主が立地し

てしまえば結局郊外化を招いてしまうことになる。

以上のような王先伏、そしてこれからの社会の動きを

踏まえた上で、行政が今後のまちづくりにおいて掲げ

るスローガンは、fコンパクトでにぎわいあふれるまち

づくりJである。人口減少社会において、住民の生活、

そして自治体も、サービス面や財政面などにおいてf持

続可能jであるような、そういったまちづ、くりを目指

すというものである。さらに、住民間士が助け合うと

いう地j或コミュニティの維持も重要な課題となる。そ

れらを実現オるための方向性を示したものが上記のス

ローガンなので、ある。そのためには、都市機能の中心

市街地への集約、中心市節患の娠わいの回復の2点が

重要な課題となってくる。

都市機能を中心市制〈鍬ちすることができれば、

市御自の賑わいも回復するだろうし、行政側としても

さまざまなサービスを提供しやすい。その結果、自治

体にとっても持続可能で、あるような行政システムとな

る。また、中心市桂？地に都市機能が集中すれば、車を

持たない高齢者などの人々も、歩いて行動できる範囲

のみで生活することも可能になる。これが「歩いて暮

らせるまちづくりjである。このような都市計曹を実

行するためには、これまで以上に包括的で、しっかり

とした法制度が必要になってくる。今回のまちづくり

3法の改正の主要なポイントはこの点にある。

そのためには、まずはゾーニングの強化である。こ

れにより、さまざまな都市機能を整合的かっ計画的に

配置することができる。具体的な内容としては、郊外

に行くほど、大槌吾やその他の施設の立地を厳しくす

るということがある。郊外に出店しにくくすれば、そ

の分まちの郊外化を抑制することができ、また同時に

都市機能の瓢句にも役立つ。

もう 1点は、広域調整の導入である。すなわち、現

行の体制では都市計画は原則市町村単位であるが、こ

れを都道府県単位にまで広げようというものである。
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これにより、より広い範囲でより計画的に都市機能を

適正な位震に配置することができる。また、都道府県

を越えて影響が出ると考えられる場合には、さらに広

域的に対応することもできる。

このような施策によりJコンパクトでにぎわいあふ
れるまちづくりjを臣指していくのが、今回の改正の

目標である。

2節結論

最後に、今までの調査や検討をもとに、「まちづくり

において商業はどのような儲4を果たしているのかj

u、う間いに対する結論を探っていく。
私たちは、この調査を始める前には、「大問吉の進出

により近隣の商店街が打撃を受け、その結果として古

くからの地域密着型の商店街が衰退し、中心市街地の

賑わいが失われていくのではなし1糾としづ、け型店

対高店街・個人商店jという構図を思い措いていた。

そのため、単に大担苫の出店を規制すれば、商店街は

活性化し、売り上げも伸び、それを受けてまちの賑わ

いも回復するのではなし1かと考えていた。しかし、多

くの方々や商店街へのヒアリングを通して知ったこと

は、それとは異なる内容で、あった。大猫苫との競争に

敗れて商店街が衰退していくとし1うよりも、商店街自

体の努力が必要なのだということである。社会の変化、

消費者のニーズの変化を敏感に感じ取り、自分たちで

さまざまな工夫を行なってし1かなければならない。そ

れができずに従来通りのままの経営を行なっている商

店街は生き残りが難しくなってしまう。一方のブ型店

にしても、既存の中心市保患のブ型店や郊外型の新し

しづ型店との関の競争があり、やはりここにおいても

個々の経営努力は欠かせない。もし大型百が撤退して

しまえば、その士出或の買い物環境が悪化してしまうこ

とにもなる。これは周辺の地域住民にとって大きなマ

イナスとなってしまう。すなわち、大型店であろうと

蔀店街・個人商店であろうと、それぞれ何らかの努力

をする必要がある。その良い例が、先に述べたいくつ

かの商店街の事例である。

商業の僻拡もはや単にものを売ることだけには

留まらない。商業は住民の生活に欠かせない都市機誌

の1つであり、地域住民にとってより良い環境、より



良いまちとなるための必要条件である。大盟主であろ

うと商店街であろうと、従来のように自分たちの利益

だけを考えていたのでは生き残ることができない。自

分たちの商業活動を通じて、まちをより魅力あるもの

にするための努力をすることが必要である。それが結

してまちの活性化、ひいては自分たちの生き残り

につながるのである。

その一方で行政側も自指すべきまちづくりのピ、ジョ

ンの実現のために、さまざまな策を講じる必要がある。

まちづくり 3法の見置しなどは具体的に進められてい

るが、他にも自治体単位で行動を起こしていくことが

望まれる。このように、大問吉、高店街、行政、そし

て地域住民が一体となってより暮らしやすいまちにす

るために、また、京都らしさを守り創造していく上で

も協力していく姿が理想的である。その中において、

商業という都市機能の果たす役割は大きいものに違い

ないだろう。
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第2部

製造業

はじめに

第2部では、京都の産業のうち、主に製造業ついて詳しく述べる。京都には、全盤的に、あるいは世界的にそ

の名が知られるメーカーがいくつも立地している。これらの企業は、なぜ京都に立地しているのだろうカ九なぜ

東京へ本社機能を移転しなし1のだろうか。なぜ地方都市に立地しながら、よし1業殺をあげることができているの

だろうか。次ページ以降では、この疑問を核として、京都市の産業を分析していく。

分析に先立って、第1章では京都市の製造業を概括する。前半部で、は京都市には他者附に本社機龍の集中につ

いて述べる。京都市では、他の地方都市に比較して、本社機能が集中していることがわかる。後半では産業中分

類に従ってそれぞれの製造業の業兄や動向について述べる。

続く各章では、京都企業の特色を、京都という都市の特性から分析する。第立章では、京都の地域的特性との

関連で、京都企業の「強みjがどう形成されているかを個別のトヒO＇／クごとに明らかにしてして。第 1節では京

都の風土、第2節では京都の文化、そして第3節では行政の施策、第4節では大学の集積との関係で京都企業が

京都としづ地域の特性をどのように生かして活躍しているか（活躍しうるか）を分析してゆく。第盟章では、独

自に実施した企業アンケートをもとに、京都企業がなぜ京都に本社を壁いているのかを明らかにする。

第IV章では、金沢での合宿調査をもとに、京都と金沢の製造業の共通点・棺違点を考察する。

以上より、京都における製造業の特徴と、本社機能の集中の理由を明らかにすることを第2部の目的とした。
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I 京都市製造業の概要

本章では、京都市の産業構造とその歴史的な展

開を見ていくことにより、京都市における本社機

能の集積を説明するための議論の端緒としたい。

まず第1節では、京都市における本社機能の集

積の状況を、他市との比較の中で見てして。この

中で、本社機能を京都に配置している企業がいず

れの産業・業種に属しているかが理解できる。次

に第2節では、京都市産業における製造業の構造

と、その展開とを、主に統計データをもとにして

見てし1く。このことは、後の章での分析に含まれ

る独自アンケート調査の結果を理解するうえで、

対象企業（あるいは、京都市に本社をもっ企業）

が含まれる産業・業種が、京都市の中でどのよう

な位置にあり、どのように変化をしてきているか

を把握することにもなるだろう。

オ

i表 （会社企業）と本所・支所の別（14大都市）

1節本社機能の集積

表 I-1-1は、全事業所数に占める本所・本

社・本活、支所・支社・支店（以下では前3者を

単純に f本所j、後3者を「支所j とする）数の

割合を、京都市をはじめとする全国の主要 14大

都市について示している。

この表によれば、京都市は、東京都区部および

大阪市に次いで 3番目に全事業所数に占める本

所の比率が高くなっており、東京都底部および北

九州市に次いで他の都道府果に本所の存在する

支所数の比率は低くなっている。需じ近畿菌の政

令市である神戸市と比較し、全事業所に占める本

所の比率が高く、他の都道府県に本所の存在する

支所数の比率は低い。また、他地域の地方都市と

事業所数 総数 単独事業所 本所・本社・本j苫 支所・支社・支店
上段実数（か所） 総数 本所等の所在地531J
下段：構成比（%） 他の都道府県 東尽若手 ブてl奴ffす

京都市 461,536 164,910 109,973 186,653 107,965 41,187 48,685 
100 35. 7 23.8 40.4 23.4 8.9 10.5 

大阪市 1,823,609 522,383 526,193 775,033 449,892 334,503 
100 28.6 28.9 42.5 24. 7 18.3 

神戸市 484,386 146,498 85,753 252,135 144,082 63,882 59,664 
100 30.2 17. 7 52. 1 29. 7 13.2 12.3 

札幌市 618,426 217,940 115, 633 284,853 150,263 106,249 15,986 
100 35.2 18. 7 46. 1 24.3 17.2 2.6 

仙台市 406,434 109,331 61,869 235,234 171,865 106,379 14,017 
100 26.9 15.2 57.9 42.3 26.2 3.4 

さいたま市 301,952 86,182 34,920 180,850 140,529 108,672 11,517 
100 28. 5 11. 6 59. 9 46. 5 36 3.8 

千菜市 284,383 73,907 39,543 170,933 127,106 93,004 9,059 
100 26 13.9 60. 1 44. 7 32. 7 3.2 

東京都区部 5,540,801 1,758,227 1,778,397 2,004,177 556,966 225,389 
100 31. 7 32. 1 36.2 10. 1 4. 1 

横浜市 1,004, 183 310,571 156,662 536,950 359,051 286,628 26,706 
100 30.9 15.6 53.5 35.8 28.5 2. 7 

川崎市 379,869 106,721 61,005 212,143 161,250 142, 811 6,096 
100 28. 1 16. 1 55.8 42.4 37.6 1. 6 

名古屋市 1,076,589 327,844 230,561 518,184 289,539 185,104 50,596 
100 30.5 21. 4 48. 1 26.9 17.2 4. 7 

広島市 414,372 141,623 69,497 203,252 116,829 61,551 23, 101 
100 34.2 16.8 49. 1 28.2 14.9 5.6 

北九州市 309,598 102,743 55,620 151,235 67,807 40,925 9,259 
100 33.2 18 48.8 21. 9 13.2 3 

（資料） －企業統計調査』 2001（平成13）年
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比較しでも前者の比率が高く、後者の比率が低く

なっている。このことから、京都市においては、

他都市と比較して相対的に本社機能が集積して

いると言える。逆に、神戸市や仙台市などの地方

都市は、それぞれ大阪市や東京都特別区の支店経

済としての名合いが強い。このことは、従業者数

を表した表 I-1-2からも理解される。

I-1-2 民営事業所（会社企業）本所・支所別の従業者数（14大都市）

従業者弘 総数 単独事業所 み；所・本社・本語
上段実数（人）

ド段：構成比（%）

京都市 31,627 17,535 3,002 
100 55.4 9.5 

大阪市 106,340 55 527 11,674 
100 52.2 11 

神戸市 32,271 14,991 2,604 
100 46. 5 8. 1 

札幌市 43,241 21,345 3,130 
100 49.4 7.2 

仙台市 27,719 10,885 1,842 
100 39.3 6.6 

さいたま市 20,467 9,644 1,296 
100 47. 1 6. 3 

千葉市 16,585 7,317 1,041 
100 44. 1 6.3 

e 東京都区部 329,691 196,478 34,497 
100 59.6 10.5 

横浜市 64,840 34,097 4,448 
100 52.6 6.9 

川崎市 22,809 12,418 1,637 
100 54.4 7.2 

名古屋市 71,942 35,425 6,903 
100 49.2 9.6 

広島市 29,296 14,399 2,099 
100 49.2 7.2 

北九州市 20,919 9,424 1,897 
100 45 9. 1 

（資料） 『事業所・企業統計調査j]2001 （平成13)

これまでの2つの表では、本章の分析対象であ

る製造業のみならず、サービス業などを含む全産

業の事業所数を包括的に扱っている。従って次に、

（産業大分類）ごとの内容を詳しく見て

いくことにする。次ページの表 I… 1-3では、

京都市における本所数が、産業別にどのように分

布しているかを示している。

本所数全3,308か所のうち、第2次産業の本所

数は 896か所（27.09パーセント）、第3次産業で

は2,410か所（72.85パーセント）であり、第2

次産業のうち製造業は 695か所（21.1パーセン

ト）である。最も本所数が多い業種は第3次産業

に分類される卸売・小売業、飲食店の 1,498か所

(45.22パーセント）であり、次に多い業種は同
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支所・支社・支店
総数 本所等の所在地WJ

他の都道府県 東京都 大i以月寸
11,090 5,002 1,758 2,015 
35. 1 15.8 5.6 6.4 
39,139 18,793 11, 316 
36.8 17. 7 10. 6 
14,676 6,849 2,592 3,032 
45. 5 21. 2 8 9.4 

18,766 8,337 5,295 1,031 
43.4 19. 3 12.2 2.4 
14,992 9,848 5,620 969 
54. 1 35.5 20. 3 3.5 
9,527 6,143 4,437 484 
46.5 30 21. 7 2.4 
8,227 5,151 3,739 343 
49.6 31. 1 22.5 2. 1 
98,716 26,992 7,086 
29.9 8.2 一 2. 1 
26,295 13,597 10,408 1,005 
40.6 21 16. 1 1. 5 
8,754 5,077 4,161 240 
38.4 22.3 18.2 1. 1 
29,614 l久001 7,577 2,643 
41. 2 19.5 10. 5 3. 7 
12,798 6,734 3,005 1,337 
43. 7 23 10. 3 4.6 
9,598 3,385 1,574 558 
45.9 16.2 7. 5 2. 7 

じく第3次産業のサービス業で 626か所（18.92

ノミーセント）となっている。本所数の産業活rJ構成

比の傾向は、全事業所の産業別構成比の傾向と概

ね一致しているが、本所の構成比では、製造業の

構成比がやや大きくなり、第3次産業の構成比が

やや小さくなっている。

製造業の中では、繊維工業の本所数が 91か所

と最も多く、次いで食料品製造業の 87か所、

気機械機器製造業の 73か所、出版・印刷・間関

連産業の 66か所、一般機械器具製造業の 58か所

などとなっている。後の節でも述べるように、こ

れらの業種は、京都市製造業の中でも中心的な位

置を占める産業である。



表 I-1-3 民嘗事業所産業中分類単独事業摂・本所・支所の事業所数と比率（京都市）

総数 本所・支所の月lj 事業所総数に占める割合（%）
事業 従業 単独 本所・本 支所・支 単独 本所・本 支所・支
所数 者数 事業所 ネ土 a本店 社編支店 事業所 社・本志 社・支癌

全産業 85347 691935 68743 3308 13296 80.55 3.88 15.58 
第1次産業 29 572 23 2 4 79.31 6.9 13.79 
第2次産業 16491 158819 14013 896 1582 84.97 5.43 9.59 
製造業 11580 124644 9809 695 1076 84.71 6 9.29 
金料品製造業 665 11101 479 87 99 72.03 13.08 14.89 
飲料健たばこ a鋳料製造業 73 3018 38 19 16 52.05 26.03 21.92 
繊維工業 3973 18289 3653 91 229 91.95 2.29. 5.76 
衣服 aその憶の繊維製品製造業 997 6906 861 59 77 86.36 5.92 7.72 
木材・木製品製造業 249 1194 225 6 18 90.36 2.41 7.23 

家異プ・装鍾紙備品製造業 518 2497 474 11 33 91.51 2.12 6.37 
パjレ z紙加工品製造業 399 3518 334 27 38 83.71 6.77 9.52 
出版・印席4・間関連産業 1284 13902 1056 66 162 82.24 5.14 12.62 
化学工業 132 4585 76 23 33 57.58 17.42 25 
石油製品・石炭製品製造業 3 52 2 66.67 33.33 
プラスチック製品製造業 184 1954 149 19 16 80.98 10.33 8.7 
ゴム製品製造業 12 145 6 4 2 50 33.33 16.67 
なめし革z同製品衛毛茂製造業 110 777 94 7 9 85.45 6.36 8.18 
窯業 E土在製品製造業 349 2680 282 22 45 80.8 6.3 12.89 
鉄錦業 39 852 30 7 2 76.92 17.95 5.13 
非鉄金属製造業 50 1285 40 4 6 80 8 12 
金属製品製造業 605 5284 512 29 64 84.63 4.79 10.58 
…殻機械器異製造業 591 9818 460 58 73 77.83 9.81 12.35 
電集機様器異製造業 447 17477 302 73 72 67‘56 16.33 16.11 
韓送用機械器具製造業 81 5568 64 8 9 79.01 9.88 11.11 
精密機械器具製造業 238 9154 170 38 30 71.43 15.97 12.61 
その他の製造業 581 4588 502 36 43 86.4 6.2 7.4 

第3次産業 68827 532544 54707 2410 11710 79.48 3.5 17.01 
卸売・小売業，飲食指 39183 260911 30791 1498 6894 78.58 3.82 17.59 
サービス業 21615 197995 17823 626 3166 82.46 2.9 14.65 

（資料）『事業所・企業統計読査.JI2001 （平成13）年（京都市集計）

2節京都市製造業の構造と摩史的展開

〔l］京都市製造業の懸史的展開。

は、都が位置し朝廷・

族の庇護のもと工芸品などの製造が盛んだ、った

こともあり、平安時代にまで遡ることができる。

江戸期には工芸品の需要が町人層にまで広がっ

て生産が拡大し、製造業は綿織物業を中心に隆盛

したc

明治初期には、東京選者名に伴って製造業は打撃

を受けたが、 1870（明治3）年の舎密局の開設、

勧業場、織殿などの産業施設の開設などによって

産業振興がはかられた。また 1891 （明治2)

の琵琶湖疏水の開制と蹴上発電所の建設によっ

て機械器具や紡績などの製造業が発展し、明治期

を通じて繊維製造業を中心に軽工業を軸としな

がら電気、精密、一般機械、非鉄金属、化学等の

新興産業も勃興した。

大戦期には、絹織物等高級品の製造業が者イ多品
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として規制を受け、また戦後の高度成長期に

化学工業の勃興に伴い、内陸部の京都では重化学

の立地が国難であったことから製造業の伸

びは停滞した。とはいえ、主力の和装関連産業で

は、所得の伸びによる需要増に支えられ、好況が

長期間続いた。

その後、 1970年代に高度成長が終駕を迎える

と、和装産業の需要が低迷し始め、

の成長の主力は繊維産業から機械産業へとシフ

トする。以蜂、和装産業が混迷する

機械や精密機械などの機械工業が堅実に成長す

るという、現在に連なる京都市製造業の構造が成

立した。

[2］京都市の産業構造と製造業の位置

以上の壁史的な展開を踏まえ、京都市の産業構

造を見てし1く。表 I-2-1は、京都市の市内総

生産における産業ごとの構成比を、 1990年から

階年で示している。



表 I-2-1 京都市・市内総生産の経済活動期構成比

1990 1992 1994 1996 1998 2000 2002 

第1次産業 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 。嗣2

第2次産業 28.5 27.2 26.3 25.7 24 24.2 21 
製造業 22.3 21.1 20.3 20.1 18.8 18.8 16.6 
第3次産業 66 67.4 68.1 69.2 69.7 68.9 72.5 
卸売扇小売業 22.3 22.3 20.7 20.2 19.8 17.5 17.5 
サービス業 17.6 18.1 18.6 19.3 20.2 21 21.3 
その他（非営利・政府） 9.9 10.3 10.9 11 11.9 11.8 12.7 

市内総生産 5642364 5981283 6011001 6145479 6104844 6052223 5796172 

（資料）『経済活動別市内総生産J2002 （平成14）年（京都市）

これによれば、製造業の 2002年

の総生産は 16.6パーセントと、第

3次産業に比較して相対的に小さ

な位置を高めている。累年的な変化

を見ても、第2次産業および製造業

の比率は徐々に低下し、第3次産業

の比率は徐々に上昇してきている。

第3次産業の中でも、大きな部分を

占める卸売・小売業の比率は低下し

つつあるのに対し、サーピス

比率が上昇してきている。

市内総生産に占める製造業の比

率を他の 11政令市と比較すると、

京都市は、川崎市（26.4パーセン

ト）、北九州市（20.8パーセント）、

神戸市（18.1パーセント）につい

で第4イ立である。

また、生産額そのものでは大阪市、

横浜市、名古屋市、札幌市、福間市、

神戸市に次いで第7位である説。

図I-2-1、密 I-2-2は、

それぞれ事業所（民営事業所）数、

従業者数の産業別構成比を示して

いる。事業所数は全産業で 85,347

か所、製造業では 11,578か所であ

り、従業者数は全産業で 691,935

人、製造業では 124,555人である。

この中でも、製造業の位置は事業所

数・従業者数ともに2割を下回り、

第3次産業に比較して相対的に小

さな位置を占めている。
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図 I-2-1 産業大分類完ljの奉業所数構成比（京都市）
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（資料）『害事業所企業統計調査.112001（平成13）年（京都府室長針）

留I-2-2産業大分類別の従業員数構成比（京都市）
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（資料）『芸事業所企業統計諮査』 2001（平成13）年（京都府集計）



[3〕京都市製造業の規模の変化

圏 I-2-3は、事業所数・従業者数・製造品出荷額

等について、 1966から 2003年までの累年変化を見たも

のである（ここでは、1980年を基準として値を 100とし、

変化を調べている）。高度経済成長の終震以後も、 1980

ごろまでは事業所数はやや上昇しつつもほぼ横ばいで

あり、従業者数は微減傾向にあった。しかし1980以降は、

事業所数・従業者数ともに大幅に減少してきており、 2003

年時点では事業所数が 1980年の 46.81パーセント、従業

者数は46.82パーセントにまで落ち込んできている。

図 I-2-3京都市製造業の概況（累年比較）
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（資料） r京都市統計審J2003 （平成15）年
（諌資料）「工業統計表J2003（学成15）年（京都市集計）

※1980年を100としたとき

〔4］京都市製造業の構造

次に、工業統計表をもとにして京都市

製造業の構造を業種別、事業所規模別に

詳しく見てみる。表 I-2-2は業種（産

中分類） _grjに事業所数・従業者数・製

造品出荷額等を示したものである。

事業所数の上位3業種は「繊維工業J、

「印制・間関連業J、f衣服・その他繊維

製品製造業Jである。また、従業者数で

は「繊維工業j、「食料品製造業J、「印刷・

間関連業j、製造品出荷額等では「飲料・

たばこ・飼料製造業J、「印刷・間関連業j、

「精密機械器具製造業Jが上位を占めて

し1る。

2002年の産業中分類の改定により、！日

「電気機械器具製造業Jが 3業種に分け

られたが、それ以前には、「電気機械器具

製造業Jもそれぞれの項告で上位を占め

ていた3）。この表からは、［ 1 Jで恭され
たような新しい京都市製造業の構造が読

み取れる。

表 I-2-2 産業中分類型i構成辻（京都市）

事業所数 従業者数 製造品出荷額等
実数（か所） 構成比 実数（人） 構成比 実数（万円） 構成比

総数 7,541 100.00 82,544 100.00 217,547,647 100.00 

食料品製造業 511 6.78 9,870 11.96 14,043,730 6.46 

飲料・たばこ・飼料製造業 44 0.58 1,800 2.18 40,452,075 18.59 
繊維工業 2,645 35.07 12,057 14.61 11,602,747 5.33 

衣服・その憶の繊維製品製造業 514 6.82 2,875 3.48 2,995,405 1.38 

木材・木製品製造業 200 2.65 1,007 1.22 1,101,619 0.51 

家異・装髄品製造業 346 4.59 1,522 1.84 1,666,283 0.77 

パルプ・紙・紙加工品製造業 267 3.54 2,157 2.61 3,177,334 1.46 

印稿・開関連業 701 9.30 8,252 10.00 20,831,962 9.58 

化学工業 69 0.91 2,254 2.73 6,516,290 3.00 

プラスチック製品製造業 131 1.74 1,639 1.99 3,264,140 1.50 

なめし革・同製品・毛皮製造業 91 1.21 658 0.80 844,019 0.39 

窯業・土石製品製造業 241 3.20 1,612 1.95 5,343,815 2.46 

鉄鎮業 15 0.20 207 0.25 502,279 0.23 

非鉄金麗製造業 38 0.50 1,056 1.28 3,839,171 1.76 

金麗製品製造業 452 5.99 4,296 5.20 6,151,311 2.83 

般機械器異製造業 472 6.26 7,344 8.90 15,460,844 7 .11 

電気機械器具製造業 163 2.16 6,423 7.78 19,656,309 9.04 

構報通信機械器異製造業 12 0.16 376 0.46 1,225,246 0.56 

電子部品・デバイス製造業 49 0.65 4,713 5.71 19,309,043 8.88 

輸送用機械器具製造業 59 0.78 3,320 4.02 16,418,631 7.55 

精密機械器巽製造業 134 1.78 6,587 7.98 19,809,195 9.11 

その他の製造業 379 5.03 2,460 2.98 3,187,752 1.4 7 

（資料） 『工業統計表』 2003（平成15）年 （京都市集計）
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国I-2-4では、従業者規模

別に、事業所数・従業者数・製造

出荷額等を示している。

所のうち約半数は 1～3人の
細事業所であるが、これら

所の従業員数は全体のうち 9.3パ

ーセント、製造品出荷額等は 1.3

パーセントを占めるのみである。

他方、全事業所の計4.8パーセン

トを占めるにすぎない従業員 30

人以上の事業所が、計 53.9パー

セントの従業員を雇用し、計80.6

パーセントの製造品出荷額等を

生み出している。

〔5］近年の展開と業種ごとの概

況（主要業種）

図 I-2-5から図 I-2 

7では、 1989（平成元）年以降に

視点を移して、

数・従業者数・

変化を京都市と

行ニっている（ここ

人以上の事業所のみを扱ってい

る）。この図により、京都市の事

業所数・従業者数・製造品出荷額

等の減少は、全国におけるそれよ

りも大きな度合いで起こってき

ていることがわかる。特に、製造

出街額等の 2000年から 2002

にかけての落ち込みは大きく、

2003年以降は再び回復基調にあ

るものの、全国の水準と比べて大

きく劣っている（関 I-2-7）。

関 I-2-4従業員規模部構成比（京都市）

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

事業所数

従業者数

製造品出荷額等

（資料）『工業統計表』 2003（平成15）年（京都市集計）

密I-2-5製造業事業所数の変化 ※1989年を100としたとき
（全霞および京都市、従業者4人以上の事業所）
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（資料）『工業統計表』 1999年および2004年の経産省集計、2004年の京都市集計

罰 I-2-6製造業従業員数の変化
※1989年を100としたとき

（会麗および京都市、従業者4人以上の事業所）
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（資料）『工業統計表』 1999年および2004年の経産省集計、2004年の京都市集計
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この製造品出碕額等の落ち込

みが、どのような状況のもとに起

こっているかを示したのが、次の

表 I-2… 3である。この表では、

製造業の主要業種について、製造

出荷額等の 2000年から 2002

2004年にかけての変化をそ

れぞれ示すとともに、参考として

・従業者数の変化も掲載

している。

130 
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関 Iーな－7 製造業製造品出荷額等の変化 ※1989年を100としたとき
（全箆および京都市、従業者4人以よの事業所）
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（資料）『工業統計表』 1999年および20例年の経産省集計、 2004年の京都市集計

表I一之－3産業中分類完IJ(主要業譲）の製造品出荷額等の変化（従業者4人以上の事業所）

2000～2004 

事業所数 従業者数

－か3所3~ 土器~葬2祭o＇.：培－減10~人0~ 滋滋－率12~~
14,735,419 13,678,401 13,987,884 -1,057,018 ・-7.17 -747 535 -5.07 一27 -69ヰ -293 -2：‘苦言
43,554,141 33142431 47,986,056 一10,411,710 -23.91 4,431,915 10.18 -13 -26.00 -455 -20.56 
14,360β84 11,338,525 9,882,805 一3,021,559 -21.04 叩ヰ，477,279 -31.18 一276 -27.01 一2,132 -20.42 
3,598,120 2,914,588 2,577,166 -683,532 -19.00 -1,020,954 -28‘37 一70 -26.02 -591 -21喜ヰ
28,144,915 20,160,350 20,840,866 一7,984,565 -28.37 一7,304,049 -25腎95 -104 -2V6 一2,396 -24.35 
24,058,154 13,503,748 18,609,794 -10,554,406 ωヰ3.87 -5,448,360 -22.65 -66 “13.ヰ8 -1,254 －！ヰ51
56,010,210 18,107,133 14916994 -20513 767 山36.63 -19,654,945 -35.09 -44 -21.46 -614 -5.31 

1,107,793 1,226,503 （※） （※） （※） （※〉 （※） （※） （※〉 （※） 
16,281,517 20,211,768 （※） （※） （※） （※） （※） （※） （※） （※） 

34,774,802 19,017,724 15,041,903 -15,757,078 ωヰ5.31 一19,732,899 -56.74 -3 ”“7.50 -1,140 -26.66 

18 682,783 18,598.330 22,530,322 一84,453 -0.45 3 847 539 20.59 一3 -3.41 342 5.36 

※2002年以降、産業分類の改定により、議気機械器異製造業は電気機誠器異、情報通信機械器具、電子部品・デバイス製造業の3業種に縮分類されている。しかし、本表では
比較の都合上、 これら3業穫の合計によって増減を算出している。
（資料）『工業統計表』 2000年～2004年

以下では、この表 I-2-3をもとに、 2000

年以降の製造品出荷額等の減少について、いくつ

かの業種ごとにその構造と原盟とを見てし1く。

2000年から 2002年にかけては、米国における

I Tバブルの崩壊などを受け、製造業全体が低調

に推移した。その後、製造業全体としては、全般

的な縮小の中でやや復調傾向にある。ここでは、

2002年以降も業績が復調せず下蒸傾向を続けた

2業種を項E①で、 2002年以降やや復調し
種を項目②および③（項目③は電機関係）で、2004

年において 2000年より製造品出荷額等が向上し

た業種を項目④で、扱っている 4）。

① f繊維工業j f衣服・その他の繊維製品製造業j

「輸送用機械器具製造業j これらの業種では、

2000年から2004年にかけて製造品出荷額等が減

少し、 2002年以降に回復傾向を見せなかっただ

けでなく、事業所数、従業者数においても京都市

産業全体の水準（平均）より大きく減少している。

これらの業種については、景気動向だけではなく、

という構造的な問題が見られる。

まず「繊維工業jおよび「衣服・その他の繊維

製品製造業jであるが、これらの産業規模の縮Jj¥

傾向は 2000年代に入ってからのものではない。

[ 1 Jでも述べたように、京都市は古くから絹織
物業の集積地であるとともに、友禅染の最大産地

でもあった。これらの和装産業は、

準拠している詩本標準産業分類上では前記の 2

つの業種に分散して含まれている。京都市におけ

る和装産業は、その2業種の中でも主要な部分を

めると考えられる。

絹織物の中の西陣織単独で見れば、 1975（昭和

50）年から現代に五るまで企業数・織機台数・従

業者数のすべてにおいて減少傾向にある。他方、

総出荷金額は 1990（平成2）年まで、バブル景気

下での需要増を受けた上昇を続け、以後、下落傾

向にあった。また、友禅染の生産数量も減少の一

途をたどり、 2003（平成 15）年度には 1994（平

成6）年度比で3分の 1以下の生産最となってい
る5）。
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このように、中心的位置を占める伝統的和装産

業が縮小傾向にある中、 2000年代には、全般的

規模縮小の中で、特に従業員規模4～9人の小規

模事業所で事業所数、従業者数、製造品出荷額等

の減少が見られた。例えば、 2000年から 2004

にかけての f繊維工業Jr衣服・その他の繊維製

品製造業Jで減少した従業者数は、需産業部門全

体で 2,723人であるが、そのうち 61パーセント

を占める 1,653人が従業員規模4～9人の小規模

事業所の倒産などによるものである（表 I-2-

4）。

表 I-2-4繊維関係業種の変化（従業員規模別）

全事業所 4～9人 10～19人 20～29人 30人以上
2000年 1291 933 241 69 48 

事業所数 2004年 945 627 224 57 37 
（か所）

減少数
実数 -346 -306 -17 -12 -11 

構成比 100 88.44 4.91 3.47 3.18 
2000年 13173 5220 3275 1637 3041 

従業者数 2004年 10450 3567 3001 1378 2504 
（人）

減少数
実数 -2723 -1653 -274 -259 -537 
構成比 100 60.71 10.06 9.51 19.72 

製浩口出 2000年 17958204 5331283 4312856 2177192 6136873 

荷額等
2004年 12459971 3277206 3681231 1787434 3714100 

（万円） 減少数
実数 -5498233 -2054077 -631625 -389758 -2422773 
構成比 100 37.36 11.49 7.09 44.06 

※「実数Jは上記2つの業種（産業中分類）の合計値
（資料）『工業統計表J各年版（京都市集計）

このことの背後には、消費者の「着物離れJつ

まり継続的な需要縮小がある。バブル期には需要

がやや改善し生産が回復したぶ、バブル期以後は

縮小の一途を辿っている。また、伝統的和装産業

の製造工程は、複雑な分業に基づいて工程ごとの

小規模事業所が生産を行っている。問屋がそれら

の小規模事業所を編制していたが、90年代後半～

2000年代前半には、需要縮小の影響を受けて多

くの部問屋が経営破たんに陥り、業界全体が信用

不安に落ち込んだ。そのため、破たんを免れた卸

問屋でも、取引先の絞り込みなどを行ってきてい

る。小規模事業所の大幅な減少は、これらの製造

工程の特色によるものだといえるだろう。

「輪送用機械器具製造業jの中では、自動車の

エンジンなど、「自動車部分品・付属品製造業J

が大部分を占める。供給先メーカーでのモデルチ

ェンジなどの影響から多少の上下があるものの、

1990年代には製造品出荷額等を維持してきた。

しかし、 2000年代に入って大きく規模が縮小し

てきており ω、特に、従業者4～9人の小規模事
業所での事業所数の減少と、 300人以上の大規模
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事業所での従業員数の縮小が自

この直接の原因としては、自動車部分品・付属

品の供給先である国内組み立てメーカーからの

需要が、発注先の権外シフトなどの影響で、減少

したことがあげられる。自動車エンジンは、国内

需要の減少を、北米・アジアのメーカーへの出荷

で補うことにより糊口をしのいだが、 2003年以

蜂には海外メーカーからの需要も不透明化して

きている。

②「出版・印刷・間関連産業Jf一般機械器具製

造業J これらの業種では、 2000年から 2002年

にかけて製造品出荷額等が減少したが、 2002年

以降はやや持ち直し、 2002年から 2004年にかけ

ては出荷額を維持している。しかし事業所数や従

業員数は「出版・印尉・間関連産業jでそれぞれ

20パーセント強、「一般機械器具製造業Jで十数

パーセント減少した。

「出版・印刷・間関連産業Jでは、 30人以上の

～大規模事業所での従業員数・製造品出荷額等

の減少幅が大きい。事業所数など業種全体の規模



縮小の原因としては、この業種の特徴である中小

企業開での伍格競争にある。また、特に詣業印棋

などは景気の動向に需要が左右されやすいため、

バブル崩壊以降の不景気のあおりを受けて経営

基盤の弱し1企業が倒産してきていることがあげ

られる。他方で、印刷機器のデジタル化に乗り出

し経営基盤を強化した企業も見られ、二極化が進

んでいる。 2003年以降は、高業印刷に関しては

企業業績の回復により需要減に歯止めがかかっ

ている。表 I…2-3で見られた製造品出荷額等

の持ち藍しは、こういった事情によるものと考え

られる。しかし、出版不況などの影響で、出版印

刷・軽印刷は受注数・受注単価ともに減少してき

ており、業種（中分類）としては、後の項目④に

分類されるような業種と異なり、出荷額水準の上

昇は望めなかった。

f一般機械器具製造業Jの中での中心的な産業

（細分類）は、 f半導体製造装罷製造業jや「金

型・同部分品・附属品製造業jなどである。この

業種（中分類）も企業業績の動向、とりわけ設備

投資の動向によって需要・販売単価などが大きく

変わってくる。 2000年前後では、多くの企業が

設備投資を抑制したため、業種全体でも業績が低

迷した。

2000年～2001年初めにかけては、 IT関連産

業ブームの中で、半導体製造装置の受注が好調だ

った。しかし、 ITバブル崩壊のあおりを受けた

IT関連機器の生産減少によって、半導体市況が

低迷、製造装置への受注量も大幅にダウンした。

その後 2002年中は受注減少の影響が続くが、

2003年以降は受注も回復してきている。

他方、 ITに関連しない産業用機械では受注は

横ばいだ、ったが、その中にあって繊維機械は繊維

工業の低迷もあって受注が低下してきている。

－陪部分品・附属品製造業jでは、受注単

価切り下げ圧力により売上が減少してきており、

技術力が向上してきた海外企業との競争も厳し

くなってきており、利潤確保のためのリストラを

余儀なくされている。これらの要因 (IT景気に

左右された学導体製造装の受注増減、それ以外の

機械産業での規模縮小傾向）により、表 I-2-

3の傾向が見られたと言えるだろう。

③「電気機械器具製造業j f情報通信機械器具製

造業j f霞子部品・デバイス製造業j これらの

業種（中分類）の特徴は、事業所数の減少揺が大

きい一方で従業員数の減少は絶対量も比率も（他

業種と比較し）大きくないこと、また、項目②に

分類された産業同様に製造品出荷額等の減少幅

が大きいが 2002年以降にはやや持ち直してきて

いることである。

2002年以降、統計の区分が改定されている 3）。

改定後の3業種（中分類）の構成比では、

数・従業員数・製造品出荷額等でいずれも

機械器具製造業j f電子部品・デバイス製造業J

が全体を大きく 2分し、 f，楕報通信機械器具製造

業Jは数パーセントに留まっている。 3業種（中

分類）以下に含まれる細分類のうちの主要な項目

は、「電気機械器具製造業jでは「関関装置・配

電盤・電力制御装置製造業j と「蓄電池製造業J

である。また、第2の「情報通信機械器具製造業j

では「その他の通信機械器具・間関連機械器具製

造業J、第3の「霞子部品・デ、パイス製造業jで

は、「半導体素子製造業j と「集積回路製造業j

が占める。

I -2-5 r電気綴搬誤製萱業jなど3業種（中分鵜および主要細分類産業の変化

事業ヲ千数
2000年 2002年 2004年 2000年

電気機械器具製造業 128 
調関装置・配電装・電力制卸装置艶意業 48 37 

ド定工事 6 5 
’f静樋｛割繍鋸誤製造業 4 
章子部品・デバイス製造業 35 

半導体素子製査業 3 
集積出路製造業 1 

※りとした項目立、新ししゅ類に対~し九慌十数｛臨海い。
※“X”となっている項目は、秘寵措置がとられちハるものである。

（資料）仕業統言十表J各年版（諸姉集計）

118 
36 2,458 
4 1,820 
7 
36 

χ 

χ 
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従業員数 製造品出荷額等
2002年 2004年 2000年 2002年 2004年
6,470 5,635 -18,107,133 14,916,994 
2,208 1,983 8,113,112 5,065,347 5,615,420 
1 997 1,279 6,323,405 9,257,368 4,503,552 
241 335 1,107,793 1,226,503 
4,566 4,987 - 16,281,517 20,211,768 
503 487 χ 1,936,636 X 
χ 3,990 χ χ X 



従業者数・製造品出荷額等の規模を比較すると、

第2の f情報通信機械器具製造業jは構成比で3

パーセントと少なく残りの2業種がそれぞれ50

パーセント近くを占めている。従業員の構成比で

は「電気機械器具製造業Jが73パーセント、「電

－ヂパイス製造業Jが 22パーセントであ

り、前者が小規模事業所中心、後者が大規模事業

所中心であることがうかがえる（表 I-2-5）。

2002～2004年の統計数値を見てみると、新分
類での f電気機械器具製造業jは事業所数・従業

者数・製造品出荷額等3統計値とも低下し、「情

報通信機械器具製造業jおよび「電子部品・デ、バ

イス製造業jでは3統計値ともに向上しているこ

とがわかる。この変化によって、製造品出荷額等

においては、「電気機械器具製造業j と「電子部

品・デバイス製造業JのJI頃位が入れ替わっている。

このことの背景には、一般機械器具同様、 IT 

ブームとの関係がある 特に関係の深い業種は、

のうち特に集積田路である。 2000年に

は携帯電話、パソコン、モバイノレなど向けに、

の出荷が大幅に増加した。しかし、 2001

i玄米・自の IT景気の失速を受け、これらの
情報端末の生産が過剰気味になったため、

も伸び悩んだ。以後、カメラ

などの影響により、 2002年末から

し、現在に至っている。また、制御機器

(I開閉装援・配電盤・竜力制御装置製造業J）も、

I Tブームに伴う製造業の設備投資による需要

増で 2000年には高い出荷額を記録するが、 IT 

景気失速で需要が減少している。その後、 2003

年後半から需要は回復したが、 2000年の水準に

は戻っていなし＇ o

④「精密機械器具製造業J 京都市には、医療器

具、精密測定器や分析機器、理化学機械器具など

の製造で世界的に知られるメーカーの本社や、製

造部門が立地している。後の輩でも個別企業（堀

場製作所）の事例について述べるが、特定の機器

で、は世界的なシェアをもっ企業も存在する。この

業種の細分類では、「分析機器製造業Jと「その

他の計量器・測定器・分析機器・試験機製造業J

が大きな部分を占める。

表 I-2-3に見られる製造品出荷額等の増

加傾向の背後には、相対的に大きな部分を占める

測定機器分野での需要改善と、相対的に小さい部

分を出める医療機器分野での停滞が同時に存在
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し、前者がよく現れているということがあげられ

る。測定機器や分析機器では、 2000年、 2001

は全般的な企業の設備投資圧縮にともない需要

が低迷したが、 2002年以降、自動車の排ガス関

の計測機器が自動車産業の業況の改善によっ

て需要が胆復した。また、環境関連の計測機器で

は、企業に対する環境規制の強化（水質総量規制、

鉛規制）によって、競争は厳しくなったものの需

要が増加した。半導体製造関連の計測機器は、

2000年以捧、 IT関連産業の設備投資庄縮を受

けて需要が低下したが、 2003年終盤から需要が

回復した。医療機器は、 2003年の診療報麟改定

により医療機関の収入低下から買い控えが進行

し、需要が低下している。

[6］まとめ

本項では、京都市製造業の現状とこれまでの農

慌について概観してきたが 全般に、「ものづく

り都市・京都jの厳しい状況が見られた。飽産業

と比較した場合や、他都市の製造業と比較した場

舎での相対的位置は縮小・低下の方向が止まらず、

に見た場合でも、事業所数・従業者数・製

1ずれも減少傾向が見られる。

また、近年の特徴としては、以前から低落傾向

が見られた繊維関連産業のみではなく、 1980年

代以蜂の新たな主力業種である機械産業のうち

「一般機械器具製造業Jや「電気機械器具製造業j

などにおいても、規模縮小の傾向が見られた。こ

れらの規模縮小は、景気の下降局面での設備投資

の縮小など、一時的・過渡的な原国によるものも

存在したが、そればかりでなく、国内の設備投資

需要の持続的な下落や、海外製品との価格競争な

どの長期的な原因によるものも見られた。むしろ、

全般的な縮小傾向の中 高度な技術を要する業種

や、 ITブームなどの短期的な需要動向に反応で

きる関連業種などだけが事業規模を維持できる

という状況である。



注

1）この部分の記述は、『京都市の経済 2005J

（京都市産業観光局）を参考にしている。

2）向上 8ページ。

3) 18 1電気機械器具製造業J(2001年以前）

は新「電気機械器具製造業jおよび「情報

通信機械器具製造業Jr電子部品・デバイ
ス製造業j に分類された。 2004年の

統計（従業員規模4人以上の事業所）にお

いても、新しい 3分類の合計を考えると、

従業員数で1位、製造品出帯額等で2位の

位寵を占める。

4）以下の部分の記述は、京都府中小企業技術

センター（2003年までは京都府中小企業

総合センター）の情報誌『M&Tきょうと』

(2000年～2005年の2、5、8、11月号）

に掲載されている京都府経済の記事（府内

主要業界の景気動向）を参考にしている。

5）前出『京都市の経済 2005J40、42ページ

6）向上 51～53ページ
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日 京都の地域的特性と京都企業の関連性

1節地理的要因

[1］昔の都京都

京都は、約 1200年前に都が置かれてから、明治

になるまで日本の都で、あったO 明治時代に、首都が

東京に移転されてからも、首都機能以外の側面は、

京都に多く残ったままになった。これが、現在の先

進的な企業と京都という街の関連性に関係している

のではないだろうヵ、

京都の街には、都が置かれていたこともあり、昔

から文化的な意識が高かったので、はないだろうカ九

例えば、西隅哉や清水焼、京友弾などといった伝統

工業が発達したのは、古くから都があり、天皇への

献上物を作ることが必要だ、ったからで、はなし、かと考

えられる。天皇へ工芸品を献上するにあたり、中途

半端な物は献上することはできず、より良い物を求

めていったので、はないかと考えられる。こうした結

果として、今もなお、京都の街で、は伝統産業が残っ

ているのだろう。

では、どのようにして、京都で伝統産業が発達し

てきたのだろうか。京都は、 794年の平安京選都の

後、様々な職業を生み出してきた。また、 5,6齢己

頃から中国大陸から渡来した人々が京都に定住し、

大陸から当時の先進的な擬？？を伝えた。それが、新

しい農耕耕~~養蚕、綿織りの元になったと云われ

ている。このように、都の人々の生活に密着した形

で発達した産業が、今も京都の町に残る伝統産業の

始まりだと考えることは可能である。

特に、西F輯哉と清水焼に関しては、京都の街にあ

るハイテク産業企業の元となる、二大伝統産業であ

るといえる。清水焼は、「茶の湯jの駒子を背景に発

達した。その中で、美術品や高級食器といったもの

だけでなく、電磁器も作られてきた。また、蹴主に

水力発寄付ミ造られて送電が始まる前後から、電気

関係の製品が清水焼を基にして発達した。これが、

現夜のガイシ、セラミックス製品につながっている。

その代表例は京セラで、向社はセラミック素材を活

用した部品の製造・販売をしており、現在では、セ

ラミックコンデンサーや半導｛本パッケージに強みを
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持っている。

また、西隣哉は現在では、全爵・鰯；）（－原料鞠請一

機、鞠講一騎哉－仕上げ、とし1う工程のブロックに分

けられており、各工程がさらに細かく分業されてい

る。このような専門の分業体制が精微な西陣織の伝

統を守ってきたと向時に、明治以降の近代工業の精

密機械などにつながる器用さ、専門化や下請け・分

業制に影響を与えてきたのかもしれない。

このようにして、京都の街では伝統産業が発達し、

1000年以上たった今で、も、京都の街に根付し 1ている。

現在、京都に先端産業の大きな企業があるのも、伝

統産業の発達と、まったく無縁ではないと考えられ

る。やはり、昔から、当時の伝統産業に値するもの

が、京都の町では発達してきたことが、今もなおー

となって息づ、いているのではないだろうか。

京都の町に先端産業が興ったことは、上述したよ

うな理由が考えられるが、それらの企業が、世界規

模で発展してきた現在、依然として京都に企業とし

ての中枢を置いている理由について考えてみたい。

[2］世界会令都市京都

企業規模が大きくなるということは、日本国内は

もちろん世界規模での活動が行われるとし1うことで

あり、企業は本社を東京や大阪といった大都市に移

す傾向がある。現に、日本の大企業のほとんどは、

本社を東京においている（表II-1-1）。それは、

東京が現在の日本では、経済だけでなく、情報にお

いても中心であり、企業舌動を行う上でメリットが

大きし功瓦らである。

表II-1-1 上場企業数の比較

全国上場企業数｜ 3,825 . 

東京都 I 1,166 
大阪府 I sos 

こうした中で、京セラや堀場製作所、村田機械な

ど高い技術を持った企業が京都に本社を置いている。

これらの企業は、日本国内だけでなく世界的にも活

躍している企業である。もちろん、これらの企業に



とっても東京に本社を置くことは、上述したような

メラットがあるはずであるが、現在でも京都に本社

を置いている。その理出としては、京都としづ街の

イメージがあると考えられる。「京都Jとし 1う地名は、

日本国内の地名では「東京jに並んで、世界的に有

名である。それは、観光のイメージであり、また日

本の伝統的文化の象徴としてのイメージが、海外で

はあるのではないだろうか。これらのイメージは、

産業に関しでも影響を与えていると考えられる。「京

都Jとし1うイメージが製品に対してよし、イメージを

与えることで、海外の人に対して、京都企業の製品

をより身近なものに感じさせるのではないだろうか。

2節人樹句要因

次に、京都産業の特教として人格的要因について

考える。報告書作成にあたり、京都の企業や京都市

役所などに対してヒアリング調査を行なったが、そ

の際には、 f京都の人は器用だから、伝統産業をはじ

め、現代の先進的な産業に有利ではないカリという

意克があった。では、実際に京都の人は器用なのだ

ろうカも私自身、京都出身で京都育ちであるが、か

なり不器用である。京都出身の人すべてが器用で、あ

るわけではないようである。

京都の街には、街のいたるところに歴史的な建物

や伝統産業、例えば西陣織や清水焼に発封もる機会が

あふれでいるようであり、こうした機会は、地の街

に比べると多いのは間違いないのではないだろうカ九

このことから考えると、京都の人々は他の街とは異

なった美的感覚、いわゆる京都らしい感覚が養え、

それが産業に生かされている可能性はありうる。

では、京都らしい感覚というのは、どういうもの

なのかについて考察するO 京都は平安京遷都から

1000年以上の関、日本の都が置かれていた。しかし、

現在では言都は東京に移転し、経済・政治のみならず、

文化の発信も東京が中心になっている。こうした現

状において、京都では、新しく大衆的な文化は東京

に譲っても、伝統的で格式の高い文化に関しては、

いまだに京都が中心であるという意識があるのでは

ないだろう治、

世界に誇れる日本の文化といえば、現在で、はアニ
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メや漫画などに代表されるエンターテイメント、ま

た、 トヨタ告動車やソニーに代表されるような製造

業が挙げられる。しかし、それらだけでなく、日本

の伝統文化も世界に対して誇れるものであると考え

られ、その文化の中心は京都であるとしづ意識を、

京都の人々は心のどこかに抱いているのではないだ

ろうか口

そして、東京に負けていないとしづ意識もどこか

で、持っているのではないだろうカ九だからこそ、島

本の経済の中心が東京になった現在で、も、世界的な

企業が京都という地方の都市に相主するのではない

かと私は考えた。

京都の企業の中で、全国的・世界的に有名な企業

の業種は、京セラや村田機械、堀場製作所など、一

般消費者向け製品を扱う企業ではない。一般消費者

向けの製品を作っている企業、例えば、先述のトヨ

タやソニーのような企業、で非常に大きな企業とい

うものは京都には前生しなし、これも、京都産業の

1つの新教である。

自にする機会も多くなく、決して目立つことのな

いものを作り続ける。そして、その中で、協？？を高

め、より先進的な製品を作り出していく。結果、世

界に誇れる挺！？を持ち、その擬w~こよって、企業と

しての知名度を高めることになった。このような、

職人気質ともいえる、土也蓋にものづくりの擬？？を高

めていく姿勢は、伝統産業にもつながるものかもし

れない。伝統産業という、職人の鑑のような産業が

近くにあることから、京都企業にも、「手を抜いたも

のを作ることを許さなしリといった意識が働くよう

になったのかもしれない。

職人気質とし1う意味では、日本には「伝統工芸士J

としづ資格がある。伝統工芸士とはどのようなもの

か、伝統工芸士会では以下のように説明している。

「伝統工芸品は、主要工程が手づくりであり、高度

の伝統的財？？によるものであるため、その習得には

長い年月が必要となります。また、生活様式の変化

に伴い、伝統的工芸品の需要が低迷していることな

どにより働緒の確保育成が難しく、業界全体の大

きな課題となっていますO この課題に対処するた

め、儒）伝統的工芸品産業振興協会では『伝統的工

芸品産業の振興に関する法律J第24条第8号の規



定により本事業を実施し、訴験に合格した方に『伝

統工芸士』の称号を贈り、その社会的地位を高める

ヤとにより、伝統的工芸品産業の振興を図っていま

す。J（伝統工芸士会HPより）

この伝統工芸士数を見てみると、表II-2-1の

ようになっており、京都だけで全国の4分のl以上

の数を占めている。こうした事実からも、京都は職

人気質がある街であるといえる。

立－2-1京都の伝統工芸士数

人数 うち女性

西陣織 331 49 
京鹿の子絞 65 6 
京友禅 266 3 
京小紋 31 。
京黒紋付染 71 
京綴 42 14 
京くみひも 24 16 
京焼・清水焼 79 6 
京、漆器 43 2 
京指物 13 。
京仏壇 31 
京仏具 75 。
京石工芸品 11 0 
京人形 31 3 
京扇子 39 。
京うちわ 6 。
京表具 45 
合計 1,203 102 

全国の伝統工芸士総数
4,592人（うち女性 520人）

（資料）伝統工芸士会HPより

このように、京都は伝統が残り、職人気質を感じ

させる街である一方、先述したように、大学が多数

相生し、「学生の街Jとしての一面も持っている。京

都の大学に通っている大学生は京都出身者ばかりで

なく、京都以外から京都に来て大学生活を送ってい

る人の数も多い。そして、中には京都の大学から京

都の企業へと踊哉し研究を続けていく人もし1る。こ

うしたことを考えると、京都の人が器用であるとい

うよりは、京都の衝に息づく雰囲気が関係している

のではないだろうカ九
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3節京都企業と大学との関連性

近年、日本の製造業において、生産の拠点をアジ

アへ移す企業が急増している脊景には、人件費の格

いう理由だけではなく、大きな技術力の向上が

ある。日本に生産拠点をおいて、これに対抗するに

は、今まで以上に付加価値の高い製品を作り出すこ

とができる土壌を作り、研究開発型、知識集約型の

産業許鎚寸云換させてし1く必要がある。

しかし、近年の企業の現状としては、開発のリー

ドタイムや製品のライブサイクルが先諭告されている

と同時に、研究開発投資の負担が増加してきでいる。

例えば、経済団体連合会の「産業技術力強化のため

の実態調査報告書jによれば、 1988年には、開発の

リードタイムは 4.3年、製品のライフサイクルが

11.1年で、あったのに対して 1998年にはりードタ

イムは3.0年、ライブサイクルは8.1年にまで短縮

されている九

しているなか、研究開発投

くなってきており、研究開

発においては、企業は自身にとって必要となるもの

を熟考したうえで選択し、そこにカを集中させなく

てはならない。そして、戦略として外部と連携する

ことも必要となる。このため、大学と協力すること

で企業が産業競争力を高めていくという、産学連携

の推進が重要となうてくるのである。

[1］日米における産学連携の現状

アメリカは、日本に先駆けて産学連携の成果をあ

げている劫。アメリカでは、大学で研究された技術

を産業界に移転する環境を整備することに取り組み、

その結果、大学から多くのベンチャー企業が生まれ、

大企業へと発展した。シリコンバレーにおけるスタ

ンフォード大学がその一例である。ITやバイオなど

の成長性の高い分野を中心として、大学が生み出す

新しい技術を企業化することに専念した大学発のベ

ンチャー企業が輿ったことにより、アメリカは1980

年代からの経済低迷から脱却し再ひ活性化すること

ができたとも言われている。

パブソン大学が行ったベンチャービジネスの現状

についての国際比較調査によると、企業活動の活発



さと GDP成長率には高い相関関係があるようであ

る。そしてその比較の中で、調査対象 21か国中、

アメリカの企業舌動は 3位と表されたのに対して、

日本の言軒高は 20位で、あった。このような差が生ま

れた要因としてはアメリカでは大学の知的財産

と企業のニーズを結合させるのに起業家を取り入れ

るという新しい産学連携の倣旦みを立ち上げたから

ではなし鴻吃推；期される。

アメリカにおいて産学連携が進展した背景として

は、次の3つが考えられる。まず、連邦政府がプロ

パテント政策という知的財産権強化策を推し進めて

きたことである。 1980年代の半ば以降、アメリカで

は国家の産業競争力が低下することへの懸念があっ

た。これに対応するために行われたのが、連安敵府

から民間部門への梯奇の移転や民間部門での研究開

発活動の振興などを目的とした施策で、あった。その

中でも特に、 1980年にバイ・ドーノレ法が制定される

と、大学は国の資金を使った発明を所有で、きるよう

になり、発明の権利を独占的に企業にライセンス供

与できるようになった。これが、大学での樹柄弊云

機関の設立が産学連携を急速に進めることに貢献し

たのである。また、ソ連の崩壊や冷戦の終結に伴っ

て、軍事子耕すが民間に転用されるようになり、

へ人材が供給されるようになったことも少なからず

影響があったといえるだろう。そして、連邦政府が

研究開発支出に対して予算削減を行ったことも産学

連携進展に関与している。連邦政府の研究開発支出

の予算削減により新たな資金源を探すことを余犠な

くされた企業のニーズと、アウトソーシングの道を

開拓していた産業界のニーズが一致したので、ある。

こうして、アメリカでは産学連携に取り組む大学

が各地に広がり、地域の発展の中心にもなってきたO

アメリカに次いで研究開発投資大国である

日本が、高い科学技術水準を持ちながらも国際競争

力を年々低下させている要因としては次のことが考

えられる。まずは、大学が多くの研究費や研究者を

占めているにもかかわらず、社会に対してその様々

な研究成果が積極的に出塁元されておらず、また、

産業界でも、企業が大学をあまり活用してこなかっ

たことなどが考えられる。

このように産学連携が積極的に行なわれなかった
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理由としては、①大学の研究成果が社会に還元され

る方法が整嬬されていなかった、②企業自身が研究

する機能を持っていたため大学などの技術にあまり

期待していなかったこと、③大学の技術を得て提携

するよりも優秀な卒業生を社員として自社に入れる

ことに重きを置いていたこと、などが考えられる。

こうした中、関西は国立研究機関の立地は少ない

ものの、全留の中での大学や民間企業の研弼号、特

許出願件数などのシェアはGDPのシェアを上回っ

ているといわれている 3）。このことからも、関西の

槻 f開発の潜在能力は注目に値する。

[2］京都における産学連携の歴史

京都は、日本の中でも多様な伝統産業や地場産業

を持つ地域であるが、現伏は厳しく、京都市伝統産

業酎生似貧討委員会の 2004年のレポート報告によ

れば、生産・販売、受注の不振が続いており、和装

市場においては30年間で4分の1に、友禅におい

てはそれ以上に減少、しているとされている。この背

景には、生活の洋風化や企業数の減少、消極的な設

備投資による関連業種の衰退、従事者の減少及び高

齢化、バブル期における高級品生産への傾斜、関連

工業での転・廃業による技能の断絶が挙げられる。

また、問屋の役割の低下による倒産も増え、企画や

金融、情報伝達といった機能も低下している。

においても、全国的に小売業界が変化したことに伴

って、伝統産業界の専門小売痛が減少した。しかし

近年、わずかではあるが、和風需要が回帰しつつあ

り、職人ブームも起きている。産業の維持・復活の

ためには、この機を逃さないほうがよい。まさに今

こそ産学連携の重要性が高まっているのである。

京都における企業と大学との関連性の歴史の中で、

舎密局の栴主は重要である 4¥s本が鎖国の5寺代に
あったころ、長時が唯一の西洋との交流を持つ場所

で、あった。徳川吉宗が 1720年に自然科学系の欝書

の禁を緩めたために洋学が発展し、1824年に国派遣

E本産物調査員として来日した、ンーボルトが長崎に

q叡竜塾を開いた。シーボルトは法学と博物学に造詣

が深く、長時の出島に着任してからは、日本研究の

かたわら診療を行い、鳴滝塾で高聖子長英、高良斎、

伊東玄朴、戸塚静海、美馬JI慎三、二宮敬作など多く



の門人を指導した。こうした行為は、後にシーボル

ト事件や蛮社の獄、蘭学弾圧などを招く結果となる。

それでも、1853年のペリ一刻完に幕府は危機を感じ、

長崎で告本人学生に対して海軍伝習を始めた。やが

てこの伝習の一環として医学伝習が始まり、 1860

年には長崎に医学書と療養所が置かれた。1864

は幕府によって療養所に理科学校で、ある分析究親庁

が置かれ、自然科学博士と医学博士の称号を持つク

ーンラート・ウォルテル・ハラタマが日本理化学の

出発に貢献した。ハラタマは1866年から 1872年に

かけて日本に瀬生していたが、分析究都庁には当時

のヨーロッパで使われていたような化学実験の器具

類が一通り揃っていて、彼は実験を取り入れた組織

的な化学教育を日本で最初に始め、そして1866年、

医学所の二代目教師であるボードウインがハラタマ

を伴って江戸に赴き、医学校と分析究理所の江戸移

転を申し出た。そのため、幕府は f化学、物理学お

よびその応用科学の学習そのものを自的として教え

るj理科朝交の開設を決定したのだが、理科学校の

建設がなかなか進まないまま維新戦争を迎えてしま

い、その後幕府も崩壊してしまった。

次いで誕生した明治政守は、大阪に理科学校を開

設することに決定した。1869年に大板に設けられた

新しい理科学校は大阪舎密局と名づけられ、 1868

年には起工されていたのだが、この 1868年9月3

日に、大木喬任・江藤新平の建言のよって東京選都

が決定されてしまった。そして 1869年3月に天皇

も東京に移ったため、舎密局の建設も中断してしま

った。しかし、その年に舎密局の工事は大阪府の管

轄となって再開され、同年5丹に開校を迎えること

となった。

そしてこの後、大阪舎密局を源とする大阪分校を

再編・改称した第三高等中学校を前身とした第三高

等学校ができる。第三高等学校は、 1951年に敗戦に

伴って学制改革を迎え、舎密局以来の歴史を閉じた。

と同時に、兄弟校で、あった京都大学と合併したO

この舎密局の歴史の中で、技術提供などを受けて

今日でも大いに発展している企業も多い。島津製作

所がその代表例である。

上述したが、 1868年に明治主鵠号、 1869年には東

京遷都を迎え、これによって京都は大きな打撃を受
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けた。そのような中で、何か新しい展望を見出そう

と、京都府が着手したのが産業復興であり、欧米の

技術を導入して近代化を図る考えの元で設立された

のがまさに舎密局だ、ったO ちょうどこの頃、 1875

理化学掛煤造を主な業務として、島津源蔵

氏が島津製作所を創立した。創立当初の島津製作所

は京都舎密局と協力関係にあり、初代主任・明石博

高氏、へーノレツ耕受、ワグネル博士たちから指導を

受け、初代・島津源蔵氏は治金学を学んだそうであ

る。

その後の産学連携の事例としては、 2代自・島津

源蔵氏が当時の第三高等学校村岡教授や糠谷助手た

ちと島津製作所の実験室でX線装震の開発に取り組

み、 1896年10月に日本で初めてのX線写真撮影に

成功としたことが挙げられる これはドイツの物理

学者であるレントゲン博士がX線を発見したときか

ら、わずか10ヶ月後のことで、あった。

[3］京都における産学連携の現状

断トの情報を伝産する得倍果た

し、大学が基礎研究して企業が研究ツールを提供す

る形を取り、相互の梯｜す・情報交流にも役立ってい

る。しかし産業界側は、大学が市場のニーズを十分

に把握しているかどうか疑問を感じているようだ。

実際、京都でも産学連携を推進するためにさまざま

なセミナーや大学研究室の公開などあらゆる活動が

行われているが、推進させることはもちろん、成果

を推し量ることも非常に閤難なことである。

また、大企業であれば対応できるような問題であ

っても、中小企業にとっては対応することができな

いような問題も生じてくる。例えば、情報量や技術

力、資金力に関する問題である。このため、産学連

携に対しての関心は高いのだが大学と実際に提携す

ることがかなわない企業もあるようだ。そして、提

携が可能となったとしても、成果が少ないというの

もまた王長伏である。

一方、大学から見ても、理工系の成果によって社

会に貢献し、研究資金を外部から導入するために産

学連携は必要である。刺激を受けたり、学生にも教

育上大きな効果を与えたりもできるだろう。

産学連携の方向性としては、①企業と大学が資金



を出しあって研究をおこなう、②公的資金を得て研

究をおこなう共同教育という姿勢をとる、③企業か

ら大学〈研究のアウトソーシングなどをおこなう

方で、大学から企業への特許やデザインの提供をす

る技指移転としづ方法がある。さらに、企業の技術

者が大学で指導をおこない、また逆に、企業が学生

を招き入れての社会人教育をおこない、企業が即戦

力を求める相互教育というものもある。

しかし、企業と大学が協力する上で、さまざまな

問題点がある。

例えば、企業と大学との共同研究の際に専門的な

用語が通じないことが多いという点や、企業保ljの変

えられなし1伝統について明示していないと大学側と

の折り合いがつかないことがある点などである。

今後、京都企業と大学の間での連携に必要となっ

てくるのは、損柄努云のノレーノレをしっかりと整備し、

企業側が確罷たる目的を持って大学にアブ。ローチす

ることだろう。擬肱準は今のままでも十分に高い

ので、産学連携の効果が存分に発揮されればさらな

る京都経済の発展が望めるかもしれない。

在

1）、 2）、 3）、 5)

『産学連携の現状と課題ー産学連携を関西活性

化の原動力に一』株式会社日本総合研究所調

査部関西経済研究センター（2004年 4月 24

日）

4）ホームページ『三高私説』より

(h枕.p://www2s.biglobe.ne.io/tbc00346/conmo

nent/seim泳voku.ht迎。

4節京都企業と行政との関連性

[1］産学連携に関する政策と実績

日本の産学連携を今後活性化させていくには、行

政との連関性も非常に重要となってくる。例えば産

学連携の障壁となる規制の撤廃や、連携を推進させ

る施策を施したりすることである。2002年度の経済

産業省関連のデータにおいて、産学連携推進に関連
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した施策総額が前年度に比べて 48%増の 477億円

にのぼっていることから、行政の活動自体は活発化

していると思われる5）。

実際に制定された施策としては、1998年にこれま

でのτもO (Technology Licensing Organization) 
整備を目的とした f大学等における技術に関する研

究成果の民間事業者への移転の促進に関する法律

（以下官.D法）Jや、 1999年の f産業苦力再生特

別措置法J、2000年の「産業技術力強化法jが挙げ

られる。 f産業舌力再生措置法Jは、国からの委託研

究開発の結果として生じた特許権などの知的財産権

を受託企業に帰属させることを可能にし、また f産

業技術力強化法jは、医立大学教富などが民間企業

役員を兼任することを可能にした。

このようにして産学連携の重要性を謡う活動が活

発になり、 2001年 6月には経済財政諮問会議

太の方針Jも出されるなど、その活発さは政策上で

は顕著になってきている。産業構造改革・襲用対策

本部においては、経済産業省、文部科学省から f大

学発ベンチャー企業を3年間で1,000社J、f日本版

シリコンバレーを 10年間で全国に 10ヵ所以上創

出jなどの定量的な自標が提示されるなど、積極的

に産学連携を推進しようという政府の姿勢がうかが

える。

ここで、産学連携に関する政策の系譜を簡単に述

べる。

1998年に「大学技鱗姥促進法（TLO法）Jが制

定されたことによってまず宜ρ （技者移転機関）の

整備が促進された。そして同年、 f研究交流促進法J

が改正され、産学共同研究にかかる国存地の廉価使

用許可につながった。

1999年には、「中小企業技術革新制度（日本版

SBIR) Jが創設され、「産業活力再生特別措置法J

が策定されることによって、承認、官.Dの特許料が

半分に軽減されることとなった。そして、この年に、

日本版f渚教育認、崩燐誇（JABEE）が設立された0

2000年、「産業技術力強化法jが制定されると、

承認・認定官.Dに国立大学施設の無償許可が降り、

上述したように大学教員は、官.D役員や研究成果を

活用する企業の役員、株式会社監査役を兼任するこ

とができるようになったO



また、 2001年には、『平沼プランJで「大学発ベ
ンチャー3年 1000社計画Jが発表された。

2002年に、「蔵管一号Jが改正されたことによっ

て、大学発ベンチャー企業が国立大学の施設を使用

することができるようになった。同時に、 TLO法告

示改正により、承認官.Dの創業支援事業が円滑化

された。

その翌年、 2003年には、 f知的財産基本法Jが策

定され、大学には人材の育成や研究、その研究成果

の普及に積極的に努める債務が発生した。また、「学

校教育法J改正に伴い、専門耳おに特完制度が創設さ

れ、学部・特斗設置の柔軟化に貢献した。そして2004

年には、「国立大学法人法Jが施行され、 f特許法等

の一部改正法Jも施行された。これにより、大学や

承認TLOにかかる特許関連料金の見直しがなされ

た。

これにより、 数値の上では着

実に伸びてきている。

大学の特許出願の状況については、 1998年の

官β 法施行以降は大学の研究成果が特許化される

動きが高まって、 2000年には前年に比べて 55%増

の577件にのぼる結果となった。また、民間企業と

大学との研究については、2000年には共同研究が前

年比28,8%増の 4,029件、受託研究が前年比 8,0%

増の6,368件となっている。大学発ベンチャー企業

の数も近年大幅に増加していて、経済産業省、の調べ

によれば、 2001年 12丹末降長で263社が設立され

ているという。

この実績には、TLO活動の進展が大きく貢献して

いる。 1998年に施行されて以来、主要な大学が次々

にτも0 （技術移転手踊哉）を設立しており、自本の
宝もO法に基づいて承認されたTLOは2002年4丹

の時点で27機関となっている。だが、日本で宜.D

活動が開始されてから2年程度の期隠しカ経過して

いないものが大半であり、アメリカに比べればその

差はまだまだ大きし＼

[2］関西および京都における産学連携の現状

関西の産学連携の現状に着目すると、関西では

1990年代に開業率が廃業率を下田るとしづ状況が

顕著になり、企業吾動が停滞している状態となって
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いる。特に、近年設立された業歴の浅いベンチャー

企業の状況は、東西の格差が大きくなっている。ベ

ンチャーキャヒ。タノレ投資先の掛朝日構成比を見てみ

ると、東京都が51%・首都麹が65%であるのに対し

て、大~ml守カミ 6% ・関語圏でも 12%としづ数値が出

ており、企業舌動が弱いために投資先も限定されて

いるのではなし、かと考えられる。それでも、 TLO・

大学発のベンチャーは、最近活性化の兆しを見せて

いる。 2001年四月末には62社となっていて、こ

れは全国 263社のうちの 24%を占めている。 TLO

を通じた企業への技術多転比率も、全国 TLOの平

均 14%を上田って 17～18%としづ結果にいたって

いる。大学と地域の結びつきが強いという糊数を持

つ関西には、今後、企業壬動の活性化が期待できる

だろう。

京都においても、企業を支援するさまざまな機関

がある。京都リサーチパークがその例で、あるo 京都

リサーチパークは、専門スタップが中小企業の梯！？

し、総合的な誤験研究機関として企業

なニーズに応えていくことを主な業務内

容としている。産業技脅糊究所の中には、工業損！？

センターと隣住技術センターの2つの施設が栴生し、

さらに工業掛仕ンターの中に材料妓術グループ－

基盤技術グループ・製品説！？グループロが前生してい

る。なお、この2つのセンターは合併する予定で、あ

る。

材料開？グノトブ。は、金罵材料チーム・有機材ヰ

チーム・無機材料チーム・工芸材料チームでは、特

に有機材料チームと無機材料チームには力が入れら

れており、中小企業との梯！？交流にも役立っている。

基盤技術グ、ノレーフ。は、表面技術チーム・デザイン

開発チーム・電子応用チームで構成されており、特

に表面断伊ームの電鋳技術が注目されている。

製品技術グノトブ。で、は金属化学チームが分析技術

の応用・開発を行い、微生物応用チームで、はバイオ

インダストリーの浸透に貢献している。陶磁器チー

ムは無告訴撲が、ゼーゲ、成操作室で、は「標樹林お

となるゼーゲノレなどが製造されている。

このパークでは、企業に対して設備の使用を許可

しており、また新しい関内情報の公開も行ってい

る。そして、産学連携室・EBSセンター・大学発べ



ンチャー推進室が相互に靖報提供や事業支援をおこ

なって、産学連携室が産・学・公にはたらきかける

ことで産学連携の発展にも活用されている。

[3〕京都市の企業支援

京都市産業観光局商工部伝統産業諜では、伝統産

業の振興および業界支援を百的に、伝統産業技術後

継者への支援もおこなわれている九

伝統産業における？都民者の確保と養成のために、

年齢44歳以下・従事期間2年以上10年以下・基本

給月額18万円以下・従業員規模20人以下・説Jtr後

調鰭育成資金その佑類似の資金を受給していない人

という、 5つの条件を満たす人を対象に、募集人数

日名で、 1人当たり限度額40万円の支援を実施し

ている。伝統産業における？獄陸者需題は深刻であり、

伝統産業の擬？？を基盤とする企業にも、その影響は

少なからず前主する。そのため、このように行政の

支援によって側諸の養成がサポートされるのは良

いことである。

さらに、京都市によって企業誘致も推し進められ

てきている。

世界有数の歴史都市であり、ものづくり都市でも

ある京都は、同時に伝統産業から先端産業まで幅広

い分野の企業に富み、京都ブランドもある。また、

多くの大学や産業支援機関に留まれて、企業にとっ

ては活動しやすし1環境であるとし1われている。しか

し、一方では事業用地の少なさや経済のグローノ〈ノレ

化に伴う市外・海外への企業流出が生じているのも

事実である。よって、税収の増加・新たな就業の場

の確保・市民所得の増加・新たな企業や人材による

既存企業の浩段化など、今後の京都の発展に不可欠

な要素の獲得を目標に、企業誘致はおこなわれてい

るのである。

主な勢伏としては、2000年度に創設された企業立

地総合支援窓口で、京都市内への新たな立地を検討

している企業やすでに京都市内に立地している企業

を対象として、企業活動に関する桔談や生産施設の

リニューアル、集約化、スクラップ。アンドピノレドな

どを実施する際の各種支援、規制などの棺談、工業

用地などの情報提供を実施している九

また、2002年度に企業立地促進助成制度が創設さ
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れた。この制度は、事業所の減少や開業率の低下な

どの課題の克服を目的としており、 f創業・

出や第二創業への支援j、「魅力ある立地環境の整備

と企業誘致J、「新規成長分野への支援Jという視長

から工場・研第庁などの新増設などに対する助成を

千子うものである。

そして、2003年度に創設された企業立地促進融資

制度により、工場や研究所の建設資金にかかる融資

を実現させた。開時に、市内の中小製造業、ベンチ

ャー企業などの設備投資も支援している。

[4〕京都における産学連携の課題と可能性

日まで、京都の大学の嬬棄率の高さや、立地の

優位性を強く打ち出し、企業との交流機会を拡大さ

せ、京都府とも連携することで企業誘謝髄政策は

進められてきた。また、桂イノベーションパーク地

区や高度集積生夜、京都リサーチノ〈ーク地底を重点

地域と位置づけして、企業の成長段階や立地ニーズ

に対応した誘致をおこなうとともに、他地域におい

ても企業ニーズに応じて、きめ紹やかな誘致活動が

実施されている。立地環境の整備や助成制度の見直

しなども計られているが、行政側の体制が整ったか

らといって好成果が収められるとは限らない。誘致

のための用地が確保されていても、協力する企業数

が目標に満たないこともありうるからである。

京都企業と大学・行政の関連性において、今後の

やはり産学連携における広域的な人的ネッ

トワークの強化が挙げられるだろう。具体的にいえ

ば、行政側には企業発展の震望を言軒高できる f目利

きJの稿主が求められる。さらに、起業家が事業の

立ち上げに集中できるよう企業経営面を委託できる

ようなプロ経営者の体制を整えることも重要だろう。

すでに f京都市ベンチャー企業目利き委員会jが発

しているが、このような動きをますます発展させ

組織化していくことが求められる。

次に、研究開発型企業との連携を強化させていく

ことも 1つの選択肢で、あるO アメヲカの事例として

は、 1999年度の大学技話移転先別に見ると、総件数

3,173件のうち、従業員数500人未満の中小企業へ

の移転が1,601件で51%を占め、スタートアップ。企

業への移転は387件と 12%を占めていた。これから



も分かるように、この2つの合計は半数以上を占め

ていて、中小企業技術が集積する地にあっては、こ

のような連携を強化し活用することによって得られ

る効果が期待できる。そのためにも、中小企業と大

り強く結びつけるコーディネーター機能が必

となってくる。

また、企業誘致を抱隼するために、新しい用地を

し、行政の施策を大いに利用して、産業クラス

ターを築き上げていくことも今後の発展に大きく貢

献するだろう。民聞が積極的にかかわれる環境を整

えることで、産学連携の体制の強化を図るべきであ

ろう D

そして、ベンチャー育成において起業家の最大の

関心、だ、と思われる資金についても、アメリカの個人

投資家エンジェルの稲生を踏まえて、リスクマネー

の出し手の多様化を図ることが必要である。

在

1）、 2)r京都リサーチパークjホームページ
(h抗.p://www.kro.eo.io/)
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車京都企業に訊く地域的特色

本章では前章の各節で分析してきた内饗について、

実際の京都企業へのヒアリングやアンケートの結果な

どをもとに検証してし1く。そうすることにより、「なぜ

京都に本社機能を置くのかj とし1う問題についての、

私たちなりの答えを導く足がかりを作っていきたいと

思う。

第E章では京都の風土との関連性について、第盟主き

では大学・行政との関係、主に産学連携や京都市の政

策について見てきた。私たちは、これらの点について

堀場製作所でヒアリングを行った。さらに、そこで得

た情報をもとにしてつかの京都企業へメーノレで、アンケ

ートを依頼し、 11社から毘答を得た。

1節堀場製作所

[1〕なぜ鴻場製作所なのか

堀場製作所でのヒアリングを分析する前に、どうし

て私たちが京都企業の代表として堀場製作所を選び出

したかについて説明する。

そもそも堀場製作所とは、どのような企業なのカ元

株式会社堀場製作所は現在会長でもある堀場雅夫氏が

1945年に創業、 1953年に設立した企業で、本社を京

都市南区に置く。主な事業はエンジンや半導体、医療

など様々な種類の計誤槻鎗去の製造販売である。従業員

は、 2005年3月初日現在、グループ全体で3,984名

にまで及ぶ。

創業者である堀場雅夫氏は、終戦の 1945年当時、

京都大学理学部3回生で、あった。 GHQの民主化政策

の下、それまで研究に使用してきた大学の核物理実験

装置が破壊されてしまい、それならばと自分で f堀場

無線研究所jを立ち上げたのがそもそもの始まりであ

る。そこで、コンデンサの品質向上のために質の良い国

産pH測定器を開発したのが、現在の計誤報鍛号事業に

つながっている。

堀場製作所がし1わゆる f京都企業jの1つに数えら

れるのは、その圧倒的な技術力と強烈な個性ゆえであ

る。例えば、自動車排ガス測定装置がある。 1969年に

当時世界第塞の「測定時需1秒jを実現した堀場製作

所の測定装置は、1975年に米国環境保護審議会に認め

59 

られて以降も研究・改良が重ねられ、世界のトップ。ブ

ランドとして君臨し続けている。 t世界市場シェア8割
という事実が、その技術力と信頼感を如実に表してい

る。また社是も他では類を見ない鞘教がある。創業者

堀場雅夫氏が1978年に制定した「おもしろおかしくj

とし1う社是には「人生のいちばんよい時期をすごすf会
社での日常』を積極的で、エキサイティングなものにし

てほしいという、前向きな野晶、が込められています。

同じことをするのでも、進んでするのといやいやする

のでは対塞い。何事もおもしろいと思った方がおもし

ろくなるものj1）という意味がある。私たちがヒアリ

ングで本社を訪れた際、実際に堀場製作所内のエレベ

ーターの扉にはこの社是が大きく書かれであったO 会

社全体での一体感の演出に大きな力を入れていること

がわかる。その他、「イヤならやめろJや「出るクイを

伸ばすj といった、ユニークなものが並んでいる。

このように堀場製作所は、京都の大学生が大学で研

究したことを生かして企業を設立し、その挺！？力の高

さと個性でトップ企業へ登りつめた。個性あふれる「京

都企業jの例として申し分ない。第I章第1節で晃た

ように、京都は明治期に設立された舎密局と、そこか

ら生まれた島津製作所の影響で、電子部品や検査機器

のメーカーが多い。これら中堅どころの企業が自指す

1つの吉標が堀場製作析といっても過言で、はないだ、ろ

う。そのため私たちは代表的な京都企業の例として堀

場製作所を採り上げた。

〔2］堀場製作所定主主調3に居続ける理由

堀場製作所の広報担当者である神馬氏によれば、堀

場製作所が京都に本社を置き続ける理由は主に3つあ

るむ

①大学に関連する理由。京都は人口比率にして 100

万人当たり 10.2校としづ大学の多さを誇っている。大

学関係者も 17万人と市民の1割と言われている。堀

場製作所の最初の槻治体が京都大学に由来するもの

であるし、当然現在でも産学連携のやりやすさは利点

の1つで、ある。また学生に知ってもらえるチャンスが

多く、有能な人材確保にも一役買っている。

②京都の文化と技術力の高さ。京都は言うまでもなく



歴史と伝統のある都市であり、その文化は他の都市と

は一線を画している。そんな都市で養われた本物志向

や高級品志向の文化に重きを置いていきたいという堀

場製作所の考えがあるという。

③「京都Jとしづ土地のネームバリューの高さである。

堀場製作所の製品の市場は国内にとどまらない。先ほ

ど述べたように、国際的な基準もクリアしているため

j紗ト市場も十分視野に入れている。さて、 j般トの顧客

がいくつかの日本の企業から取引先を選ぶとき、どん

な点が判断基準になりうるだろうヵ、やはり山奥にあ

るよりは都会にある方が、見知らぬ土地にあるよりは

開いたことのある地名にある方がプラスのイメージを

持ちやすいのではないだろう治、 1KyotoJとしづ地名

は「TokyoJと同等、またはそれ以上のネームバリュ

ーを持つとしづ。また、圏内においても②で述べたよ

うな「京都Jという土地の持つブ。ラスイメ…ジの効果

が期待できる。

以上のような理由から、

に本社を置き続けている。

私たちが事前に想定していた京都に居続ける要閣の

うち f取引先が京都に多いからj「金融機関とのつなが

りの関係Jなどは、それほど大きな問題ではないよう

だ、った。国内の主要な取引先300社の半数ほどが東京

であるとし1うし（京都市内は70社ほど）、メインパン

クも京都鋭子や京都中央信用金庫などではなく、40年

ほど前から名古屋の東海銀行だという。業務が軌道に

乗り設備を拡張しようとした当時、大手銀行に融資を

依頼したが取り合ってもらえなかった。だがその項、

京都に進出してきたばかりで実績を求めていた東海銀

行の支店長とお互いの利害が一致し、融資を引き換え

にメインパンクとして取引することを決めたのだとい

う。同様に京セラや村田製作所、オムロンやロームも

みなメインパンクは京都多良行ではないようだ。今でこ

そ様々な企業に融資をしている京都多節子であるが、こ

の5割tに創業した企業とはあまり縁がなかったのかも
しれない。

また、京都市役所産難長興課の話では、一般に「京

都企業Jと呼ばれる大企業は戦後に創業したところが

多く、「自分は京都に育ててもらったJという意識を強

く持つ創業者がいまだ健在で、あることが、京都に本社

を置く要因ではなしゅ￥ということで、あったO そのため
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2代自以降は東京などへの進出も十分考えられるとの

予溺もしていた。だが、堀場製作所の神罵氏は、 トッ

プの座というのはよ記3つのような理由を量調するオ

ーナーマインドを持つ人間に受け継がれていき、そう

した人間はたとえ自分の代でなくとも「京都に育てて

もらったj という意識を持つため、創業者の健在や血

縁に関わらず「京都企業Jは京都に居続けるのではな

いか、としづ意見で、あった。したがって、堀場も今後

本社を他県に移転する予定はないという。

ここまでで挙げられた理自は、もちろん堀場製作所

だけの意見である可能性も否定できない。そのため私

たちは他の企業に対してもアンケートを依頼した。ア

ンケート結果については次の節で述べる。

注

1)堀場製作所のホームページから引用

(h批p://www.jp.horiba.com/about/sp凶ぜたindex.

htm) 

2節他の京都企業が京都に居続ける理由

私たちは、なぜ優れた企業が本社を京都におき、し

かも｛師吊こ移転しないのかという疑問の答えを導くた

め、より多くの京都企業の意見が必要となった。幸い

にして堀場製作所へのヒアリングを通しておおよその

仮説は立ったので、今度はその仮説が正しし功瓦どうか、

他に新たな理由が見えてこなし治瓦を調べるため、京都

企業へのアンケートを行った。其体的な方法としては、

京都に本社を置く企業 43社に対してアンケート内容

を載せたメールを送信し、囲答を返信してもらったO

〔日アンケート結果

アンケートでは京都に本社を賓き続ける理由として

考えられるものを4つ挙げ、それぞれについて f非常

に重要であるJrある程度重要であるJrあまり重要で
ないJの選択肢を設けた。

その4っとは、①販売面や海外進出の観長から見る

と f京都jはネームノ〈リューがあるから、②土地柄と

して京都には器用な擬緒、職人が多く、高い擬肋

が集積しているから、③京都は人材（学生など）や大



学が豊富にあり、産学連携がとりやすいから、④京都

は情報収集の面でメリットがあるから、である。また

⑤としてそれ以外の理由がある場合の吉由解答欄を設

けた。

またこれらに加えて、将来的に京都以外に移転する

ことを考えているかということと事業所数やメインと

いった会社概要を伺ったO

その結果、 11社から自答を頂いた。まとめたものが

表龍一2-1である。

表盟－2-1 アンケートの結果

(a）京都に本社を置き続ける理由

①販売面や海外進出の観点から見ると、「京都jはネームバリューがあるから

非常に重要である
ある程度重要である
あまり重要ではない

11・・・ccs
51・・・イシダ・最上インクス・アークレイ・佐J11急使・月桂冠
5ト・・尾池工業？窒墾杢Jテック.社田機檀？主ーシ；ィ精機・三主主i七或

②土地柄として京都には有用な技術者、職人が多く、高い技術力が集積しているから

非常に重要である
ある程度重要である
あまり重要ではない

11 ・・・最上インクス
41・・・尾池工業・イシダ・ccs・ューシン精機
61・・・京都モノテック・村田機械？アークレ小生）11急使・三洋化成・月

③京都は人材（学生など）や大学が豊富にあり、産学連携がとりやすいから

非常に重要である
ある程度重要である
あまり重要ではない

31 ・・・尾治工業・イシダ・最上インクス
61・・・京都モノテック・村田機械・アークレイ・CCS・三洋化成・丹桂冠
21・・・ユーシン精機・佐J11急便

④京都は清報収集の面でメリットがあるから

非常に重要である
ある程度重要である
あまり重要ではない

⑤上記以外の理由

0 
51 • ..尾治工業・イシダ・最上インクス・CCS・三洋化成
・・・京都モノテッル村信機械・アークレイ？ーユーシン精機・佐jり急須・月桂冠

・大学との共同研究。物理的な近さも今後は重要。（京都モノテック）
・京都に本社を置くのは創業の地だからで、あってそれ以外に理由は無い。（村田機械）
・創業の地であること。また一般的に溶造メーカーは地域性・嵐土に根ざした製造販売・PRを行う。（月桂冠）
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(b）将来的に本社を京都以外に移転することを考えているか

i考えている
｜考えていない 臼
その他
・・時代の要請による（佐川急便）
・・・移転計画は無いが、本社を京都に置きながら全国支店・事業所を通じて営業展開をするほか、
海外では子会社を設立したり、代理店を通じて活動するなど京都だけでなく展開している。（月桂冠）

(c）アンケートに回答した企業の詳細

京都市内
創業年 本社を置い 主な業務

た年

毘池工業 1876年 1876年 金銀糸及び真空蒸着製品
尽都モノテック 2001年 200 1年 精密機械
イシダ 1893年 1893年 軽量包装シスァム製造
最上インクス 1950年 1950年 精密金属部品の試作から量産
村田機械 1935年 1935年 一般機械製造業
アークレイ 1960年 1960年 臨床用分析装置と体外診断用医薬品の開発・製造・販売
ccs 1993年 1993年 画像処理用LEDメーカー
ユーシン精機 1971年 1971年 機械
佐J11急便 1957年 1957年 宅急便など各種事事送に関わる事業
一洋化成 1949年 1949年 化学
丹桂冠 1637年 1637年 清酒などの製造販売

京都市内の 京都市内の
資本金 事業所数／ 従業員数／全 メインノミンク

全事業所数 従業員数

尾池工業 2億240万 5/8 250/400 京都銀行
尽都モノテック 130万 1/1 6/6 京都中央信用金庫
イシダ 9963万 1/35 170/1158 三井住友銀行・ 菱東京UFJ銀行・みずほコーポレート
最上インクス 2000万 1/2 93/96 京都銀行・尽都中央信用金庫・りそな銀行
村田機械 8億 2/132 800/4600 みずほ銀行・三井住友銀行
アークレイ 7｛意9300万 2/32 ? /870 京都銀行・二菱東尽UFJ銀行
ccs 4億5525万 2/4 176/187 ニ菱東京UFJ銀行・みずほ銀行・尽都銀行
ユーシン精機 19億8566万 1/37 262/494 ェ菱東京UFJ銀行・みずほ銀行・尽都銀行
佐川急便 110億 2/340 459/33718 ニ菱東示UFJ銀行・みずほ銀行・京都銀行
ニ洋化成 130億 3/12 500/1500 中央ェ井信託銀行・ニ井住友銀行
月桂冠 4億9680万 4/12 440/602 東京ニ菱UFJ銀行・みずほ銀行
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上記の4つの理由の中で、最も重要度が高いのが3つ

自の「学生の人材・産学連携Jであることがわかるo

f非常に重要であるjをつけた企業が 3つ、「ある程

度重要で、あるJをつけた企業が6つある。それに続い

て「ネームバリューj、「土士掛丙としての技術力j、r，清
報収集jの）II頁で、重要度が下がってして。

「土地柄としての技術力jに関しては｛おII急便のよ

うな運送会社や、酒造会社の月桂冠もアンケート対象

に入ってしまっているため、データとしては問題かも

しれないが、それでも従業員の半数以上が京都にいる

メーカー系企業では重野見する傾向が見える。最上イ

ンクスで最も顕著であり、ccsや尾池工業などにも表
れている。ただ従業員が極端に少ない京都モノテック

に関してはあまり関係が無いようである。

f情報収集Jについては「非常に重要であるjをつ

けた企業が一つも無く、IT化の影響でどこにいようと

もメリット・デメリットはほとん しないであろ

うことがわかる。

全冨展開している企業ほど京都に居続ける理由に対

して消極的な答えが多いことは否めない。事業所数が

多く、「京都に本社を置いているのは創業の地であるか

ら。売り上げの半分比海外であるし、単にデメリット

がないだけJとしづ村田機械や、 ra寺代の要誇によって
は移転も検討するJという佐JI段、使がそれに当たる。

そして逆に、決して巨大企業とは言えないけれども、

ある分野に特化しているオンリーワン企業は京都に積

極的に居続けようとしているように見える。金銀糸を

扱った製品やそこから派生した真空蒸着技術を売りに

している尾池工業や、包装システムに特化したイシダ、

離反金属加工に関して試作から量産まで一手に引き受

ける最上インクス、画像処理・底療用・植物青成用な

ど種類は関わないがLEDを作り続けてきたccsなど
において顕著である。これらの企業は4つの理由の中

で1つ以上に「非常に重要であるjをつけている。

メインバンクについては、京都銀行や京都中央信用

金庫などの京都系の金高機関を挙げたところが 11社

中7社あり、それなりの影響があることが窺えるもの

の、主要な要因ではなさそうだ。

[2］京都企業の変遷から見る本社立地の理由

堀場製イ何斉のヒアリング結果と他企業へのアンケー
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トから何が言えるだろうか。ほぼ全ての企業において、

将来的に本社を京都から移転させる予定はないとはし

ているものの、その理由に関しては積撞的なものと消

極的なものの違いが見え隠れしている。ただJ消樺的
イコーノレ大企業・積極的イコール中小オンリーワン企

業j としづ図式が成り立っかというとそうでもなさそ

うである。

私たちが第1節で採り上げた堀場製作所は言うに

及ばず、コンデンサ分野において全国シェア2位を誇

るニチコンの武田社長も「世界で事業展開しながら地

元では強烈な個性の優良企業と五いに鍛えあえるj

（『京都新聞』 2005年 3月 22日付）と京都にいるこ

との優位性を諾っているし、ベンチャー企業から世界

に名だたる大企業に成長した京セラの伊藤会長も個性

的な企業現念の共有化がされている京都企業を言利面し

ている。必ずしも全国規模の大企業が全て京都にいる

ことに消掻的とは言えない。

改めて整理してみよう。京都企業の礎ともいえる島

津製作所の服部社長は、2005年に京都市内に新工場を

設立することに関して京都新開からインタゼューを受

け「島津は昔から京都に育ってもらった企業なので麗

用などで貢献したいJ1）と述べている。

その島津製作所の流れをくんでいるのがジーエス・

ユアサコ〕ポレーションや巴本輪送機など多くの中堅

メーカー患アンケート回答企業のうち、医療機器の

アークレイも元は島津との協力工場で、あったO

その流れとは別に堀場製作所やオムロン、京セラな

どはベンチャーから出発して成功した企業で、あり、そ

れを夢晃てベンチャー企業が数多く京都から生まれる。

堀場は、①大学との関係、②来都の技術力、③ネーム

ノ〈リューを主な理由に挙げるO そしてアンケートに答

えていただいたオンリーワン企業にも学生の人材や産

学連携、ネームバリューを爵見するところがいくつか

ある。特に学生・産学連携に関しては注目度が高く、

ニチコンの立命館との共同研究、タカラバイオの隈立

大への試薬販売や受託業務、「若者が減少、する都市に未

来はないj と語るロームの佐藤社長など大企業にも例

は数多く見受けられる2）。

IT系ベンチャー企業の場合は、不一ムバリューと愛

着が主な理虫なようだ。携帯電話着信メロデ、ィ配信業

者フェイスの平津社長は、ほとんど東京にいながらも



東京の一企業に埋没することを嫌い、京都にいるとい

うネームバリューを彰晃している。メールマガジン配

信業者まぐまぐも事業の中心は東京にありながら、京

都への愛着を重んじ、取締役会は必ず京都で開くとい

う。そうしたベンチャーの成功例がまたさらに起業家

を京都に集め、行政も京都リサーチノミークやす圭イノベ

ーションパーク、酉陣IT路地、酒蔵バイオVILなど

でそれを後押しするという構図である九

これら寸車の流れの中に、「移転させる理由がなし1か

ら創業地にいるだけj という企業が存在する。村田機

械射的段、使などがその例にあたることがアンケート

からわかった。 fおII急便は輪送業というその事業内容

からも京都に本社を置くメリットがあまりないであろ

うことは推測できるが、村田機械は例外的である。織

機から始まり、次々と製造ラインを増やしていき海外

との取引も多い。社長も村田姓であり、愛着・ブラン

ドを感じていてもおかしくはなさそうだが、このよう

な企業もあるということである。

様々な企業の京都に居続ける理由を調べてみると以

上のようなことがわかったO その企業がどのよう

種か、どのような流れで成長してきたか、

縦の関係・横の関係、を持っているかなどで、理由が場合

分けできそうである。こうした見方も京都に本社をお

く理由を導く手がかりになるかもしれない。

注

1）『京都新開』ホームページ

http://www.kyoto-np.eo.jp/kp/enterprise/ 

syacho/2005/200515.html 

2）『京都新聞』ホームページ

http://www.kyoto-np.eo.jp/kp/enterprise/keyw 

ord2006/200604.html 

3）『京都新聞』 2005年3月25日付
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IV 金沢との比較研究

この節では、京都市の比奇数担象として金沢市の歴史、

産業、製造業、都市の新数、行政の施策などについて

まとめる。

1節金沢の歴史

金沢市は現在、小京都の代表格と言われ、城下町の

i日市街や、兼六題、数々の伝統工芸など観光資源が豊

北揺註也方の中JL.;都市である。城下町として発展

してきた都市であるが、以前は寺内町で、もあった。

町宮新党iこ、いわゆる加賀の一向一撲が起こり、国人衆、

地侍や百姓遼が、加賀国の守護で、あった富樫敦親を打

ち倒した。その後、形式的には守護が擁立されたが、

約100年鵠にわたって一向宗の門徒が実質的に支配し

た。その問、一向ー撲の擦に本願寺の拠長が置かれた

尾山御坊（金沢御坊）とその周辺の寺内町を中心に町

が形成されていったD そして、 16齢己に織田信長が加

賀国へ侵攻し、その家臣、佐久間盛政が尾山御坊を攻

略し、跡地に尾山城を築いた。のちにこの城を与えら

れた前田利家が、尾山城を金沢城と改名し、居城とし

た。その後、前田家がこの地を約280年間統治し、「加

賀百万石の城下町Jが発展することになった。

江戸詰封切こは江戸、京都、ブ戒に次ぐ宮本有数の大

都市となり、京都などから職人を招鳴して指！？を移転

し、現在まで伝えられている様々な伝統産業を培って

きた。明治初期に版籍奉還カミ千子われると、その経済力

は急速に衰え、人口も減少を続けた。しかし、金沢大

学の前身の！日制第四高等学校や陸軍第九師団が置かれ

ると軍都、特日として繁栄し、再び人口は増加に転じ

た。そして、太平洋戦争中に戦火を免れたこと、経済

第2次
鉱業 建設業 製造業

第3次
産業計

発展がやや遅れたことで、江戸5朝交の文化が現在まで

豊富に残り、観光都市として、伝統産業の盛んな都市

として現在の姿となっている。

2節金沢の産業構造

表IV-2-1には、金沢市の大分類業観り事鄭奇数

の推移が示されている。総数では、このお年あまり

の間で 1980年代後半から若干の増加はあったが、そ

の後減少してほほ変化していない

これはバブル経済の好況期に事鵜庁数が増加し、バ

ブル崩壊とともに、減少に転じたと考えられる。

混ぜにみると、第2次産業の事業所数が減少、し、第3次

産業の事業所数が増加している。第2次産業の減少の

主要因となっているのは、製造業である。 1978年には

3,800か所以上の事業所が栴生していたが、 2001年に

は2,600か所足らずとなってしまった。

表N-2-1産業大分類別事業所数の推移

総数
第1次

林業 漁業

昭和53(1978）年 29 282 34 28 5 

昭和田(1981）年 31 326 47 30 4 13 

昭和61(1986）年 32 769 37 14 7 16 

平成3(1991）年 32 939 31 12 6 13 

平成8(1996）年 31 525 35 16 6 13 

平成13(2001）年 29 538 38 22 5 11 

電気・
在日・

ガス・ 運輪・
小売業，

不動
サービス業 公務

熱供給・ 保険業
水道業

飲食店

昭和53(1978）年 6 440 13 2 568 3 859 22 808 22 776 13 699 506 1 064 6 609 132 

昭和56(1981）年 6 616 11 2 767 3 838 24 663 25 830 14 694 546 1 276 7 157 135 

昭和61(1986）年 6 606 6 2 932 3 668 26 126 22 890 14 943 623 1 541 7 965 142 

平成3(1991）年 6 615 14 3 098 3 503 26 293 21 968 14 483 673 1 582 8 419 147 

平成8(1996）年 6 214 8 3 080 3 126 25 276 20 968 13 687 688 1 382 8 385 146 

平成13(2001）年 5 446 7 2 856 2 583 24 054 22 935 12 401 664 1 378 8 505 149 

（資料）『事業所・企業統計調査結果推移表』
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また、第3次産業の中では、サーどス業が事業所数

を大きく伸ばしている。金沢市では近年、製造業が次々

と市域外に移転し、製造業以外の分野、特にサービス

どの第3次産業へ、経済のサーゼス化・ソフト化

が進行してしも。これらの朝男は、表N-2-2の業

手郵rJ従業者数からも、同様のことが言える。建設業で

は増加しているが、製造業では大きく減少し、結果と

して第2次産業全体ではやや減少している。一方、第

3次産業ではサーゼス業が2倍近い伸びを示し、全体

でも増加している。

次に、富山、石川、福井の北陸地方3県での比較を

する。表N-2-3は、北陸3県の産業別の生産額を

比較したものである。

富山県と比較して石川県は熟内総生産、第1次産業、

第2次産業のいずれにおいても少ない値であるが、

卸・小売業、サービス業の生産額は3県の中で一番大

きくなっている。これは、石川県が北睦3県の中で、

経済的に中心となっていることを表わしているのでは

なし功吃考えられる。実際、親不知以西の北陸地方で

金沢市は、最大の小売業販売額があり、ブランドショ

ッフ。で、は北陸地方唯ーとなる店舗が多くあるなど、そ

の商圏は県外まで及んでいる。また、卸売業でも北陸

地方の営業拠長を設ける企業が多く、いわゆる「支店

経済Jが形成されている。

表N-2-2産業大分類別従業者数の推移

総 1::~~.I i漁業1＝~~~ I i製造業

昭和53(1978）年 214 492 284 181 73 30 58 480 94 21 343 37 043 

昭和56(1981）伴 235 875 678 368 250 60 63 128 85 23 436 39 607 

昭和61(1986）年 244 801 369 115 118 136 62 211 164 22 967 39 080 

平成3(1991）年 268 077 260 49 105 106 64 827 178 25 403 39 246 

平成8(1996）年 286 956 363 130 124 109 64 988 49 28 514 36 425 

平成13(2001）年 267 985 303 157 52 94 53 768 39 25 404 28 325 

電気・
卸－

第3次 ガス・ 運輪・
小売業，

金融・ 不動
サービス業 公務

産業計 熱供給・ 通信業
飲食窟
保険業 産業

水道業
昭和53(1978）年 155 728 1 096 17 252 71 531 11 147 2 718 43 912 8 072 

昭和田（1981）年 172 069 1159 16 990 79 126 11 711 3 394 51 171 8 518 

昭和61(1986）年 182 221 1 079 16 885 82 856 11 360 4 015 57 149 8 877 

平成3(1991）年 202 990 891 18 188 88 166 12 188 4 510 70 419 8 628 

平成8(1996）年 221 605 1 158 21 245 94 696 12 035 4 256 79 813 8 402 

平成13(2001）年 213 914 1 048 17 850 88 671 10 538 4 011 82 216 9 580 

（資料）「事業所・企業統計調査結果推移表j

表N-2-3北陸3果の産業,81j生産額
（単位：億円）

富山県 石川県 福井県
県内総生産 45453 45027 32872 
弟 1次産業 545 468 382 

第2次産業 16724 13488 9183 
｜製造業 13743 10104 6905 

第3次産業 30022 32965 24798 
卸・小売業 4332 5289 2991 
サーピス業 9996 11467 7401 
電気・ガス・水道業 2394 2057 4733 

（資料）日本政策投資銀行口七陸ノ＼ンドブック平成17年度版』
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3節金沢の製造業の現状

図工V-3-1では、金沢市の平成7年から 16年ま

での1事業所あたりの従業者が4人以上の製造業の事

業所数と従業者数の推移が示されている。事業所数、

従業者数ともに、この 10年間減少し続けていること

が分かる。

次に、表IV-3-1、表IV-3-2、表IV-3-3

に、それぞれ製造業の産業中分類別の事業所数、従業

者数、製品出荷額等の上位5業種を示している。平成

16年に注目すると、事業所数では f食料品J、「一般機

械j、「金属製品J、f印刷J、「隣住Jの5類重で全難重

の67.1%を占めている。また、従業者数では「食料品j、

f一般機械J、「印刷J、f金属製品J、「フ。ラスチックj

の5業種で全体の67%を占めている。そして、製造品

出荷額では「飲料・たばこJ、「一樹綴戒j、r,t：静思酎言

機械j、「食掛品、印刷jの5類重で75%を占めてし、

る。その中でも f飲料・たばこJだけで製造業の29%

もの出荷額等がある。この「飲料・たばこjや「情報

通｛誤錫戒jは出荷額等では上位に位置しているが、事

業所数、従業者数ともに上位5業強こ入ってし 1ない。

従業員4人以上の事業所の f飲料・たばこjの事期号

数は6か所、従業員は351人である。これはそれぞれ

全体の0.6%、1.6%しかない。また、 f情幸臥昌信機械j

の事業所数は3か所、従業者数は766人で、その割合

はそれぞれ0.3%、3.6%しかない。これらのような大

規模な事難民都主するが、大部分は小規模な事業所

である。表IV-3-4は、平成 16年の従業員規模rJ

（従業員4人以上の事業所）を表わしたもの

である。従業員30人以上の事業所は全体の 11.7%に

過ぎず、従業員四人以下の事業所が全体の8割近く

を占めている。

図N-3-1 10年間の事業所数・従業者数の推移
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年

平成14年 平成15年 平成16年
産業 事業所数 構成比（弘） 事業所数i構成比（弘） 事業所数 構成比（弘）
総数 1138 100 1111 100 1030 100 
食料品 212 19.1 210 18.9 196 19 
一般機械 190 17.1 187 16.8 175 17 
金属製品 171 15.4 172 15.5 144 14 
印尉 115 10.4 115 10.4 112 10.9 
繊維 64 5.8 66 5.9 64 6.2 

表IV-3-1産業中分類別事業所数

（資料）「統計かなざわj

（単位：筒所）
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（単位：人）
平成16年
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4節 内発露セ都市としての金沢

表IV-3-4従業員規模別事業所数
（従業員4人以上）

お一日一ω一9ZU

従業者規模 事業所数
総数 1 030 

4～9人 578 

10～19 237 

20～29 94 

30～49 47 

50～99 46 

100～199 16 

200～299 7 
300人以上 5 

（再掲）

4～29 909 
30人以上 121 

（資料）『工業統計調査』平成16年

金沢は多彩な産業車関構造を保持している。それと向

日出或技術j

とノウハウの蓄積がなされてきた。さらに、都市経済

の内発的発展力が外部からの大規模開発や工場等の誘

致を結果として抑制し、産葬許誇造特~市構造の急速な

転換を屈避してきた。こうして、幕藩体制以来の独特

の伝統産業ヰ椅並み、自然環境などが残ったQ 伝統産

業ついては、約800か所の事業所で約3,200人が従業

しており、石川県の 10種の国指定伝統的工芸品を含

めてお種の伝統工芸が残っている。

以上のような内発的発展がもたらした産菊葬造によ

り、様々な連関性を持った生産活動が展開されたO そ

して、その生産活動から生まれた付加価値の利潤が地

域内で再投資され、中堅企業のイノベーションを可能

にし、情報産業や各種のサーゼス業を発展させてきた。

さらに、大学や専門学校、多数の博物館や資料館等の

学術文化集積をもたらし、独自の質の高い都市文化を

集積している。
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金沢は3大都市圏などの人口が集中している太平洋

側からは地理的、文化的に速い日柄毎側に位置してい

る。太平洋戦争において戦禍を免れたことで古い街並

みは残ったが、一方で経済発展が遅れた。しかし、そ

の大都市との地理的、文化的な芸鵠症の遠さや、経済発

展が遅れたことが要因となり、高島経務成長期などに

他の地方都市の多くが大量生産・大量泊費の波に乗っ

て、大企業の工場誘致などを推し進め、外来型開発に

頼っていた中で、金沢は個性的な都市文化と自立的な

都市経済を保つことができた。金沢は、内発的発展を

遂げてきた「内発的都市Jと言えるのである。

その内発的都市としての金沢の鞘教をここで挙げる。

まず、その経済構造である。地域内に本社や基幹工場

1て、持続的発展をした地域内発型の中堅・中小

企業群により支えられた自律性の高い都市経済が金沢

には前生している。それらの企業は職人気質に富み、

イノベーションを得意とする事業所が数多くある。

次に、産業車関構造である。金沢では、繊維工業と

争勝樹幾械工業が2大基幹工業として、明治中期以降か 5節金沢の地域性

ら現在まで約100年かけて地域内で相互連関的に発展

を遂げた。これを基礎にして工例樹戒や食品関連機械、 さて、都市の産菊葬造、文化を語るうえで見逃すこ

出版・印刷工業、食品工業、アパレノレ産業等が展開し、 とが出来ないのが、そこに住む人々の地域的な特性で



ある。金沢市を含め、石川県の鞘教を表わす際に、

、「働生王国J、「美術・工芸王国jとしづ表現が

多く用いられている。

については、こ

が多いということに起因している。加賀の一向一撲が

下ったことも、その信者数の多さが影響していると

言われている。また「楽勝差王国Jについては、明治時

代以蜂、綴議長工業や染色加工業が発達し、羽二重では

明治 40年代に輪出羽二重が全国の生産量の3裂を占

めるほどの日本有数の生産地となるなど、その高い技

術と生産量から、そう呼ばれるようになったO また、

縦長工業が発達するに従って織機の製造掛？も発達し、

それが、他の機械工業に波及することとなった。こう

して発展してきた企業が、ある分野においては日本や

世界で、有数のシェアを持つケースもいくつカヰ引笠する。

そして、「美術・工芸王国jは、その伝統工芸品、伝統

芸龍の多さによるものである。江戸5新tから百万石の
城下町で士者われ、受け継がれた文化に掴まれてきた住

民の創造性が高いと言われている。石）11！果は詔展入選

者数（人口百万人当り）、日本伝統工芸展入選者数（人

口言万人当り）ともに全国第1位であるように、多数

の芸術家を生んできた。このような嵐土で、よく金沢

の人々は f手先が器用であるjとか、「高裁露関で芸有首令で

あるj と言われるのである。

8節製造業の行政との関連

大多数を占める中小企業のイノベーションや、産業

の振興を支えるために、行政も多くの施策を行ってい

る。その例として挙げられるのが、産学連携も含めた、

中小企業の新事業立ち上げの支援である。

この支援施策は、企業が持つアイデアの具現化、製

品化から販路の開拓までを、各ステッブ。ご、とに支援す

るとし1うものである。まず努1のステッブ。は、コーデ

ィネーションである。ここでは、アイデアを製品化す

る際に生じる問題について検討する。例えば、出社に

ない新技術・新素材の紹介、製品開発の進め方、大学

等の専門研究者の紹介、特許等の出願などである。第

2のステッフ。は、大学との共同研究の支援である。こ

れは、新製品や新技術開発を目指す中小企業と大学と
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の基礎研究や共同研究に対して金銭的な助成をするも

のである。第3のステッフ。は新製品開発の支援で、あるO

中小企業の新製品、新システム開発で生じる経費に対

して助成金をつける。そして第4のステッブ。は、販路

の開拓への支援である。カタログ耕作やマーケティン

グ等の専門家を派遣したり、自社製品の国際見本市な

どへの出島経費を助成するとし 1うものである。

また、「SOHO事業まちなか集積助成j としづ創業

支援も行っている。これは情幸忠義信、マルチメディア

の分野で創業3年和高の事業者が、中心布部也での事

務所開設経費に対する助成をするというものである。

さらに、企業立地の推進をするための施策としては、

ものづくり企業を対象とした安原異業種工業団地、い

なほ工業居地、かたっ工業団地、金沢テクノパークな

どの工業団地を整備している。また、 SOHOを対象と

して ITビジネスプラザ武蔵や金沢ビジネスプラザ南

町などのインキュベーション施設を設けている。

また、 2004（平成16）年にはf金沢ファッション都

が市議会で議決された。その内容は、伝統文化

記者い、 1虫針性に富む職人の技を受け継ぎ、蓄積され

た学術とのつながりをもって、独自の産業・文化を発

展させてきた。この土壌を活かし、縦長をはじめ生活

文化すべてにかかわるファッションの分野において、

質の高いものづくりを推進し、新たな産業を育て、都

市の活力を高めようとするものである。

7節まとめ

以上のように、金沢は卸売業ヰ観光業を中心とした

サービス経済化が進み、製造業の事業所数、

は徐々に減少してきた。

しかし、伝統産業からハイテク産業まで、この都市

がもっ豊かな歴史と文化を背景に、イノベーションを

続ける様々な業種の地元の中小企業が柄主している。

それに加え、行政側からも産業振興のための様々な施

策が行なわれており、研究開発においても大学などと

の産学連携が盛んである。こうして現在に至るまで金

沢は、内発的発展を遂げてきたといえる。





第3部

和菓子産業

はじめに

第3部では、京都における和菓子産業というテーマで、報告する。『京都Jという文化・地域性を凝縮し、ブラ
ンドを高め、長い間受け継がれてきた和菓子に惹かれたことがこの調査の発端であるが、一口に f和菓子Jとい

っても範囲は広い。古くから続く老舗の京菓子店から小規模一店主義、神社仏閣・茶華道といった固定客をもっ

地域密着型、スーパー、コンビニエンスストアなど形態も様々である。

そこで第I章では、京都の和菓子産業の現状を明らかにすることを冒的とした。業病毒造を概観し、近年の業

況について報告する。ここで京都の和菓子産業の概要を離卒していただきたい。続く第亘章では、京都で和菓子

が誕生し、発展してきた要因を文化・歴史的、地理的要因から考察する。菓子業を支えた公家文化、共に発展し

てきた茶道とのかかわりなどに注目する。そして和菓子は原料が命といわれるが、その原李将題遠の地理的な優位

性を示す。第車章では現在の和菓子産業を担う企業の動向について報告する。第I,II章をふまえた上で、次は現

場の様子を見ていくことにする。古くから現代にまで続く伝統産業では、伝統だけでなく日新知こ応じた革新もな

ければ生き残れない。では、どのような革新があるのだろうか。生産・販売技術、ニーズの変化といった切り口

で分析を試みる。第N章では、第亘章で述べた原料調達について、現代の地理的条件を再検言守する。保存・日持

ちといった制約から「地産・地消jと呼ばれる和菓子であるが、産地・流通の多様化の流れの中で、の現状・変化

を考察する。ここでは、特に原料の丹波丸納言小豆をとりあげるが、これは、府の農業政策とかかわる大変興味

深い調査となった。最後に第V章では、比較都市として金沢をとりあげる。金沢での合宿誠査をもとに、京都と

金沢の共通点・相違点を考察する。

以上より、京都における和菓子産業の基盤、現伏、課題を明らかにすることをこの報告書の目的とした。
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I 京都の和菓子産業

京都の和菓子の歴史は古い。最も古いものは、奈良

断勺~こ中国から渡来した晴果物j の封去をベースに

作られたもので、平安時代までさかのぼる。そして、

鎌倉時代に中国から禅宗が伝わると、製菓技術が飛躍

的に発達し、今の京菓子の原点ともいえる見た自も考

慮、したものが作られるようになった。また、室町宮寺代

から江戸E新党に南蛮菓子などの外国菓子や砂糖の製法

が伝来すると、日本認虫自の菓子文化が発達するように

なり、菓子南によって京菓子は全国に広がっていったO

その後、明治虫鵠庁で影響を受けたものの、八つ橋など

により大正初期から昭和初期にかけて降盛をみるに歪

った。本章では、近年の和菓子産業における業界構造、

製凱友売などの推移、禁容元判断を述べていこうと，患う0

1節業界構造、製造販売などの推移

〔l］業界構造

⑬立合、協会京都の和菓子に関する組合の代表的な

ものとして、京都府菓子工数蛤がある。この組合に

は、京菓子協同組合や京都飴菓子協会など、 15の組

合・協会と個人会員・賛助会員が所農しており、 650

近くの蔀店から成り立っている。また、京都府菓子工

業組合にj議する京都府生菓子協同組合、京菓子協同組

合や京都立菓子協同組合などは、京都府食品産業協会

にも属している。この京都府食品産業協会とは、 f京都

府内における食品製造業者等の団体の棺互の連絡協調

を密にし、自主的な教育’J静長活動を展開するとともに

関係機関との連携を強化し、もって業界の健全な発展

に資することjを自的に、 1974年に設立され、今日に

至るまで活発な事業展開を行う協会である。

②事業所数、従業員数、製造品出荷額等和菓子には、

生菓子、干菓子、米菓などさまざまな種類を含む。後

述するアンケートの結果から、生菓子を取り扱う和菓

子屋が多かったので、ここでは、生菓子製造業、ピス

ケット類・干菓子製造業、米菓製造業の3つの産業の

うち、生菓子製造業についてのみ考えることとする。

また、京都府とその他の地域との比較と、京都府内で

京都市とその他の地域の比較の2点をとりあげるc
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表 I-1-1 2003年生菓子産業の地域比較

地域 事業所数 従業者数 製造品出諦

名称 仏） 額等（万円）

全国 3237 82903 95,246,635 

計

京都 110 2468 2,822,268 

石川 100 2219 2,681,525 

東京 137 3968 4,936,410 

（資料）『工業統言時題査J]2003年より作成

a京都府とその他の都道府果 ここでは、京都府、

毘、石川県、東京都の工業統言げ、ータを用いて京都府

の近年の和菓子産業を統計的に見ていく。表I-1-

1の 2003年の工業統計のデータによると、京都府の

事業所数、従業員数、製造出荷額等は、各々110

所、 2,468入、 282億2,268万円になっている。また、

全国計は、各々3,237事業所、 8万2903入、 9,524億

6,635万円である。これより、全国計に対する京都府

のシェアは、 3.40%、2.98%、2.96%になっているこ

とがわかる。また、同様に日本の三大銘菓の1つであ

る石川県と大泊費地である東京都の全国に対するシェ

アを見てみよう。2003年の石川県の生菓子産業の事業

所数、従業員数、製造出荷額等は、 100か所、 2,219

人、268億1525万円であり、シェアは、3.09%、2.68%、

2.82%である。また 2003'.tf三の東京都は、 137か所、

3,968入、493億6410万円であり、シェアは、4.23%、

4.79%、5.18%である。これより、日本の三大銘菓に

挙げられる京都や石川県も、大消費地である東京と比

べると事業所数、従業員数、製造品出荷額等ともに劣

ることがわかる。

b京都府内 ここでは、京都市とその他の地域（京都

府内）の比較から近年の京都府内の和菓子産業の状況

を述べる。表I-1-2によると、 2003年の京都市

では、各々96か所、 2129人、 264億 1718万円とな

っており、京都市を除く京都府では、14か所、339入、

18億 550万円となっている。したがって、京都府に

対する京都市の各項目のシェアは、 87.2%、86.3%、



93.6%になっている。これより、京都府内の和菓子産

業は、他の都市に比べ消費量の多い京都市に著しく集

中していることがわかる。前述の都道府県別シェアの

結果とあわせて考えると、和菓子産業は近年大消費地

に比較的集中していることがわかる。

③製造販売などの推移 ここでは、過去の工業統計デ

ータを用いて、事業所数、従業者数、現針合与総額、

原材キSt使用額等、製造品出痔額等、付加価鑑額の推移

を見ていこうと思う。

a事鶏ヲ号数事業庁数の推移の鞘教は、なによりも減

少し続けていることである。図I-1-1によると、

図I-1-1 京都の生菓子産業事類奇数の変化

事業所数

250 
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100 

50 

。
1980 1985 1993 1998 

（資料）『工業給十調査』（各年版）から作成。

b従業員数図I…1-2によると、 1985年以降

減少し続けている。また、 1980年から 1995年にか

けて 3500人以上を保っていたが、その後急激に減

少している。ここでも和菓子産業の衰退、後継者問

題の影響を受けていると考えられる。

c一人当たり年間現金給与総額図I-1-3に

よると、1998年をぜークに小さな山型のグラフにな
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1980年にかけて 200を超えていた事業所数も 1985

年には200を下回り、2000年から2001年に大幅に減

少し、近年は100前後となっている。これらは、後継

者不足の問題、和菓子産業の低迷が影響していると考

えられる。

表I-1-2 2003年京都府内の生菓子産業

地域 事業所 従業者数 製造品出荷

数 仏） 額等（万円）

京都市 96 2,129 2,641,718 

京都市以外 14 339 180,550 

（資料）『工業統言河湾査』 2003年より作成

2000 2003 （年度）

っていることが新教的である。 1992年、 1993年に

はバブノL経済の影響カ金額が増えている。その後、

1998年以降は務士減少し続けており、 2003年には

260.4万円と 1998年に比べ、 80万円近く減少して

いる。このような年間の1人当たりの給与の低下は、

後継者不足問題を加速することになるかもしれない。



国I-1-2 京都の生菓子産業従業員数の推移

4500 

4ほお

3500 

3000 

2500 

2目指

1500 

1ぼお

500 。
1980 1985 1992 1993 1995 1998 20(刃 2002 2003 

（資料）『工業統計調査J]（各年版）から作成。

図I-1-3 一人当たり現金給与総額の推移

（万円）

400 

350 

300 

250 

200 

150 

100 

50 

0 
1980 1985 1992 1993 1995 1998 2ぼお 2002 2003 

（資料）『工業統計調査』（各年版）から作成。
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（年度）

A 

（年度）



図I-1-4 製造品出碕額1000万円に占める原材キヰイ吏用額等の推移
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（資料）『工業統前調査』（各年版）から作成。

d製造品出荷額 1000万円に占める原材料技用額等

鴎I…1-4によると、製造品出帯額に占める原材料

使用額の割合は、バブル経済崩壊後、わずかに減少し

たものの、その後はほぼ一定に保たれている。ここか

ら、和菓子において必要不可欠である高品質な原材料

の維持に努めていることがうかがえる。

eまとめ これらの推移に共通していることは、 2000

年以降数値が特に減少＼していることである。これは、

近年の食生活の変化に原因しているのだろうか。それ

とも、後継者不足の問題が影響しているのか。近年の

不景気が原国だろうか。それとも、これらの組み合わ

せによるものだろうか。以下、ヒアリング調査やアン

ケート調査の結果によって、これらの疑問を解明した

。
、、、．uv

2節業況

[1］府内京菓子業界の景気動向

最初に注意すべきことは、京都の和菓子産業は従業

1～3人の事業所割合が高く、地元や神社仏閣と密

した一店主義の経営が多いとし1うことである。し

たがって、従業員4人以上を対象とする公的な統計

資料からは、なかなか鞘致が見出せない。そこで、

私たちは、独自にアンケート調査を行ったO 京都府

60通の返信を

いただいた。以下の章でもこのアンケート調査の結

果が用いられている。

図I-2-1 和菓子の購入用途（上位2つ）

% 

100. 

90.0 

80.。

0.0 
億人消費お土産 贈答用 催事用 茶道用

（資料）独言アンケート調査から作成。
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鴎I-2-1は、どのような用途で購入するお客

が多いか、上位2つを選んでもらったアンケート結

果である。ここから分かるように、和菓子は、主に

個人消費、贈答用、土産用の需要が中心である。ま

た、催事用、茶道用とあるように京都は数多くの神

社仏関・茶華道の家元という毘定客に支えられてい

る、とし1う鞘数があげられる。加えて、最近では、

スーパーやコンビニエンスストアなどでも和菓子が

取り扱われ、販路も多様化している。つまり、これ

らの新興こ注目することが、動向を把握するうえで

者効になる。

図I-2-2は近年の京都府における和生菓子

出荷金額の推移である。2002年から減少しているも

のの、横ばいである。その間にどのような動きがあ

ったのだ、ろうカミ京都府中小企業センターの発行す

る清報誌で詳しい分析がされているので、上述の2

鞘教に留意しながら、2000年から年次ごとに見てみ

ることにしよう。

①12000年1) 寺社や茶道の家元等の固定客向けや

進物・贈答用の菓子を扱っているところは、比較的

安定している。また、京菓子職人を主人公にしたテ

レビドラマの放挟により、府外でも和菓子への関心

図I-2-2 京都府和生菓子出荷金額推移

I'¥ ........ .. ~ _1fi7nR 

が高まっており、一部では手の込んだ菓子の売れえ子

きがよくなり客単価が上がる等の効果も現れている。

しかし、京菓子には寺社等古くから毘定客が多く、

京都の名産品として従来からの根強い需要を確保し

ていることから、当初期待していたほどの売上増に

はなっていないとの声も多い。このほか、大量生産

による低価格品との競争が激化しているのに加え、

消費低迷の影響で企業の展示会での土産物用等大口

の需要も減少、しており、全体の売上高は減少傾向と

なっている。

②12001年2) 寺社や茶道の家元などの富定客向け

の菓子を扱っているところは、比較的安定している。

しかし、景気低迷の影響で企業向け大口需要が回復

せず、観光土産や日常消費用等個人向け需要も振る

わないことから全体の売上は持び悩んでいる。こう

した中、規模の小さな業者の中にもスーパーマーケ

ットに商品を卸す等販売チャネルの拡大に努めてい

るところもあるが、大量生産方式をとる大規模業者

との価格競争は厳しさを増している。また、 2000

年夏に発生した食品への異物混入事件以降、製品の

品質管理に対する要求が厳しさを増している。

側側翻蜘側側側脚
内初判鉱ぬ民筏時間5

司....... 

~493 

つ71ミ7?
司，

’ 27485 

1999 2000 2001 2002 2003 （年度）

（資料） r工業統計周査Jから作成。
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③12002年3) 長引く景気低迷を受けて低調に推移

している。寺社や茶道の家元など呂定客向けの菓子

は、安定した需要はあるものの、習い事人口の減少、

等から数量は減少の傾向がある。また、企業法人向

け大口需要が回復せず、全体の売上を減少させる大

きな要因となっている。日常消費用等個人向け需要

は、スーパーで、の安価品に需要が集まる傾向がある

が、スーパーに商品を卸している企業についても、

消費低迷の影響を受けて売上は伸び協んでいる。

④12003年4) 長引く景気低迷や生活様式の変化の

影響を受けて低調に推移している。寺社や茶道の家

元など関定客向けの需要は安定しているものの、企

業向け需要は落ち込んだまま回復しておらず、売上

を減少させる大きな要因となっているO また、家庭

向け需要については商品単価の低下は見られないも

のの、世帯人員の減によるまとめ翼いの減少や、

表I-2-1 近年の景況（上段：度数、下段：%）

良い

合計 57 2 

100.0 3.5 

1～3 26 

100.0 

4～9 10 

100.0 

10～19 5 

100.0 

20～29 5 

100.0 

30～49 6 2 

100.0 33.3 

50～99 2 

100.0 

100人以上 3 

100.0 

（資料）独自アンケートから作成

中行事の過ごし方の変化からひな祭りの菱餅の売上

が大幅に減少するなど、厳しい状況が続いている。

観光土産など贈答用については、日持ちのする干菓

子が売れ筋となっているが、数を絞り込む動きに加

え、中心単価も低下しており、苦しい状況にある。

⑤12004年5) 長引く景気の低迷や生活様式の変

化の影響を受けて軟調に推移している。寺社など

固定客向けの需要は安定しているものの、企業向

け需要は落ち込んだまま回復しておらず、売上げ

を減少させる大きな要閣となっている。また、も

ち米など原材料が高騰するなか、家庭用商品では

商品単価の下落がみられるなど、収益確保が厳し

い状況が続いており、観光土産用やギフト用など

贈答用に3齢、ブランド銘菓を持つ店とそうでな
い店との格差も広がっている。

やや良い ふつう やや悪い 悪い

6 19 21 9 

10.5 33.3 36.8 15.8 

6 11 9 

23.1 42.3 34.6 

6 3 

10.0 60.0 30.0 

1 4 

20.0 80.0 

2 3 

40.0 60.0 

1 2 

16.7 16.7 33.3 

50.0 50.0 

1 2 

33.3 66.7 
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[2］独自アンケートの集計結果より

表I-2-1では、近年の景況を開いたものを

従業員別に集計している。合計でみると、「ふつ

うJrやや悪しリとし1う回答が多い。従業員定ljで
見ると 1～3、4～9人といった比較的小規模な

ところでは「やや悪しリ「惑いjが多く、 20人以

上、 100人以上の中・大規模なところになると「良

しリ「やや良しリとしづ毘答も多くなる。

表 I-2-2は3年前と比較した売上高を開

いたものである。合計でみると、「やや増加jか

ら「かなり減少jまで分布している。従業員加で

見てみると 1～3入、 4～9人のところでは減少

傾向にあり、 20人以上、 100人以上のところでは

やや増加傾向にある。これをみると、小規模吉と

中・大規楊吉の間で格差があるようだ。

表I-2-2 3年前と比較した売上高（上段：度数、下段：%）

合計 かなり増加 やや増加 変わりなし やや減少 かなり減少

合計 56 1 11 12 19 13 

100.0 1.8 19.6 21.4 33.9 23.2 

1～3 27 2 5 10 10 

100.0 7.4 18.5 37.0 37.0 

4～9 8 4 4 

100.0 50.0 50.0 

10～19 5 2 2 

100.0 40.0 20.0 40.0 

20～29 5 3 2 

100.0 60.0 40.0 

30～49 6 1 2 2 

100.0 16.7 33.3 16.7 33.3 

50～99 2 1 

100.0 50.0 50.0 

100人以上 3 3 

100.0 100.0 

（資料）独告アンケートから作成
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では、その原因は何であろうか。表I-2-3

は景況の惑い原因を上位2つ選んで、もらった結果

である。合計でみると、曜の減少Jr催事や行事
の減少・簡素化jが多い。また、代替品と考えら

れる洋菓子の影響は、それほど感じてないようで

ある。菓子消費の習慣としづ意味では互いに補完

しあうのか、もしくは食す行事が重ならないので

影響は小さいのかもしれない。また、後継者問題

を挙げているところでは1～3人のところが多

い。一店の家族経営のところでは高齢化が進み、

手作りが基本の労働が負担となっているようで

ある。

表I-2-3 景況の悪い原閣は？上位2つ（上段：度数、下段：%）

合計 1～3 4～9 10～19 20～29 30～49 50～99 100人以上

合計 34 18 5 4 3 3 

100.0 52.9 14.7 11.8 8.8 8.8 2.9 

客の減少 20 12 3 2 2 

100.0 60.0 15.0 10.0 10.0 5.0 

安全錆生面
3 1 

への対応

100.0 33.3 33.3 33.3 

後継者問題 5 4 

100.0 80,0 20.0 
I制定住「
iロコユ寸4 ¥ I 

の減少・簡素 11 5 3 2 1 

化

100.0 45.5 27.3 18.2 9.1 ， 

和菓子人気
5 3 

の低下

100.0 60,0 20.0 20.0 

洋菓子など
1 1 

新規参入

100.0 100.0 

その他 9 5 2 1 

100.0 55.6 22.2 11.1 11.1 

（資料）独自アンケートから作成。
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最後に、今後経営規模をどうしていきたいかを

開いてみた（表I-2－針。合計で見ると「現

持関jに備りが見られる一方で＼ 50人以上の

大規模なところは「拡大したしリと答えている。

小規模の事業所の割合が高い（独自アンケート

では約半数）和菓子産業だが、高齢者問題等の影

響を受けていることから、やや分解が進む可能性

がありそうだ。しかし、一子相伝の技術もあり、

それが失われることが懸念される。また、経営管

理も重要となるであろう。中・大規模のところで

は拡大に意欲的なことから、今後、産業誇造にも

変化が見られるかもしれない。今後の動向に注視

していきたい。

注

1）以下の言己主は、京都府中小企業総合センター

WM&T総合センターJ清幸岡、 2000年5月よ

り引用。

2）以下の記述は、向上資料、 2001年 5月より

引用。

3）以下の詰主は、関上資料、 2002年 5丹より

引用。

4）以下の言5さは、京都府中小企業総合センター

『M&Tきょうとよ 2003年5月よりヲ開。

5）以下の記述は、京都府中小企業技幹子センター

[[M&Tきょうとよ 2004年5月より引用。

表I-2-4今後経営規模をどうしていきたいか。（上段：度数、下段：%）

合計 1～3 4～9 10～19 20～29 30～49 50～99 
100人以

上

合計 56 25 10 5 5 6 2 3 

100.0 44.6 17.9 8.9 10.7 3.6 3.6 1.8 

拡大したい 12 2 2 1 2 2 3 

100.0 16.7 16.7 8.3 16.7 16.7 25 

罪決維持 41 21 8 3 3 6 

100.0 51.2 19.5 7.3 7.3 14.6 

縮小したい 3 2 一

100.0 66.7 33.3 

（資料）独自アンケートから作成。
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II 和菓子発展の要因～なぜ京都なのか～

1節歴史的要因

第I章では京都の和菓子産業の業界講造や、製造・

販売推移等の近況について見てきた。しかし、京都の

和菓子すなわち京菓子が、ここ近年の営みの中で生み

出されたものなどではなく、伝統と融け合って、歴史

と共存しながら、日本の四季折々の美しい風景や装い

を映し出しつつ作り上げられたものであるというのは

うまでもないことである。

では、今日まで京菓子を支え、発展させてきたもの

は何だ、ったのだ、ろうか？それは京都に生きる、ひいて

は日本に生きる人々の生活とその歴史そのものである

と言っても過言で、はない。京菓子は、長い歴史の中で、

中国大陸やヨーロッパ大陸をはじめとする権外の国や

地域と深い関係があるだけでなく、神社仏閣の興隆や

茶道の発展、信仰行事や伝統行事等の営みとも強く結

びついている。

この章では、今自に至る和菓子の躍史を概観すると

ともに、これら様々な方向から京都の和菓子の歴史

的・文化的発展要因を探っていきたい。

表II-1-1 和菓子の時代

年代 西暦

奈良E割t
平安自制~

8～11掛己

金総E寺代

南北朝日朝交
12～14世紀

室町官割~

安土桃山日新t
16世3紀

江戸日寺代 17～19世紀

明治時代

大正E割t以降
19世紀～

（資料）財団法人北陸経済研究所『北陸経済研究』

[1］和菓子の歴史とその変遷I) （表II-1-1)

日本における「菓子Jの起源は、木の実・草の実な

どの果実や、米、麦、立などの穀物類を焼いたり干し

たりし、単純な加工を施して餅や団子状にしたものを

総称して「くだものJと呼んでいた上古5割勺まで遡る

ことができるといわれている。菓子と果物という

にその混同の跡がうかがえるのはこのためである。

しかし現在、私たちがイメージする「菓子jが、「米

をはじめとする穀物などの様々な涼材料に、人や機械

の手を加えて作る加工食品Jとすると、そのルーツは

奈良5割勺から平安時代初期にかけて遣唐使によっても

たらされた唐菓子に始まるものとされている。唐菓子

の鞘教のひとつに、米や小麦で、形作った生地を油で揚

げるとしづ調理方法がある。これは、中世以降はあま

り食されることはなくなったが、上流階級の食事や宮

中の行事などでよく用いられるもので、、現在でも奈良

の春日大社や京都の下型耕申社などに神鎮（しんせん）菓

子として残っているものもある。また砂糖がE本に入

ってきたのもちょうどこの時期で、鑑真が日本に来訪

した際の天皇への献上品とされている。

和菓子のZ寺代

上古E新号

唐菓子日新t

点心日新t

南蛮菓子日新党

京菓子・江戸菓子時代

和菓子・洋菓子共存日新t

f和菓子を考える」
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ただ、この断tで、は砂糖の生産制おま無かったため、
薬用として一部の上流F断長の関だけで重用されただけ

で、菓子の原料として用いられることはほとんどなか

ったO

次の発展として大き的支割を果たしたのは、鎌倉時

代から室町音寺代初期にかけて、中国人僧侶らによって

禅宗とともに伝えられた茶と点心で、あったO 一日二食

の食習慣で、あった当時、その中関にとる軽い食事のこ

とを点心と呼んでおり、羊葉キ簿類などその種類は豊

富で、あったO ただ、もっとも羊葉といっても当時は、羊

の肉や小豆、野菜を使った汁物に過ぎなかった。それ

が喫茶の習J震と結びつく過程で、現在の蒸羊糞のよう

な外見が美しく甘い蒸し菓子となり、鰻頭・団子など

に結びついていった。また、この時期は人々の関に格

差がますます広がっていった時期で、あり、同時に菓子

の世界においてもニ極分化が始まった時期で、あったO

すなわち、庶民はそれまでと同じような素朴で涼初的

な菓子を食べていたのに対し、一部の菓子は次第に上

流離おこよって庶民の下から高齢L、茶道の発達ととも

に美的趣味が高まっていったので、ある。このような背

景の中で、製菓技術も発展し、議添田で巧みな干菓子、

さお物、有職故実にこだわる鑑賞用菓子などが作られ

るようになり、これが「京菓子jの前駆となったので、

ある。

室町雲寺代の末期から安土桃山5割tには、1543年にポ
ルトガノレ船が穂子島に漂着したのを契機に、鉄砲、キ

リスト教とともにカステラ、ピスケット、ボーロ、

平糖、有平糖などの南蛮菓子も伝来した。南蛮菓子の

鞘教は、砂糖の大量使用と鶏卵の使用にあったため、

上述のように菓子に砂糖を用いることや鶏卵を食べる

ことがそれほどなかった日本人にとって、南蛮菓子は

原料や劉去などの点で和菓子に大きな変革をもたらし

た。植物性の原材料の使用を基本とする和菓子にあっ

て、今なお鶏卵だけは例外的に使用されているのはこ

の名残である。このように、日本国有の食べ物に見え

てしまう和菓子が外国からの食文化の流入を契機に発

展してきたというのは興味深い。

外菌の食文化の影響を受けつつ、江戸E朝交も、日本

の菓子は変化を遂げていった。江戸5新党は、日本の藤

史上まれに見る安定した社会を実現し、食文化も大い

に発展を遂げている。上方を中心として元禄文化が花
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聞き、模写を凝らした工芸や友禅染が流行し、美しく

彩られた染織や工芸の美意識が菓子にも影響を与え、

こうした背景の中でいよいよ陸料虫告の菓子文化が開

花することになったO 有職故実にこだわる鑑賞用菓子

は、宮廷貴族・寺院・武家などに愛好されるとともに

茶道の影響を受けてますます洗練され、花器嵐丹や古

典文学にちなむ意匠キコ銘を持つ菓子が次々と生み出さ

れたむそれらは、「上菓子（献上菓子）Jあるし1は「御

用菓子Jと呼ばれるようになったO その後、京都の菓

子苛（菓子屋）は、江戸をはじめ金沢など5都審に呼ば
れて広がり、こうした菓子が f京菓子Jと呼ばれるよ

うになったO つまり当時は京菓子とは京都で作られる

上菓子のことを指したのである。一方、江戸では気取

らない餅菓子や団子類が庶民にもてはやされた。向島

の桜餅、浅車の米まんじゅうなどその数は枚挙に暇が

ない。これらの菓子は、城下町、門前町、宿場町や各

地名所の菓子躍で売られ、また店を構えず行商するも

のも王射しるなどし、活気あふれる菓子文化が大成する

ことになったO

明治；主観努は、京菓子業界にも大きな打撃を与えたが、

八つ橋、五色豆、米菓などに発展したものも多く、京

都の菓子業界は大正後期から昭和初期にかけて隆盛を

みるに至った。他方、明治期には、西欧文化とともに

多くの洋菓子がもたらされた。当初は、高価で、あった

上に、バターなどの洋風材料になじみがなかったため

にそれほど広がりは見せなかったものの、次第に人々

の関心を集めて受け入れられるようになり、洋菓子の

需要が増加するようになった。この傾向は、戦麦から

現在に至るまで、生活様式の洋風化が進む中で、若者

を中心に急激に加速している。

ただ、こうした動きの中で、和菓子業界において売

り上げが大幅に減少したかと言うと必ずしもそうでは

ない。和菓子の持つヘルシーさが見直される中で、百

貨店やスーパー、コンビニエンスストア等で和菓子が

取り扱われることも多くなっている。京菓子業界の中

では、これらの店に製品を納入するなどして販売の拡

大を図るところも見られる。一方、小規模ながら 1店

主義に徹して堅実経営を守る店も多く、これらの店で

は神社仏閣や茶道の家元などの固定客への販売や、地

域の伝統行事や歳時記等に密着した販売によって、比

較的安定した経営を行っている（表II-1-2）。



以上が今自に至るまでの、和菓子の歴史の変遷の概

要であるが、京菓子の歴史的・文化的要因という義弘長

から京都の和菓子の発展を考える際には、後者のよう

な職人気質の経営を行っている店にそのルーツを探る

ことができると言えるだろう。そこで次節では、京菓

子の発展要因として⑪申社仏関並びにその周辺から②

とその歳時記の2点からその歴史的・文化的発展

について見ていきたい。

表II-1-2 多い客層（複数回答）

多い客層 件数 （全体）%

観光客 27 45.0 

地元客 47 78.3 

寺社・仏関 14 23.3 

法人・団体 8 13.3 

その他 8 13.3 

合計 60 100.0 

（資料）独自アンケート調査より作成。

図II-1-1 京都にある主要な神社仏関
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[2］歴史・文化に見る和菓子の発展2)

。耕土仏閣関係並びにその周辺から（図II-1-1)

a神僕・仏供菓子上述にあるように平安Z新号におい

ては、民衆の間で、稲、麦、立などの穀物類を加工し

餅や団子にしたものを食し、上流陥Jえでは唐菓子、も
しくは大豆餅やせんぺい等を食べていたとされる。同

様に神銀・仏供菓子についてもそのルーツをこの時期

に探ることができる。

神銀・仏供については、平安中期に記された法典で

ある『延喜却に詳しく書かれている。そこで、は、菓

子のルーツになる菓は田島馬守が持ち帰ったとされる

橘（現在の柑子蜜柑＝在来種の蜜柑）であり、作菓は

おしごめ（＝米と蜜をあわせて；抄った物）、主録買（口小

麦粉を練って作りその頭をひねって油で、揚げたもの）、

勾餅（ニ米や麦の粉を蜜付金で練り、藤や葛がまきつ

いた形にして油で揚げたもの）であるとされている。

神撲はこうした菓子であり、中世末期に成立し、それ

ぞれの神社仏関に伝えられたとされている。



また、江戸E新え（18世紀後半）の考古学者である

藤貞幹の著した『集古図Jには、上賀茂・下聖書神社、
員大社、祇園社などの例祭に供えられた神鎮菓子

について詳しく書かれており、その姿を知ることが

できる。例えば上賀茂神社の神僕菓子では、船形の

器に盛った船御飯や、船形の餅 48枚を船形の器に

盛った船御餅、槍皮（ひわだ） 2枚に小さな餅をは

さんで査で巻いたものの先に蓬をさした檎皮綜、御

飯、御団子が供えられたとされている。また、儀式

の後に催す f饗繕（あえのぜん）の儀Jでは、ぶと、

まがり餅、干魚、勝栗が出される、とある。措皮と

は、杉・捨（ひのき）などの樹皮のことを指し、ぶと

とは、麦粉と対句＼を7:2の割合で調合したものを

水で、練り、それに大豆粉の練ったものを挟んで、2つ

折にして胡麻油で揚げた鮫子形のものである。まが

り餅とは、麦粉を練って紐状にしたものを輪にして

3つ折にたたみ、胡麻油で揚げたものである。

また仏供に関しては、京都では仏壇に供える小餅

を「おけそくさんjと呼び古くから親しまれてきた。

特に、鎌倉Z寺代から広められた浄土真宗の寺々では

供物のことを「けそくj と呼び、各宗派によって供

物の種類や盛り方は異なるものの、白い小餅や色っ

き小餅、落雁、羊襲、紅梅糖、鰻頭、栗、柿等々多

岐に渡る供物が盛られており、それは現在もなお続

いている。

江戸自制えには、神社仏閣と菓子患の関係が深くな

っていく。すなわち参詣者・檀家への供物として、

各寺社の紋章をかたどった菓子で、ある「御紋菓jが

例祭や法要の席のために作られるようになったので、

ある。それは、神社の紋を型押しした落雁で、あった

り、靖明神社のように以前は落雁で、あったものが紋

章を押した鰻頭に変わったり、社寺の事情によって

様々だが、いずれにせよ現在まで受け継がれている

ものがほとんどである このことは、神社仏閣と和

との結びつきの深さを物語るものであろう。

b社寺参拝と門前茶屋 ここまで、神社仏閣と菓子

との結びつきについて述べてきたが、当然のことな

がら、菓子はその周辺地域とも密接な関係を保って

いる。その1つが門前茶屋の相生で、ある。中世、神

社・仏閣の円前は神仏との交渉の場に通ずる聖なる

境界で、あったと言われており、人々は無病患災を祈
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って社寺に参拝し、そして門前の茶屋で菓子をつま

みながら茶を飲み、しばしば談笑して疲れを癒して

いたのである。すなわち、そこは憩いの場として人々

にとって重要な位置を占めていたのである。

代表的なもので言えば今宮神社のあぶり餅、上

賀茂神社・清水坂の焼き餅、下型餅申社の御手洗団子、

上御霊神社の麿板、北野天満宮の長五郎餅様車章〉

と粟菜、東寺のどら焼き、伏見足詰荷大社の味噌煎餅

などがあり、その種類は豊富である。

②茶道とその歳時記から 元来、単に果物や木の実

のことを指した菓子が、供物や庶民的な茶菓子にと

どまらず、美しい菓銘を持つようになり、ある種の

芸術作品と呼ばれるようになるまでに発展した背景

には、茶道・茶の湯の柄生カミあった。

茶道の大成は、室町後半から安土桃山にかけての

千利休の担割叱までさかのぼる。手lj休の頃の茶席菓子

はまだ、干し椋や焼き栗などの果実そのもので、あっ

たり、焼き餅やせんぺい類、豪華といってもせいぜ

い麦の粉を薄く溶いて焼いて、甘味噌などをつけた

「ふの焼きj程度で、あったO 当時は戦乱の真っ只中

で、あったから、そんな時代に優雅な菓子を作る余裕

などなかったので、あるD ただ、このような質素で素

朴な菓子は、茶道の祖を敬う気持ちゃ「わひ深Jの

精神から現在でも作られ、茶道の席にも頻繁に用い

られている。

茶道が本格的に発展していったのは利休の孫、

旦の日新tからである。京旦から出た三千家、すなわ
ち表千家、裏千家、武者小路千家の発展とともに、

茶席菓子もレパートヲーを広げ、色・形なども極め

られていき、表盟－1… 3にあるような四季や花鳥

風月と調和した芸術性の高い雅味のある姿を持つよ

うになっていったO また、このような動きの中で17

世紀後半の元禄の自制えになると、菓子の製造技術の

向上から、総資も増加して意匠を凝らし菓銘も工夫

された菓子がどんどん登場するようになったO やが

て茶道の発展とともにそれらの菓子を知ることが男

性の教養の1つになり、生活の中で菓子を楽しむと

いう習J撲が定着していったので、ある。このようにし

て茶席菓子は元禄のE割えにほぼ大成し、その後幕府

の保護を受けるなどしながら現在にまで発展してき

たのである。



表II-1-3 四季と和菓子

節 菓子名 補足

「干支菓子J 干支にちなんだ菓子

f勅題菓子j 歌会始めの勅題にちなんで作られる

f未開紅jfこぼれ栴Jr耕~梅j f梅衣Jr花衣」 梅を銘に持つ菓子（古代は花といえば梅で、あった）
春 f紅椿j 「椿餅J 椿を銘に持つ 裏千家の茶会にて用いられる

「桜餅j 「花がすみJr花筏j 「桜花J 桜を銘に持つ桜にちなんだ菓子は多種多様

「花見回子J 庶民的菓子として人気を博す

f唐衣j 初夏に出されるかきっばたを銘に持つ菓子

「葛きりJ 元々は中世の僧侶の点心である「水織j

現在では高級な地位を得ている

f葛鰻頭J 葛独特の柔らかさ、風味を持つ

初夏から初秋にかけて茶席に出される

焼いた餅の上にゆで小立をのせたもの

「鳥羽玉j
－駒内，.，セ立本雪 d与六ァ

られる霊E…’…／川J -

とは檎蔚。 こと

「綜J の節句や抵園祭で用いられる

f錦玉かんJ 寒天菓子の基本 裏千家でよく用いられる

浜土産j 勝自の菓子の一つ 昭和の菓子

f桔梗餅J 棚火の七草の一つ「桔梗jのちなむ

月見「由子J

「この丹j f十六夜j 「残月J「弦月J 月を銘にする菓子も多種多様

「雁瀞工j 「初雁J 雁にちなんだ菓子

f鹿の子餅J「栗鹿の子J 、鹿の背、をモチーフにした菓子

秋 「小豆の鹿の子J「小牡鹿j

「栗まんじゅうJr山づと」「栗きんとんj 栗にちなむ菓子

いずれも栗の味そのものをベースに置く

f新 E餅j 「まさりぐさJ 菊の花を銘に持つ菓子も豊富である。

「菊まがきJ「万寿薬Jなど

f山路JrきぬたJ 紅葉にちなんだ菓子

「吹帯j オ司会らし、木の葉がモチーフ

「千歳飴J 七五三に関係なく、それ以前江戸初期に生まれた菓

子
Aζ f雪餅J 雪にちなむ菓子京都では初雪を愛でる慣習が前生

「沼鰻頭Jr風;/tJ「織音：日Jr高砂まんじゅうJ かつては、行酪でも売られた庶民の菓子
現在は、冬限定の高級菓子に

「玄猪J 裏千家を始め、茶会では定番

「寒牡丹j 牡丹がモチーフ

（資料）辻ミチ子『京の和菓子』中公新書， 2005年、 JI蹴道喜『和菓子の京都』岩波新書， 2004年より作成。
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ただ現在の茶道業界を考えた際に、 f茶道人口の急

激な増加によって、どうしても茶道人としてのきめ

縮かし酒由意ができなくなって、茶の湯の患が1つの

客脊せセレモニーとなってしまっている感があるj

fあまりにも企業化、マンモス化して、その系出哉自

体が家元の手を国留もて肥大化してしまっているJ3) 

とあるような、業界の肥大化により、菓子を通じて

B本特有の告然や四季の移り変わり、人の心などを

感じ取るという茶道の本当の精神からの事離や、菓

・氾濫による京菓子自体の質の低下と

いった危棋がある。

それゆえ、茶道と との関係、を振り返る際に

は、上で述べたように、どうしづ経緯で京菓子が茶

と共に発展してきたのか、という点について改め

て考え直す必要があるだろう。

1）以下は下記の文献を参考にした

第2編業界の概要 2005年

(h批判www.mtc.pref.勾roto.jp/tenbo/2005/pdf/

2士l.pdf)

財団法人北緯経済研究所 開ヒ陸経済研究』

「和菓子を考えるJ

2）本節については下記の文献を参考にした

辻ミチ子『京の和菓子』中公新書， 2005年

JI鵠道喜『和菓子の京都』

岩波新書， 2004

前出『北陸経済研刻「和菓子を考えるJ

3）前出『和菓子の京都J

2節地理的要因

現在、和菓子にはさまざまな材料が使われている。

物流が発達し、遠方で生産されたものも気軽に使え

る日新tとなったO しかし、かつてはそのような状況
ではなく、~でおきされたものし州吏用できなか

ったので、はないだろうカモ。そのように考えると、京

都で古くから和菓子が発達したのは、京都周辺に和

菓子の材料となるものが生産されていたからだと

えることができるであろう。ここでは和菓子にとっ

て代表的な素材をいくつかあげて、その生産が盛ん
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で、あった地域と、その歴史を考察していきたいと

フ。

［日小豆

現在、和菓子店において小豆をまったく使用しな

いところがどれほどあるだろうヵ、小豆は和菓子の

註界において欠かせない前主であり、重要な荷主で

ある九京菓子の発展を支えた小豆は、丹波（現在

の兵庫中部山間地～京都中部山間地）地方で生産さ

れた小豆で、あるとされている。現在でも、こだわり

の和菓子を生産するrnでは、この地方の小立を用い
ている。以下では、丹波地方における小豆生産の摩

史と発達の地理的要因を考察していきたいと思う。

①丹波地方における小豆生産の始まり 丹波地方

における小豆生産は、794年に都が造営されてから、

丹波出雲の菌、馬路（現在は京都府にj議する）の豪

族が上京する際に宮中への献上物として土地の小立

を贈ったといわれている。したがって、生産はその

頃から始まっていたと思われる2）。

ブむ納言小豆発祥の地といわれる兵庫県丹波市氷上

町春日地区東中は、現在、春日大納言小豆の生産が

盛んであり、その品質は日本最高級である。ここで

いっ生産が始まったのは定かで、はないが、「丹波氷上

郡忘jによると「寛永二年（1625年）領主青山下野

守（亀山藩主）、本郡国領村東中に産する小豆は他の

種類に比して優良なるを糞揚し、特に庄屋に命じ、

精i鎖重一石を納めしめ さらに其の内よりー斗を特

選して、幕府に駄納す。幕府はその幾分を京朝百卸所

に献ず。Jとある。つまり、 1625年に、現在の氷上

町春日地区東中で生産された小豆150キログラムの

うち15キログラムを精選して藩主が幕府に献上し、

さらに幕府は天皇への献上品としてそれを重宝した

ことが言百議に残っているのである。よって、江戸時

代には小豆の生産が氷上で、始まっていたことがわか

る。

その後、 1704年、亀山藩主はこの地に産する大粒

の小豆を賞賛し、庄屋に対しその大量生産を命じた。

そしてこの小豆を、煮ても媛が割れない様から、大

納言が宮中で抜万しでも切腹しないで済むことにな

ぞらえて、「大納言小豆Jと呼ぶようになったO そし

て春日地区で、生産された丸納言小豆を

小豆j と呼ぶようになったので、ある。



当時、大量生産といっても、小豆生産は手間がか

かる割には儲からないので、ほとんどの農家は田ん

ぼのあぜの端に小豆の種を植えて和音していたへ

この形式は長く続き、1980年に米の生産調整が行わ

れるまで続いたといわれる。ちなみに、現在では草

刈等を機械で行うため、あぜの端に植えると雑草と

一緒iこ刈ってしまう。したがってこの形式の生産は、

現代の商品作物生産という観点からすれば無理があ

る4）。

②春日大納言小豆の懸史大納言小豆は北海道で

も京都でも生産されているが、春日地区で生産され

る大納言小立は最も品質がよく大粒であり、京都の

高級和菓子店から求められる5）。

日ブ℃納言小豆の幕府献上は、明治維新まで続け

られた。また前述したように、 1980年に米の生産調

整が実施されるまでは田んぼのあぜの端で、主に自

家用に生産されていたベ

いた土地で、京都の和菓子店の要望も

である春日

ったのである。

③春自大納言小豆が発蔑した地理的要因小立は、

ことであるが、夜需冷え込むこと

と、よい水という 2つの条件が揃わないといいもの

が生産できない。丹波はこの条件を満たしているの

である。

また、丹波の中でも京都府と兵庫県では事情が違

う。京都では「京ブランドjで京野菜のほうが儲か

るので、小豆生産が兵庫と比べて発達していない。

京都府全体の大納言小立生産量は、兵庫県の中の、

日地底を管轄するJA丹波ひかみ単独の生産量と

ほぼ向規模である。

ね毎道と比較すると、耕作面積は100分のl程度

であり、必然的に集約的に生産することになる。そ

のため品質のよいものができる、ということも春日

大納言小立が発達した地理的要因としてあげること

ができるだろう。

④まとめ 現在小豆の最高級品として重宝されて

いる春日ブ域内言小立は、意外にもその歴史は浅い0

1980年に米の生産調整が行なわれるまではあぜの

端で生産していた程度であり、小豆生産に力を入れ

るようになったのはその後のことである。さらに春
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日大納言小豆が不作のときは「赤いダイヤj と呼ば

れるほど値上がりし、またもともと生産量も少ない

ため京都の和菓子店の中でもブランドカのある店し

か用いることができなしげ）。春日大納言小豆は京都

の和菓子店全体の10分の1程度ということである。

それでも京都の和菓子界から非常に高い言軒高を得て

おり、需要がなくなることはない。

現在JA丹波ひかみで、は春日ブ℃志向言小豆を、品質
を落とさずに生産量を増加させるためさまざまな努

力をしている。最高級の小豆は最高級の和菓子を支

えているため、これからの春Eブ域内言小立のさらな

る発展が望まれる。

〔2］茶

和菓子の発展において茶道の柄生を鰐見すること

はできない。現在でもお茶会等では和菓子が出され

ることが定例であり、流派によっては「御用達Jと

している和菓子店をもっているところもある。

うまでもないが、京都においてもっとも帯名な

茶の産地は宇治である。ここでは宇治茶を中心に茶

、きたいと思う。

①話本における茶の始まり 日本に茶が入ってき

たのは、奈良5寺代以降の活発な日中関係による。 f日
本後系叫にも、 815年「嵯峨天皇に大僧都永忠が党

釈寺において茶を煎じて奉ったJとある。とりわけ

中国唐代、最澄と空海によってもたらされた茶は、

平安京の宮廷と寺院に認められ、当時の文化形成の

一翼を担った。しかし、この茶の文化は、律令国家

体制の動揺と中国唐の衰退が原因となって衰退するO

新たな展開は、 1191年、栄西（1141～1215）が

中国宋代の茶の種子と抹茶法を日本に伝えたことで

始まる。真偽のほどは明らかでないが、京都宇治に

残る伝説によると、栄商は京器対母尾高山寺の明恵よ

人に茶を贈ったとされている。またそれは、明恵、が

京都樽尾の地を朝廷から付与され、高山寺を中興し

た1207年前後とされている。

明恵は、栄商から贈られた茶を栂尾の山中、深瀬

の地に構えたとし1う。これが「栂尾茶」の始まりで

ある。栂尾茶はのちに「本茶」として日本第一の評

判を得ることになる。



G刑台茶の誕生と f多様Jとしての宇治茶栂尾茶
が誕生した後、後嵯峨天皇の宇治訪問をきっかけと

して 13世紀の中葉に明恵が宇治に茶閣を開いたと

されている。これが「宇治茶Jの始まりである。

栂尾茶や宇治茶の誕生が事磯となり、 14世紀、日

本各地に茶産地が誕生した。例えば「奈長茶J、円安

があげられる。鎌倉末から寓i也事割えは、
流通経済が発達した日制えであり、そのこととあいま

って茶が急速に広まったとし1える また文物も問時

に広がり、栂尾茶を日本第一とする患潮も広がったO

南北朝自寺代における日常生活を綴っている「異制庭

訪！往来Jには f我が朝の茶の窟宅は、栂尾を以て本

と為す抱Jとある。

南北朝から室町B寺代にかけて、「闘茶jとし1うゲー

ムが流行った。これは茶を飲み比べてその茶産地を

当てるゲームである。長新導性が非常に強く、足手lj尊

氏は法令によりこれを厳禁したが効果はあがらず、

むしろ日新吃を経るほどに様々な関茶の方法が考案さ

れていったO その最も基本となるやり方は、栂尾茶

を「本茶j とし、その他の茶を「非茶j として区別

するのである。ここでは、宇治茶も f非茶jの1つ

とされたのである。

しかしこの長器等性の強い厚鴻己を乱したゲームも、

茶産地を刺激したという一面は否定できない。

地はゲームで｛菌性を発揮しようと品質向上に励んだ

ことは想像に難くなし九宇治茶もその中で品質を高

め徐々に名声を高めていったので、あろう。

③宇治茶の隆盛南北朝時代において栂尾茶が本

とされ、宇治茶などが手探にされたのは前述した

とおりであるが、南北朝Z新t後半から室町E寺代には
変化が見られる。 1368～75年の関に成立した「遊

において、栂尾茶を「千金・黄金j と言軒高

している点ではそれ以前と変わらないが、宇治茶の

言判屈が高まり樽尾茶との差が小さくなっているので

ある。連歌作者として名高いこ条良基が 1383年に

した「十間最秘抄Jには、以下のような記述があ

る。 fしゅ￥に棒尾・宇治蒸などにありとも、仕立わろ

くては、己が花香もいたづら事告J。

また、室町自寺代の公家である一条兼良の作といわ

れる「尺素往来jは1439～1464年の間に著したと

言われているが、この書の中には「宇治は、当代近
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来御賞翫、栂尾は、此の間衰微の体に候といえども、

名の下虚らざるの諺、思食し忘らるべからざるもの

かJという一文がある。

以上のような史実からすると、南北朝5新党後半か

ら室時官制tにかけて宇治茶が栂尾茶に追し1っき、そ
して肩を並べたと言えるのではないだろう治、

しかし、宇治茶はこの填にはかつての栂尾茶のよ

うな最高の言軒高を得ていた、と言い切るには史実が

不足している。雷し吋云えではそういうことになって

いるが、それを証明する書物はないのである針。「宇

治茶の文化史Jによると、宇治茶が栂尾茶に替わる

名品として受容されたのは江戸日寺代になってからと

いうことである。また、宇治茶、栂尾茶が銘柄で呼

ばれる前には、山科茶と一括して呼ばれていた。そ

れは「祇盟社家事し記J1350年の条から知ることがで

きる。

④山科茶が発展した地理的要因現在の宇治市か

ら醍醐（京都市山科区南部）周辺で山科茶が発達し

たのは、その地域が京都と奈良のほぼ中間に位置し、

水陸交通の結節点として重要な役割を果たしてきた

からであると言える。人の往来が多く、併話告するた

めの茶屋が多くできたのである。さらに京都中心市

街に近いということも影響しているであろう。なぜ

なら商品流通経路が十分に発達していなくとも、

都中心市街に近ければ容易に公家や貴族の注文に答

えることができると予想できるからである。また公

家や貴族の認知度も高かったで、あろう。

また山科茶の生産士出或は周辺を山に屈まれており、

さらにそこには宇治）11などが通っているため水も豊

富で、雨量も茶を生産するのに十分である。土壌は

表土が深く、気温は九件馳方よりやや低い程度であ

り、優れた茶を作るのに最も適しているといえる。

⑤まとめ現在 f宇治茶jの銘柄は全国的に有名で

ある。私たちも、茶の湯の発展は f宇治茶Jに支え

られていたのでは、としづ先入観をもっていた。し

かし実際には、宇治や環繍といった地域で、広く

されたものが、最高級品として京都の公家や貴族に

好まれていたのであるJ宇治茶Jとしづ銘柄はなく、
あくまで f宇治の地方で生産された茶Jであるc と

はいえその地方で茶の生産が盛んで、あったことが、

茶の湯の発展を支え、ひいては茶道や和菓子の発展



を支えたのである。

[3］寒天

寒天を用いた代表的な和菓子といえば、羊美であ

る。現在、寒天の原料である天草が採れるところは、

静岡、三重、和歌山、長崎、大分などが挙げられる

が、 f延喜式！J24巻には割央国からも租税として天

草を納められていたとある。また、京都の和菓子界

では、昔、都央湾を中心iこ巨樹樹立IJで採れた天草か

ら出来た寒天を用いていた。

寒天が発明されたのは、江戸時代であり、それ以

前は天草から心太（ところてん）を製造していた。

延期式によると、天草と同様に心太もまた、平安時

代には担税として納めるほどに一般化した食べ物で

あった針。以下では寒天が生まれた歴史と、京都周

辺の寒天製造が盛んで、あった地域について考察を進

めたい。

ところで、寒天には天然譲天と

るが、原料としてスギノりを用いることが多い。ま

た天然寒天と違い、凝固性を高めるためにアルカリ

処理などを行う必要がある。しかし、工業寒天が発

したのは近代に入ってからのことであり 10）、京都

の高級和菓子店では天然寒天を使用しているため、

ここで、は工業寒天については角蛇もないこととするo

q濃天の発生以前寒天は、天草類から作られた心
太を凍結、乾燥して製造する。しかし、先に角材もた

ように寒天が生まれたのは江戸官制tのことであり、
それ以前は心太を製造していた。したがって、心太

が食べられるようになったのは寒天発生よりかなり

前のことで、 733年の「出雲国風土記jの中に出て

いることから、この頃より心太が食べられていた、

とされている。

鎌倉E新tになると、この心太を用いた羊薬が出始
める。といっても、この日朝tの羊葉は小麦粉、葛粉、
餅米の粉などに甘味を入れて水で練り、蒸して作っ

たものが主流で、あった。

＠漢撃天の発明既に述べたように、寒天の登場は江

戸時代ではあるが、寒天が発明された年代ははっき

りしておらず、 1647年、 1655嶋58年、 1658年の諸

説がある。しかし、どの説をとるにしても、ここで
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考える上では問題がない また、どの説でも発明の

エピソードは同一であることが このエピソードの

信葱性を高めている。そのエピソードは以下のよう

なものである。

山城E紀伊郡伏見駅御駕龍町（現在の京都市伏見
区）にある宿泊施設で、あった美濃屋は、江戸参勤の

途中で、あった薩摩藩島津公を迎えた。さまざまな料

理等で接待したが、その中に心太料理もあったO そ

の心太料理の食べ残しを屋外に放置しておいたとこ

ろ、ちょうど厳寒期で、あったので、夜間のうちに心

太が断書し、昼間には高嬬・脱水し、自然に紺呆し

て数日後には心太の乾物ができあがったので、あるO

美濃屋の主人はこれを見つけて不思議に思い、水と

ともに煮たところ高蛸卒したので、これを放置して冷

却した。すると心太よりも白く美しく、さらに心太

の持つ海草臭さが全くないことも発見したのである。

らに改良を加え、 f心太の乾物jと名付け

る製品を生み出したのである。 f寒天Jとしづ名前が

ついたのは、 1658・61年に、隠元禅師によるとされ

ている。

以上が寒天発生のエヒ。ソードであり、その後、伏

見において特産品として生産されたようである。し

かし、伏見における生産量は極めて少なく、また品

質も不統一で、あったため、京都で寒天が羊糞の原料

として用いられるのは極めてまれで、あったと考えら

れる。

③寒天の工業化と羊糞への使用 伏見で寒天が発

明されてから約130年後、宮田半平とし1う人が伏見

における寒天製造に強し＼関心を持ち、研究と実験を

重ね、原藻配合、製造槻f、施設器具の革新に成功
した。

彼は、出身端である摂津閤島上郡原村宇城山（現

大阪府高槻市）の気候、地勢等が寒天製造の諸条件

に適し、その上、農家の冬季副業として有望である

ことから、原村に広めた。その結果、高い利益を得

たので、次第に近村に広まっていった。これが「関西

寒天jの始まりである。現在でも京都府亀岡市では、

関西寒天を源流に持つ「丹波寒天jを製造している。

その後、関西寒天は大阪、京都、兵庫の各地に広

がり、株仲間の結成や解散に影響されて盛衰を繰り

返したが、第二次世界大戦前まで日本で最も多くの



寒天を製造する土留或で、あった。

寒天の製造が盛んになるとともに羊糞に寒天が使

用されるのが一般的になり、江戸後期においてはほ

とんどの羊嚢に寒天が使用されるようになったので、

ある。京都でも、主に関西寒天を用いて羊嚢を製造

していた。

④寒天の製造に適する地理的要因11) 「岐阜寒天

の五十年史Jによると、寒天製造の適地条件として、

( 1）冬季の低温〈零下5度－10度）と少雨、乾燥

(2）泉質多量な軟水（3）交通の便、が挙げられ

ている。岐阜県は、戦麦に寒天の製造に力を入れ、

その生産量を急激に伸ばし、現在では日本一の生産

量を誇っている。

現在の高槻市で、寒天生産が盛んになった理由は、

( i ）製造に適した冬の寒さ、（註）テングサを煮溶

かすのに必要な薪や炭が豊富だ、ったこと、（iii）原料

の入手や製品の出斉のために、淀川！の河港・前島と

原の関が「京坂越えj と呼ばれる山道で結ぼれてお

り、淀JIIの水運が利用できたこと、である。このよ

うな背景で、農家が冬季の副業として、寒天製造を

行っていたのである。また、寒天の原料である天草

は、日本各地の海岸沿いで取れるが、海岸沿いで寒

天製造が発展しなかったのは上記の適地条件を満た

していなしゅ￥らである。

⑤まとめ現在寒天の生産量の多い県は岐阜県、次

いで長野県であり、かつてのように関西寒天がトッ

プ。シェアを占めているわけではない。しかし寒天は

伏見で生まれ、大阪、兵庫、京都で生産量が急増し

たとしづ歴史を持つ。京都周辺で寒天が発達したこ

とが、和菓子の製造が盛んで、あった京都に影響し、

京都の職人が羊薬に寒天を使用し始めたのではない

だろうカもまたそれが全国に影響して、羊薬に寒天

を用いることが一般化したのではないだろうか。

ちなみに、上質寒天の多くを作った高槻の寒天で、

あるが、以下のような理由で昭和40年代に入って

急速に衰退してし1く。 ( 1）工業寒天の進出、（2)

原料費の高騰・人件費高騰による労働力不足、（3)

大都市圏ゆえの住宅開発ラッシュなどの理由で、もは

や農閑期の副業ではなくなってしまったこと、であ

る。高槻地抵の原・塚脇・西之河原で数ヶ所残って

いた天究実天場も、 1991（平成3）年までにすべて
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消滅した。

[4〕砂糖

砂糖もまた、和菓子には欠かせない。ここでは一

般的な砂糖の歴史とともに、現在香川県と徳、島県の

ごく限られた地域でしか生産されていなし 1、上品な

高級菓子の原料として広く愛用されている和三盆の

麿史を追っていきたい。

①吉代～室町時代砂糖が日本に入ってきたとい

う記録で最も古いものは、唐僧鑑真が753年に来日

した際に持ち込んだというものである。この頃の砂

糖はもっぱら薬種として用いられ、菓子に使われる

のは珍しかった。一般的に菓子に使われるようにな

ったのはもっと後の日新えのことである。なぜなら

世以前、日本では砂糖は生産されておらず、また海

外からも砂糖はほとんど入ってこなかったからで、あ

る。鑑莫以外にも、避審使等によって砂糖がごく少

量持ち込まれることもあったが、例外的なケースで

あったと言えよう。

室町5割tまで、甘味料で、もっとも有名なものは、「枕
にもでてくる f甘葛（あまずら）Jである。こ

れはったの樹液の糖を精製したもので、あるが、昔は

採取が非常に困難で、あったO 作るのにも手需がかか

り、貴族など限られた人しか食べることができなか

った。

を凌土・桃山時代 この5軟になると、いわゆる南

蛮菓子が海外から入ってきた。南蛮菓子には、卵自

などとともに砂糖がふんだんに使われていた。しか

しこの剛tにはまだ国内産の砂糖は稲生せず、もっ
ぱら般向、生産されたもので、あった。国内で砂糖が

生産されるようになったのは、以下に述べるように

江戸自新党に入ってからのことである。

③江戸時代1～黒羽糖の国内生産～ 黒砂糖は、色

が黒褐色なので黒糖とも呼ばれ、甘煎の汁を煮詰め

て作られるものである。その黒w糖は、 1623年、中
国の福建省から沖縄に伝わった。

⑪工戸時代2～白磁糖（和三重訟の国内生産～ 江

戸日新t中項、八代将軍徳川吉宗が甘東和音を全国に
求めたがいずれも成功せず、その後 1763年、平賀

源内が f物類品隣jをあらわした中で、甘燕培養製

造法を記していることから、江戸E新党中頃には讃岐



の地（現香J11県）で、も甘蕉耕音が始まったと言われ

る。 1790年、高松藩医池田玄丈の意を継くや讃岐の医

師向山周慶が苦心の末、日本の潜絞りと薩摩の青年

の話からヒントを得て、黒糖より糖蜜を分離した白

剤棟、すなわち讃岐和三盆糖の製造に日本で始めて

成功した。

⑤和三盆の壁史12) その後、和三盆は急激な発展

をみせる。現在の徳島県にも広がり、慰糖きびの作

付面積、生産額は、 1836年には 1,378町歩、 1858

年には3,715町歩、さらに慶応年間（1865～66年）

は甘煎耕膏の全盛時代といわれ、 1865年には8,000

町歩にも達し、 100斤詰めの樽で 40万個あまりの

樽を大阪市場などに移出したといわれている。

こうした影響から、京都でも、忍糖の流通量が増

加し、それまで、薬種商が扱っていた砂糖は「上菓子

組合jの扱うところとなったO そうして菓子に和三

盆が比較的一般的に使われるようになったので、ある。

しかし、和三盆は組合員以外は使えず、他の和菓子

店は黒1$糖を使用し、これを「駄菓子j と呼んで上

菓子と区別した。和三盆の生産量が急激に増えたと

はし火、白砂糖は、当時の社会にとってはまだ、まだ

饗沢品で、あったことがわかる。

だが、このような急激な発展が米作田を圧迫した

ため、幕府は砂糖きびの作付けを制限した。そのた

め和三盆の作付面積は頭打ちになるが、それでも第

二次世界大戦以前は、香川、徳島の特産品として多

く生産されていた。戦後になると、台湾等より安価

な精製糖が輸入されるに伴い、急速に耕音面積が減

った。といっても一般的に和三盆が流通しなくなっ

ただけで、高級和菓子店専用の砂糖として和三盆は

生産されていた。

近年では食材ブームにより和三盆が脚光を浴び、

一部のデ、ノミート等に並ぶようになったが、農業従事

者の高齢化と農家自体の減少により、砂糖きびの栽

培面積がさらに減少する傾向にある。

⑥和三盆が生産されるようになった地理的背景

和三盆の生産土出或は、ちょうど阿波山脈から南に延

びる扇状地にあたる。したがって日当たりは申し分

ないが、水はけがよい土地で、あったため、江戸詰割t
の用水がなかった頃には水田が作りづらく、稲作の

難しし吐出或で、あった。
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だが、水はけのよい扇状地と陪照に好適な山脈の

南斜面、これが砂糖きび東住音には適していたのであ

る。そして、砂糖きびは本来年平均気温 20度以上

の熱帯、壷熱帯地域が樹去に適していたが、品種改

良によって寒さに強し暢糖きび、「竹蕉jが作られて

いたことから、四国で、も生産が可能になった。また

砂糖きびは干ばつに強く 雨の少ない瀬戸内海の気

候にも対応できた。

さらに糖度を上げるため、砂糖きびの収穫はわざ

と遅摘みされる。大体 12丹が収穫期であり、農家

は冬の農閑期に収穫、砂糖の製造を行う。こうした

サイクノレが、非常に手間のかかる和三盆の製造も可

能にした。

⑦まとめ 和三盆はミネラノレを多く含み、独特の風

味があり適当な湿気、口溶けのよさなど、私たちが

一般的に消費している砂糖にはない性質を持ってし、

る。今でも手作業が重要な要素のため、生産性は低

いが、砂糖の中でも最高級品として、特に和菓子店

、る。しかし、大きな問題点がある。

それは手作業ゆえの生産性の低さである。砂糖き

びの加工工程は以下のようになっており、非常に手

間がかカ瓦る。

まず収穫であるが、自分の背丈よりも高い砂糖き

びを刈り取る。その後きびを石車にかけて液を絞る。

これを荒釜、中釜、仕上釜に分けて煮詰める。煮詰

めたら約2適間寝かせ、精蜜を搾り出す作業を何度

も繰り返し、「糖Jと「蜜Jを分離させ、寒風で乾燥

させて出来上がる。

したがって、農家にすればもっと楽に稼げる伊鈎

に転作することは自然であり、砂糖きひ漠家が減少

するのも当然のことである。また、寒さに耐えられ

るように品種改良した「竹燕」も他の品種と比べ生

産性が低いことも指摘できる。

[ 5 J ,j活
以上みてきたように、さまざまな和菓子材料の生

産が京都の近辺で始まり、その生産を拡大してきた

ということがわかる。もしこのように和菓子材料の

生産が発達しなかったら、京都の和菓子業界は今と

はまったく異なった形になっているかもしれない。

京都の和菓子を支えてきた材料とその生産の歴史



は以上のようなものとなるが、現在は、それぞれの

産地がさまざまな問題点を抱えている。詳しくは第

盟章で考察することとするが、どの産地でも共通し

ている課題は、農家の高齢化や農家自体の減乙久収

益性の低さである。そのような点を克服し、質の高

い「本物の材料jを残してし＼くためにはどうしたら

よいのであろう方、

以下は私見であるが、そのために最もすべきこと

は、消費者の「本物の材料Jに対する離卒を高める

ことではないだろう治、現在は、例えば由形スープ

が一般化しすぎてガラからだしたスープが忘れられ

ているだろう。そのような人工的な、「つくられた材

料jが浸透しすぎて、消費者の f本物の材料jに対

する意識が低くなっていると言える。生産者サイド

の人々の働きかけや消費者自身の行動により、「本物

の材料Jに対する需要が増えれば、農家の意欲があ

がり、質の良いものを作ろうとする動きが活発にな

るであろう。そしてそれが和菓子産業の発展につな

がり、ひいては京都全体の成長につながるで、あろうむ
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m 和菓子は今一イ云統と革新一

和菓子の歴史は長い。そして歴史は今も続いている。

それは、変わらずに受け継がれていくもの、改良され

進化していくもの、それぞれである。本章では、和菓

子のそうした現状を販売、作り手、原料の面から分析

し現在の問題点などを考察していきたい。

1節販売から見た和菓子の今

[1〕販売の変化

①昔の和菓子販売長い歴史を持つ和菓子はどのよ

うに売られてきたのか。

a社寺門前の茶屋1) 平安E寺代の文献によれば、

は、神鎮・仏供として、それぞれの神社仏閣に伝えら

れていたようである。その影響もあってか、中世・近

世においては、社寺の門前には茶屋が立ち並び、参詣

客にお茶とともに、お茶にあう素朴なお菓子として、

餅や鰻頭、飴をふるまった。これが和菓子の販売の始

まりのようである。こうした茶屋は日新号とともに菓子

なり、寺社との結びつきをもとに参詣客を文七象に

独自の菓子を販売してきた。今宮神社の「あぶり餅j、

上賀茂神社の「やき餅j、下車餅申社の f御手洗団子j、

上御盤宇社の晴板j、北野天満宮の「長五朗餅J、東

寺の fどら焼きj、伏吏濡荷大社の「味噌煎餅j、など

がその例である。これらの菓子には、寺社の行事に関

連しているものや、参詣客が厄除けの目的で食べたこ

とを起源としているものもあり、その謂れが、菓子の

名称やデザインに関連している。こうした要素が菓子

の宣伝となり販売を促進したようである。また、神社

との結びつきから、こうした菓子屋は、初宮参り、七

五三参り、年参りなどに深くかかわり、神社の氏子と

の士出或密著の関係を作ってきた。茶屋の中には、

の許しを得て、北野天満宮の「長五焼餅jのように、

社寺の縁Eや行事の行われる告に境内に出店するもの

もあった。

b街道筋の茶店2）「京の七日jからのびる、京都の都

と諸国を結ぶ主要な街道は人の行き来がはげしく、物

資の流通も多かった。そのため、中世の室町司寺代から

近世の江戸日新号後期にかけて、これらの街道沿いには
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茶店が出現した。丹波口からのびる山陰道での吟強会J

や、鳥羽口からのびる鳥羽街道での「おせき餅jが、

街道の名物として販売された こうした街道沿いの茶

店では往来する人々を対象に菓子を販売した。また、

街道の出入り口も農家の人が買出しに来たり、旅人が

したりで、酪家が並ぶ場所で、あったO 鯖街道（若

狭街道）へと通じる大原口では「餅j、f出掃来餅j、「鳩

餅jが、鞍馬街道へと通ずる鞍罵口では f麦手餅jが、

農家や旅人から人気を得ていた。一方、市中の密道と

して三条口や五条大播口からのびる街道では多くの茶

したが、競争が激しかったこともあり、名物

は生まれなかった。また、三条口の三条大橋からのび

る東海道の街道筋では茶店の連なる地域ができていた。

C f御用達j としての菓子屋3) 江戸時代の寛永期

(1624～44年）以後、高級で上品なブランド菓子と

して「京菓子jが、社寺門前や街道の茶屋の菓子とは

別に扱われるようになった。京菓子の販売は、禁薪卸

所や公卿、社寺の御用、または茶道の茶会を対象とし、

注文に応じて作り注文主に納品する形式が中心で、あっ

た。そのため、注文に応じて味だけでなくデザインに

も意匠が凝らされており、庶民がたやずく食べられる

もので、はなかった。次第に京菓子屋は、朝廷や公卿の

「御用達Jを看板にするとともに、それらから受領名

を拝領し、保護を受けるだけでなく、権威づけによる

宣伝効果を利用していった。また御用達になることに

より、安定した販売が可能になり、取引額も大きくな

ったO 禁菊却所の御用達としては「虎震j、「二口屋j、

「桔梗屋j、「橋震jが宥名である。寺社の御用達とし

ては、西本:I兵寺の「亀屋陸奥Jが、茶道の家元の御用
達は、裏千家のりII端道喜Jなどが有名である。こう

した結びつきは今告においても、なお根強く残ってい

る。

d組合を作る菓子屋4) 江戸時代、同業者が連帯して

相互に扶助する紘織、「仲間jが発生した（幕府や諸藩

に公認されたものは「株仲間J）。京都の菓子崖の開で

は、上菓子屋仲間が 1775年（安永4年）に公認され

株仲間（幕府に頼って公認されたことより「願株Jと

税寸）を、安価な菓子を扱う菓子屋が 1800年（寛政



12年）に f雑菓子仲間Jを結成している。こうした仲

間を作ることは、仲間以外の同業者を排除し、仲間の

専売を可能にした。明治員制えには、政治経済の中心が

東京に移り、得意先を失った菓子震が団結し数多くの

紘織が作られた。 1887年（明治20年）に札織された

「菓匠会jは、「御題菓展jf婚礼菓子展Jf有職御式事

用菓子展Jなどの展覧を開いたり、「京葉図譜Jを出版

したりして、伝統を重んじた活動にカを入れた。

1883年（明治16年）に紘織された京都餅商組合（組

合参加者が増加し京都餅菓子高組合と改称）は、久遁

宮家や三井家、東・西本課長寺の御用を受けつつ、庶民

の菓子屋として、団子や赤飯、あんころなどの年中行

事用の餅菓子販売に力を入れた。

e菓子販売の工夫5) 江戸5新士後期には、注文に応じ

て作られていたよ菓子を庶民も口にするようになって

図柄入りの引札や商標

を用いたり、宣伝文章の書体を工夫し「御菓子所Jと

したりして、品よく目立つよう心掛けた。また、明

治以後には、旬脇市龍や？？？の皮を用いたり、

包み紙や掛け紙の絵図・模様を芸術家が描いたりし、

した。とりわけ、

芸術家による包装のデザ、インは一般化し今居

の「柚餅」や、「出動の f虎屋鰻頭Jの

のし紙を南画家の富岡鉄斎が手がけている他、多数の

画家、掬芸家、作家が菓子の包装に筆をふるっている。

ただし、これらの包装には、菓子の販売促進の側面だ

けではなく、四季の移ろいを表すといった、菓子の芸

術性の表現も含まれているようである。

f京都土産の和菓子6) 菓子は古来より、街道や社寺

の門前の茶屋において、土産物として購入されていた0

1877年（明治10年）に七条ステンショ（現在の京都

駅）が開業し、駅で、観光客を対象に土産の菓子が販

売され始めた。現在の f聖護院八ツ橋本舗Jによる七

条駅での「八ツ橋jの立ち売りが販売の始まりのよう

である。 1915年（大正 4年）大正天皇御大典の祝賀

行事で、京都に観光客が集まった際には、「八ツ橋Jと

f五色豆jを中心に、土産菓子が飛ぶように売れた。

土産菓子の種類が増える中、「八ツ橋J、とりわけ、館

を生八ツ橋で包んだ「生八ツ橋Jは京都を代表する名

物となり、各八ツ橋屋が個々に葉銘をつけ売り出した。

「おたべjが中でも有名である。土産菓子全体では、
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戦後、1964年の東京オリンヒ。ックと共に新幹線が開通

し、観光ブームの到来に乗じて旅行客や修学旅行生を

対象とした販売を展開した。

②近年の販売7）近年、販売経路が多様化した社会に

おいて和菓子はどのような販売が行われているのだろ

うか。

aブランド和菓子屋近年、古くから御用達として伝

統をもっ菓子屋は、大企業化し、多様な販売チャネル

を利用し、事業の拡大、もしくは維持を図っているO

こうした菓子屋の販売をみてみよう。

まず、社寺や茶華道の家元など国定客向けに継続し

て販売している。このチャネルで、は安定した需要があ

るものの、習いごと人口の減少から近年は減少気味で

あり、営業目的よりも得意先との付き合いを重調する

傾向がある。次に、主要都市の百貨店に直営販売店を

出店し、地域の枠を超えて販売するチャネノレもあるむ

ンド力を利用した

しに、京都ブランドを利用して出品・販売することが

多々ある。また、観光客を対象に京都駅（京都駅ビル

専門店街活1e CUBE京名菓なのでの販売はもちろ

ん、電話受付やインターネット販売も行っている。イ

ンターネット販売については、まだまだ数は少なく、

今後の動向に注目される。

しかしながら、本店外での販売には、菓子の日保ち

ゃ大量生産などの要素が関連してくる。したがって販

売先の拡大する大きな菓子屋にのみ可能である。これ

らの大きな菓子屋の本店では全ての商品を取り扱うほ

か、喫茶スペース・茶房や資料館を設置したり、和菓

子作りを体験したりできる店もある。以下がその例で

ある。

の本店では京菓子文化の総合的な資料

館として「京菓子資料館Jを設け、男本の菓子文化の

歴史的考察物や、京菓子の心を伝える見事な糖芸菓子

の展示が並べられている。また、呈茶席で手軽に茶道

の作法を学べる体験コースを設けている8）。 f鶴屋吉

信Jの本店でも茶室に加え、自の前で作られた菓子で

一般できるカウンター「菓遊茶屋Jを設け訪問客にも



てなしている。また、一般客も参加できる、季節の愚

と行事に国んだ創｛乍菓子をたのしむ茶会「翻括討

を年4回開催している9）。菓子は本店で製造され販売

されるのが主流である こうしたサービスは、客が本

店に来て作りたての菓子本来の味を堪能してもらうこ

と目的としているようである。

最後に商品のラインナップ。を見てみよう。店を代表

する伝統ある看板商品、それに加え、定番高品として

店独告の、餅、羊葉、干菓子など多様な商品を取り揃

えている。さらに、期間限定の季節商品を加えること

で、季節感を出し、客に飽きさせない工夫を凝らして

いる。また、新商品の開発にも積極的で、試作高品で

もヒットすると定番商品に盛り込む。サービス面でも、

単品販売や贈答用のセット販売など客の購入話的にも

柔軟に対応している。しかし、こうしたブランド銘菓

を持つ菓子震で、も、近年の売上推移は横ばいが続いて

おり、原材料、従業員数などを考慮した現状維持の販

売戦略が進められている。

b地域に密着した菓子慮京菓子業界では、全体に小

規模で、製造小売の業態をとる菓子屋が一般的である。

経営的な問題から営業の規模を拡大できないこともあ

るが、その一方で、小規模ながら一店主義に徹しきり、

堅実経営を続ける菓子屋も多い。これらの菓子患では、

社寺仏部や茶華道の家元などの翻定客むけの販売に加

え、地域と密着した販売によって、安定した売上を維

持している。とはし、うものの、上述した茶華道の習い

ごと人口の減少に加え、借入向け・家庭向け販売にお

いても、世帯人員の減少により、購入の頻度が下がり、

まとめ異いの回数も減少している。これは、

の過ごし方の変化や、洋菓子の台頭、若い世代の和菓

子離れが原因のようである。

こうした小規模な菓子屋の販売商品ラインナップ。は、

大規模な菓子患のそれとは異なり、岳社で製造する看

板商品と看板商品と向系統の高品（餅が看板蔀品であ

れば餅菓子類を、というように）を主要商品として備

えている。それ以外の菓子や期間限定の季節商品につ

いては他社裂に依存し販売する菓子屋もあるが、主要

商品中心の販売を営む菓子屋も多い。販売を拡大でき

ない分、小規模経営の菓子屋では売上推移は下がり気

味で、ブランド銘菓を持つ菓子屋との営業格差は広が

る傾向にある。しかし、小規模経営に徹する菓子屋で、
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は、伝統ある既存の菓子の味を地元密着で伝えていく

ことに力を注いでいる。

c新しい菓子販売

i量絞店・コンビニ販売洋菓子に比べ和菓子は健康

的な菓子であるとして、和菓子が見直される中、スー

ノミーマーケットやコンビ、ニエンスストア等で和菓子が

取り扱われるようになってきたO こうした和菓子は、

パン製造業者による大量生産の商品が中心であるが、

京菓子業界にも、これらの量販店に製品を納入して販

売拡大を図る菓子屋がある。販売の対象は、個人・家

庭の消費者であり、安価で食べられる和菓子がうける

ようである。

註和洋折衷菓子近年、和洋折衷の菓子も登場してい

る。新高品は基本的には京都をイメージする和風なも

のが中心で、あったが、銘のかわりにチョコやクリーム

を使った菓子や、ブルーペリーなど西洋の果実を使っ

た菓子が市場に出回っている。これらは、若者や修学

旅行生を対象とした高品である。今日の若者、特に子

供は、和菓子を食べる習慣がなく、

んでいるため、こう

めの試みと考えられる。

温インターネット販売遠隔地への販売が、インター

ネット販売などを通して始められてきている。これは、

和菓子消費者の中心である高齢者層には便利なシステ

ムであるが、菓子の日保ちが課題となり、

う菓子躍では消極的、比較的日保ちのよい干菓子が対

象高品となるのではと予測される。

〔2］和菓子販売の動向

2005年 10月から 12月にかけて行っ

のヒアリジグ調査と 2006年1月に京都府菓子工業組

合に加盟する120店を対象に実施したアンケート諒査

を基に、和菓子販売の現状を明らかにした。ヒアリン

グ調査はi必ずしも、依頼した企業すべてが対応して
くれるわけで、はなかったが、：多様な規模の企業から話

が開くことができた。

①市場動向売上の推移を見てみると、ヒアリング対

象企業では、全体的にやや下がり気味の横ばし＼が多く、

業界全体でも、同じく横ばいで推移しており、長期的

な展望で、は下がっていくとしづ予測が多かったOまた、

アンケート項目のは年前との売よ高の比較J（留軍
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-1-1）を見ても、「やや減少Jの回答が全体の30%

以上を占め、 fかなり減少j 「やや増力DJ「変わりなしj

の自答が同程度の割合で続く。こうした結果から、和

菓子業界の売上は徐々に減少＼しており、市場は縮小し

てきているといえる。加えて図盟…1-2でアンケー

ト調査のな年前との売上高の比較j とほ年前との

系訴IJ益の比較Jを比較すると、両者の「かなり減少J

「やや減少Jr変わりなしj fやや増加Jの回答数はほ
ぼ同じであり、売上の減少、が系訴IJ益の減少に度結する

なら、今後市場の縮小により、売上の少ない企業は衰

退していくことも予想される。

②製品上述した和洋折衷の菓子のように、顧客のニ

ーズに応じた、多様な新商品が販売される一方、ブラ

ンド銘菓は企業として利益性の高い安定した賞品とな

っている。アンケート調査の「高品の分類Jの結果を

と、 f生菓子Jが最も多い全体の 46.9%、ついで

21.6%、「半生菓子J15.6%とある。観光土

産や贈答用は、ヨ保ちする干菓子が売れ筋となってい

るが、全体的にみると、生菓子が和菓子の中心となっ

ているようである。
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（資料）独島アンケート調査から作成。
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③価格 あまりデータが得られなかった項自であ

る。ブランド銘菓は価格を上昇させても売れるので

影響は小さいが、規模の小さい企業では、

方式を採る大規模業者の和菓子業界参入の影響を受

け、価格競争が厳しさを増している。また、観光土

産用の和菓子も中｛Jvfiffi.格が低下しているようである。

価格低下の影響もあり、地域密着の菓子屋では、以

前は期!I染客に、値引きやおまけをしたらしいが、

日では少なくなったとの声もある。

④広告活の広告であるが、アンケート調査のほ

年前との広告費の比較Jの結果からは、「変わりなしj

が最も多い全体の40%で、増加は「やや増加jが4

件、「かなり増加Jの回答はなく、一部のブランド銘

菓をもっ企業が広告を増やす程度で、減少傾向にあ

る。和菓子の広告としては店先のパンフレットが多

く、また、雑誌の特集として取り上げられことも多

い。ブランド銘菓をもっ企業で、は、 TVのCMや駅

に大きな看板をかけている。一方、ヒアリング・ア

ンケートの問調査で＼「口コミによる店の宣伝を重設

するJとの声もあったO

⑤消費者客の’f生別・年齢層について、アンケート

調査の結果より、客の中心は男性よりも女性、若い

人よりも年配の人が多いと言える。ただし、年齢層

間IlI-1-3 多し

客層

13弘
‘..島岡修司，， e ・盛暑
..・..’・・・..
.・・・.・＇ ... ,.. 

ム三一〆
44% 

（資料）独自アンケート調査から作成

でみると、「年配の人J65.0%、fどちらとも言えな

しリ 33.3%であり必ずしも若い人が購入していない

わけではない。また、ヒアリング調査からの情報で

は、 20代から 30代の女性を対象として新商品開発

をするようであり、和菓子業界の販売ターゲ、ットは

女性全般であるといえる。では次に、客麗とその購

入用途について見てみよう、アンケート調査の結果

の「多い客層J（圏直－1…3）をみると、 f地元客j

f観光客jが多く、「寺社・仏関jなどの特注を行う

冨定客が残りの割合を占めているようである。和菓

子の消費者は、大きく分けて f地元客j「観光客Jr寺
社などの限定客jの3種に分類される。客層と購入

用途については、「個人消費J「贈答用Jを自的とし

た購入は「地元客j、「お土産jを目的とした購入は

「観光客J、f催事用jや「茶道用jの購入は「寺社・

仏関j と「法人・団体j となり 用途ごとに購入客

層は異なる。倍々の企業も、詔定客の客層やターゲ

ットとする客層の用途に応じた商品を販売する傾向

があり、今後、業界の景況が悪化し続ければ、ます

ます扱う商品の噂門化が進むものと推測できる。

置観光客

ロ地光客

i臨寺社・仏閣
国法人a自体

罷その他

不明
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⑥販売の工夫 f販売における工夫Jについて、アン

ケート調査では、「接客・サービスjを大半の企業があ

げている。これについては、「アノレバイト販売員の接客

力向上をめざしているjという声もあったO また、「販

売場所の中心jを問うアンケートで f直営店Jが最も

多い回答で、全体の 66.7%を占めていたが、「百貨店

などの催しへの参加J「宅配サービスJ「インターネッ

ト販売jなど産営店以外での販売で、販売チャネルを

増やす工夫も見られる。和菓子の販売においては、伝

統の味を保ち、口コミにより思定客をつかむのがセオ

ヲーとされているが、業界全体の景況の悪化もあり、

販売に力を入れることも必要となっているようである。

注
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技－j中公新書 2005
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2節作り手から見た和菓子の今

本節では、和菓子の現状を作り手俣ljから分析する。

そのために、まず和菓子に関わる 7社のインタビ、ュー

内容をそれぞれ下に記す。今回取り上げるのは以下の

7社である。

株式会社宝泉堂

株式会社美濃与（雑穀商）

株式会社聖護院八ツ橋総本店

株式会社俵産吉富
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株式会社おたべ

株式会社越山吉？？号堂（金沢の菓子屋）

長五郎餅本舗本店

〔1］各社インタピュー結果

①宝泉蛍盟会社：名株式会社宝泉堂

盟創業 1952年10月14自

護軍資本金 1,000万円

騒従業員数日名

菓子製造販売

｛インタビュー内容｝まわりを北山の山々・里叡rI .高

野）［lなど緑多い自然と豊かな水脈に恵まれた、京・下

鴨・洛北を拠点に（注宝泉堂HPより抜粋）菓子作

りを行う。「あずき処」というとおり、小豆や大立を使

った和菓子の製造、販売を行っている。原料にはこだ

わりがあり、原料調達の際には産地へ菌議出向いて仕

入れを行い、菓子作りにはその高級な丹波産の小豆や

大豆が多く使われる。雑穀簡を通して買うと、雑穀商

が儲けるためにいろいろなものを混ぜて売りつける可

り、純粋な最高級品の取引ができないのだと

し1う。

小立の収穫が手作業から機械化の流れになり

つつあることについては、 f手作業と機械化の併用jで

いくべきだと考えている。熟したものを随時選別して

収穫していく小豆は、これまでの手作業では効率が悪

く、小立を扱う農家が減ってしまう。収穫を機械化す

ると多少味は落ちるが、粒をつぶさずに小立を炊ける

人がほとんどいないなど、職人の梯ijの低下などを考

えても、材料にそこまでこだわるメリットが見出せな

くなっている現状がある。これからの和菓子業界は原

料菌、製造面ともに、信念を持った担い手が活性化さ

せていくべきだと同社は考える九1い材料を使いたい

という菓子屋が農家を引っ張り出してこないと若い人

は増えないだろうJ。
②美濃与盤会社名株式会社

盟創業 1902年

盤資本金 1,560万円

顕従業員数 20名

醸事業内容製菓原材料製造販売

｛インタビュー内容｝ 美濃与は京都の来線商として、

和菓子に使われる小豆や大豆などの原料を農家から仕

入れ、菓子屋に販売してきた。京都だけの取引では食



べていけないため、出荷先の8割は地方であるが、美

濃与にとって京菓子との付き合いは大きなパックグラ

ウンドであり支えとなっている。出荷先からの要望は

f高品質高錨格jなものより、圧倒的に「低｛掛各Jな

ものを求める傾向にあるという。農家と菓子患の譲渡

しをする「問屋jの機能については、ただ仕入れて卸

すとし 1うのではコストがかかるだけで無駄だ、と考え

ている。そのため美濃与では、菓子店の要望を聞き入

れ、それにそぐうものを作ってもらうよう農家に技術

指導を行ったりしている。

現在考えられる和菓子業界の問題は、和菓子の質の

低下。コストダウンを材料費に求めるため、菓子の味

が悪くなり、結果的に菓子屋から客が書館していくとし1

う悪循環を美濃与は心配している。農家でも高齢化や

兼業化といった問題が出ているO f農家の生産意欲を上

げるためには、専業で、も農業をやっていけるという保

しっかり行っていくことが重要となるんまた

蔚患業者を駆逐するためにも、子どもたちに食育をし、

しい味覚を覚えさせる必要があるという。

③聖護院八ツ橋審議会社名株式会社製護院八ツ播

総本店

髄創業1689年

関資本金 5,400万円

162名

菓子製造販売

｛インタピュー内容］京都の和菓子として全国的にも

有名な「八ツ橋j。その中でもこの聖護読八ツ播は、老

舗として古くから京都で、営業を行ってきた。

としては、干菓子である f聖護院八ツ橋j と生八ツ橋

のほか、季節の菓子なども取り扱っている。

はお茶菓子として販売しており、包装に原材料や値段

の記載はしていない。八ツ橋業界の中でも顧客層の年

齢が一番高い聖護院八ツ橋では、観光客からの売り

げが全体の90%を占める。しかし戦略としては京都の

外へ積権的に出て行くようなことはせず、大きな拠収

のほかは、多くの小さな旅館との取引などを通じて、

京都とともに成長していくつもりだとしづ。生産面に

関しては、季節の銘探・菩・芋など）やパッケージ

についてはアウトソーシングを行っているとのこと。

機械利用に関しては、八ツ橋は機械を使つての製造方

法がすでに確立されており、向社でも製銘機、蒸し器、
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ミキサ一、蒸練機、能充填機、餅っき機、整列機、包

装機、シーノレ機などが菓子製造に使われているとし 1う。

④後屋吉富曜会社名株式会社

盤創業 1755

圏資本金 2,400万円

盤従業員数 150名

盟事業内容菓子製造販売

｛インタビュー内容｝ として長い歴史を持つ

俵屋吉富。主要商品は「雲音むなどの定番高品で、そ

のほカミ季節の菓子などもあり、贈答用として、また法

要や祝儀菓子としても用いられている。販売量の伸び

が人件費の増加につながるとする同社は、万博時の売

り上げをピークとし、それ以上はあえて売り上げを伸

ばさない戦略をとっている。これには地元での販売の

ウェイトを高め、京都の伝統産業としての地位を守る

という自的もある。同社がこのような売り上げ抑制の

戦略を用い始めたのには過去の失敗が関係している。

1970年代におきた2度のオイノレショックにより、

のボイラーに燃料が供給できなくなってしまったG こ

れによりそれまでの「作れば売れる員制勺に拡大して

きた生産量を維持することができず、大きな痛手を負

った経験から、その後は「突発的な事態にも対応でき

る企業Jを目指してきた。また、 20%程度の機械化を

行っている同社では機械と人の擬？？の組み合わせに

より、安全かっ手のぬくもりを感じられる菓子作りに

取り組んでいる。簡は手に負えないときだけ技術指導

を行って難句銘工場に委託しているとのこと。「ヲiき続

き安全衛生面への対応と 減少傾向にある小豆の生産

者を増やすことjが今後の課題であるとしづ。

告越山甘？青堂盟会社名株式会社越山甘清堂

騒創業 1888

関資本金 1,000万円

陣従業員数 36名

盟事業内容菓子製造販売、喫茶

｛インタビュー内容｝金沢中心にj話高展開する老舗和

菓子店、越山す清堂由主要酪品は季節の生菓子、各種

お鰻頭であり、静静祭品、季節の菓子、主に金沢の

伝統品として買い求められている。気をつけているこ

とは「金沢らしさJo地元客を何より大事にし、無理を

しない「身の丈経営Jをモットーに創業以来大きな事

業拡大は控えてきた。和菓子の製造や販売にもその精



神はみられ、 99%前埠鎚の諮や、出店の慎重さなど、

様々なところで地元密着のブランドを守り続けようと

する意志が感じられる。

現在一番の問題はやはり後継者の育成のようだ。昔

に比べて和菓子職人を自指す人々にも変化が見られ、

全体的にそチベーションが低く、畠分なりの努力をし、

先輩の技を盗もうと必死になる人が少ないのだとしサ。

この「職人のサラリーマン化Jにより、これからの和

りを担う人材の育成はいまや和菓子業界全体の

課題となっているとしづ。また金沢の和菓子は茶の湯

や、米どころとしての風土、また個性的な風習など、

多くの伝統や文化と関わっている。娘が嫁に行くと、

毎年嫁入り先に和菓子を送る風習などもあり、古くか

ら人々の生活と結びついていることが瑚卒できる。

⑥長五郎餅麗会社名長五郎餅本締本店

鑑創業 1587

輔資本金 800

腫従業員数 8

購事業内容

｛インタビュー内容］ 1587 15) 京都北野

天満宮での大茶会に出品し、秀吉が大変気に入ったと

いう長五郎餅。主くから北野天満宮のすぐそばで、

子を作り続けてきた。主要商品はその長五郎餅を中心

とした餅菓子のほか、赤飯や季節の商品などである。

茶菓子や神供物を扱う菓子屋とは違い、餅墜として庶

民の生活に根ざした店を目指している。こだ、わってい

るのは、消費期限と原材料という。餅は生菓子なので、

本店が休みの日には出荷先も休業するなどして品質管

理に努め、涼材料についてはもち米、館、砂糖などを

契約農家に委託している。アウトソーシングに関して

は長五郎餅の館は自社製で、それ以外の商品の簡は炊

き上げ間での工程はある程度依頼している。また主力

商品以外の夏菓子などは、 B持ちをさせる擬l'Tがいる

ことなどから、他社裂であるという。

現在抱えている問題は、原材料の質の悪下。これは

農業の副業化で、いい加減な経営の兼業農家が増加し

ていることが背景にあるとしづ。そのため、信頼でき

る農家との提携が重要であると向社は考えている。今

後の経営ピ、ジョンとしては少子高齢化を考え、舌の肥

えた高齢者を対象とした質の高い菓子作りを目指して

いきたいとのこと これまでと同様北野天満宮と連
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帯する形で、変革は求めず、昔ながらの味を守ってい

きたいということだ、った（お菓子の中身は変えず、包

装のみを変えるといった工夫をするなど）。

⑦おたべ盤会社名株式会社おたべ

層調創業 1946年

霊童資本金 5,000万丹

瞳従業員数 153名

盟事業内容菓子製造販売

｛インタビュー内容｝生八ツ檎で全国に知られるおた

べO っくりやすい三角形の形と、工業製品化しやすい

ということから、 1966（昭和 41）年からつくられ始

める。おたべが発展してきた要因は、当時、新幹線が

開通して観光が手軽になり、生八ツ檎もお土産になる

機会が増えたたこと、硬いものから軟らかいものへの

食生活の変遷があったことなどだと考えている。製舘

や製粉は鶴夫にある工場で行い、季節の簡はほぼ自社

、るとしづ。消費者層はほとんどが観光客

であり、産営活舗のほか、土産物屋、キオスク、サー

ピスエリアなどで、も販売を行っている。新商品の開発

にも積極的で、これまで贈答用の商品がなかったこと

から、 2005（平成 17）年にシックな京都をイメージ

した「黒のおたべJを発売し、非常に好評を得ている。

ただ、京都の和菓子産業についてはあまり先行きが明

るいとはいえない、とし1う。京都には菓子以外にも多

くの土産物があるため、非常に市場競合性が高いから

である。また、京都のブランドを借りてはいるが実際

には京都のメーカーではない企業も多く参入してきて

おり、さらに競合性を上げている。このような中、お

たべも 20年ほど前から脱八ツ橋をめざし、焼きもち

ゃ茶団子など、様々な商品を開発してきた。しかし、

今後の戦略としてはもう一度 fおたべjにかえり、生

八ツ橋業界で1位をめざしてし1く方針であるという。

[2〕まとめ

インタビ、ューを通じて、以下の2点が現在の和菓子

業界の新教として挙げられることがわかった。

q滋械化・アウトソーシングの増加機械化とアウト
ソーシングの問題は、菓子屋では慎重に扱われている。

特に私たちがインタビューすることができた数社はど

れも長い歴史と伝統のある店で、長く人々に愛される

菓子を目指し、和菓子の味や質についてはどこもかな



り敏感で、あったO インタビ、ューで、し＼くつかの和菓子を

試食させてもらうことがあったが、簡や餅などはやは

り会出虫自の製法で手づくりしているものが美味しか

った。しかしその中でも、人がやるのも機械がやるの

も変わらない部分はところどころ機械化されていって

いるようだ。機械化の進行具合は和菓子の製造法や店

によってまちまちで、あるO ただ「手づくり感jや「微

妙な味の違し＼jを残すため、人の手の襟ljは変わらず

重視されており、機械と人の手の併用で、バランスをと

っているという感じである。アウトソーシングについ

ても間じように、各社が和菓子の味への影響を慎重に

考えながら部分的に行っている。定番高品に対しては

慎重であるが、特に季節の菓子に使われる銘や栗など

は、需要が一時的なためアウトソーシングの対象とな

りやすいことがわかったO

②人的資源問題菓子屋の中で非常に深刻な問題と

なっているのが人的資源問題で、あるO 後継者や職人が

いない、青たない、というのが問題の中心だ。後継者

に関しては、小さな和菓子店になるほどより深刻であ

る。そして、インタビューにしばしば出てきたのは職

人の育成の問題である。「耳哉人のサラリーマン化jと呼

ばれる現象が起こっているのだ、としづ。「昔は、将来告

分の居を持つという夢をもった職人がたくさんいた。

そして早く一人前になろうと先輩の技を盗んだりして

努力しながら、いい職人になり、それが照りの職人に

もいい影響を与えていた。しかし今の職人は自分の生

活も楽しみたい、という人も多く、仕事は『ノルマを

こなす』といった感じで、自分なりの工夫をしようと

する意欲が無しリとしづ声がインタピューで、関かれた。

3節原料からみた和菓子の今一和菓子は地産地

消なのか＿l)

第H章では、和菓子の材料が京都付近の地域で生産

されていたからこそ、京都で和菓子が発展したという

ことを述べた。現在でも、和菓子は f地産地消jと呼

ばれている。しかし、それは本当なのだろうか？この

節では、現在、和菓子の材料、特に和菓子には欠かせ

なしvJ，豆をとりあげて それがどこで生産されている

のかに焦点をあてながら考察してし1く。
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[l］地産地消の定義

地産地消とは、日出或生産・掛或消費Jを指し、地域

で、生産された農産物や水産物をその地域で消費するこ

ととされている。

[2〕小立について

和菓子の材料として、第1に挙げられるのは舘であ

る。その舘の主原料が小豆で、あり、北海道を主として

全国各地で生産されている。小豆は、一般的にはアズ

キと呼ばれているが、和菓子業界で、はショウズと呼ば

れることが多い。

任漏徴・種類小豆はマメ科の一年草で、原産地はア

ジア品、われてしも。日本では古くからお音されてお

り、日本書高三』『古事言司に記録がある。草丈30～60cm

で、夏から秋にかけて蝶型の黄色い花を咲かせ、 10cm

ほどの結長い円箆状の爽をつけ、中には3～10儒の種

子が入っており、 9月～10月にかけて収穫する。小豆

は、手欝賓が非常に多いことも鞘敦である。種皮の色は、

赤褐色のいわゆる「あずき色Jのほか、自・黒・緑・

淡黄色などがあり、手鞍頁により様々である。また同じ

色でも爽の色・葉の形・成繋持などが異なり、数多く

の種類がある。小豆の品種の主なものには、

金持、円葉などがある。中でも丸納言は、大粒で、煮

ると香りがよくしかも煮崩れ信愛切れ）しないため、

高級和菓子材料として特別視されている。

②産地小立は一般的に海援な気候を好むが、生育期

間が短いため寒地でも柔泣きできる。産地は北海道、東

北、京都（丹波）、関山（備中）などである。その中で

もj舗道は国内生産の80%以上を占めており、欠くこ

とのできない主要生産地となっている。

③国の減反政策による影響各地で小豆が本格的に

生産されるようになったのは、国の減反政策が大きく

関わっている。それまで小豆は、他の作物の邪魔にな

らないようあぜ道にまいて育てるようなもので、あった。

しかし 1960年fマ麦半から米余りが発生し、生産過剰

となったO そのため国は 1971年から料名的に生産諒

整、つまり減反政策を実行し、水田の休耕もしくは代

作が推進されることとなった。その代作として米作農

家は小豆を作るようになり、各地で産地が形成されて

いったので、ある。



〔3］京都の和菓子業者の小豆調達先

図III-3-1によると、約半数の和菓子業者が京

都府内から小豆を調達していることがわかる。

図III-3-1 和菓子業者の小豆の諒達先

34, 50% 
30, 43詰

回京都府内

醸京都府外の国
内

口海外

趨不明

（資料）独自アンケートから作成。

なったとアリングでも、

へのこだわりが強く感じられた。

道産に比べて、皮が薄く、粒が大きいことが鞘敷と

言われている。皮が薄いほうがやわらかく煮ること

ができる。大きさは丹波産がM・L・2Lまである

のに対し、北海道産はM・Lまでである。

しかし丹波産の小豆を使うには、問題もある。第

1に、生産量である。〔2]－②でも述べたが、小

立の主要産地は北海道である。表直－3-1からも

わかるように、京都産の小豆生産量はオ[j毎道産に遠

く及ばない。

表班－3-1 小豆の生産

作付面積 10a当たり 収穫量

(ha) 収量（kg) (t) 

38,300 206 78,900 

北海道 28,200 247 69,600 

京都 608 72 438 

（資料）農水省統計による

(http://www.maff.go.jp/toukei/sokuhou/data/da 

izu2005/daizu2005.xls) 
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第2に、価格の問題がある。雑穀商のHさんの話

によると、京都の丹波大納言は2,000円／kgであり、

60,000円／30kg( 1袋）となる。これに対し、北

海道産は10,000円／30kgであり、圧倒的に北海道

産のほうが安い。また、来鯨交は不作が出た場合、

子業界に出回る分が少なくなるため、安定して調達

するには多大な苦労が伴う。最近では、安い中国産

の小立がよく輸入されている。今回のアンケートで

は海外から調達していると答えた業者は少なかった

が。その理由の1っとしては、調査対象に比較的小

規摸経営の店が多かったためだ、と考えられる。

[4］和菓子業界における材来いのこだわり

私達は京都の和菓子業者・雑穀商動苫に対してヒ

アリングを行なったO ここでは、和菓子業者T店と

雑穀商M社に焦点をあて、材料に対するこだわりを

見ていきたい。

①r店 T店は120人の社員を抱える、老舗の和菓
T店のTさんとUさんにお話を伺ったO

Tさんは和菓子業界の魅力を次のように語った。 f和

菓子業界は食品業界の一等星である。その所以は、

1つに四季の先取りの商品であるということ。

第2に、五感に訴えかける商品であるということ。

第3に、園内産の超一流の材料を使っているという

こと。JT店には丹波ブ域内言を使用した主力商品があ

る。この商品が全国展開されたときは、最高で年間

20億円の売上を記録した。しかし、現在では無理に

売上を伸ばそうとせず、背伸びをしない企業という

スタンスを取っている。全国展開よりも伝統産業と

しての地位を重拐し、京都における売上のウェイト

を高めようとしづのである。「モットーは『手のぬく

もりj]JとTさんは言う。お客様に喜ばれる商品を

提供するためにも、材料にはこだわる。最近の諜題

は丹波産の小立の生産者を増やすことだ。丹波産小

豆の利益性は高いが、生産量が天候に左右されやす

い。和音を怖がる農家に対し、農協を通して小立を

作ってもらえるよう様々な働きかけを行なっている。



②M社 M社は明治35年に創業された。京都には

和菓子業界特存の階層性があり（圏直－3-2）、

原材料店もそれぞれのランクに分化している。

会とは、 100年以上の歴史を誇る 20数件の店しか

加入していない老舗の集まりである。 M社は、京菓

子以上のランクの店に卸している。M社のYさんに

お話を待った。 M社が主に取り扱っているのは農産

物である。仕入先は小豆が丹波、北海道であり、大

豆は滋賀県、もち米は滋賀や宮城、楽は四国や九州

である。出荷先は京都：地方＝2:8の割合となっ

ている。 f京都だけでは食べていけない。しかし『京

菓子』との付き合いがパックグラウンドとなり支え

になっている。京菓子屋に昔ながらの地場の材料を

供給していこう、としづ気概があるj。出荷先からの

要望としては、圧倒的に高品震高価格のものより、

低儲格を求めるところが多い。 f菓子患が材料費をケ

チったら駄目だ。味が落ちて一旦お客さんが離れた

ら、戻すのは難しい。品質を落とすのではなく、コ

スト割減を工夫して欲ししリ。Yさんはまた、

側の問題も指播した。「近年国産材料の品質が低下し

ている。理由は2つあって、 1つは農家の高齢イL
2つ自に農家の兼業化が挙げられる。現在の状況で

は、農家の生産意欲は湧かなし九

吉立できる環境作りが必要j。最近は集落営農の制度

Yさんの指摘は実現しつつある。しかしまだま

だ謝珍嵩巽の状態であり、これからさらなる改善が

必要とされるであろう。

[5］氷上農家の現状

能の原材料となっている小豆はどのように生産さ

れ、流通しているの治、丹波ブ℃納言の主産地である

兵庫県丹波市氷上町を中心に、その現伏を調べた。

私達はJA丹波ひかみのTさん、 Kさん、 Fさん、

丹波ブミ納言農家のOさんにヒアリングを行なったO

ここでは大納言生産の現伏・問題点などを述べたいo

q凍落営麟臓氷上町では、集落営農絶織による
小豆耕部漣められている。農林水産省、で、は、f集落J

を単位として農業生産過程における一部または全部

についての共開化・統一化に関する合意の下に実施

される営農「集落営農絶織jを推進している。これ

によって、効率的な生産体制の確立、農地の有効利
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図班－3… 2 和菓子業界の階層性

（資料）インタピュー結果より独自に作成

用、農村社会の活性化などのねらいがある。例えば、

農業に必要な機械を共宥し、コストを抑える。底画

整理もずっとたやすくなる。一方で、地域における

自由が奪われ、半統制的に毎年の作目が

上から決められていることは問題だとし1う声もある。

また、集落の転作面積消化のために、あまり意欲の

ない農家を巻き込むことが、~文穫量を上げることに

つながるのかとし1う疑問もある。

②産地づくり交付金氷上町ではかつて、米を中心

に集落を作り、あぜ道で集約的なブ℃納言を生産して

いた。ところが、高度経済成長期以降、米の需要の

減少傾向が続くなか、持ち越し在庫米が急増しつつ

あったO その結果、政府は米から他の作物寸云作す

ることを奨励した。 1973～1974年に氷上町は米か

ら小豆への転作を始めた。小豆お吾は稲作よりも手

がかかる。また、小豆はアブラムシなどの害虫や台

風に弱く、水はけのよい土地でないと、根嬢れする。

連作もできない。農家は後継者が不足し、徐々

齢化が進み、耕作面積も減ってきているO

これに対し、小豆プロジェクトチームが魅織され

た。まず、国が産地づくり交付金として、小立を作

る集落営農諸島織に 10aあたり 18000円以内の交付

金を支給することにした。高品質になると、この金



額は 20,000円以内に上がる。集落営農組織の担い

手農業者に対しては、 3ha以上を条件に 10aあた

り30,000円以内の交付金、それ以外の一般農業者

に対しては、10aあたり 18000円以内の交付金が支

給されている。また、兵庫県からは特別調整促進加

算として、大納言の主産地である氷上・青垣・春日

のみ、 10aにつき、 10,000円以内の助成金が出され

ることになった。

③トレーサピリテイ｝（追跡可能性） 2) 食の安全

性を追及するため、近年総音経路に対するチェック

が厳しくなってきている。これに対し、氷上郡や篠

山市などの生産者らで、つくる「丹波食文化発信欄毒J

では、丹波産を証明するためにブランド fたんばるJ

が設立された。「たんばるJの条件は、（i ）丹波産

であること、（註）丹波ブランド独自のガイドライン

く減農薬・減化学日間斗以上の食材、（単）

ちんと記録され、公開ができるもの、（iv)

土壌などにこだ、わってお音しているもの、（v）匂の

ものであること、があげられる。事務局を務めるN

p O法人「たんばぐみJ（氷上郡柏原町）はホームペ

ージで、生産者履歴や生産ごよみ、土の状態や農薬

の使用の有無まで公開している。「たんばるを付すこ

とで、さらに安心や丹波産を証明する手助けとした

しリとの5且いがある。
だが、消費者側カもすれば安心なこの制度だが、

生産者側の負担は大きい。政府の認定が出ないため、

従来の農薬が使えなくなるということもある。また、

表示コストも無視できない。

④市町村合併3) 2004年11月1自、氷上6郡（柏

原町、青塩町、氷上町、春日町、山南町、市島町）

は合併し、氷上市となった。 JAによる特産育成は

桝艮みが大きくなったが、従来特産育成に関して相

談していた産業許反興課は規模が小さくなり、相談が

難しくなった。職員の人数も 30人から8入に減っ

ている。

⑤省力化、機械化農作業の負担を軽減するために、

省力化・機械化が進められている。例えば、肥料を

まくために無人ヘリコブ。ターを使えば、土地面積あ

たりの収穫量を増やすことができる。

一方で、省力化・機械化による品質の低下という

側面も否めない。手穫りの場合、収穫は手作業で、
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刈り取ったものはビ、ニーノレハウスに入れて乾燥させ

る。これは大変な手間である。ところが、これをコ

ンパインで収穫すると、大納言の薄い皮を傷つけて

しまう。また、未熟、完熟の区別がないまま一斉に

収穫するので、品質の均一化が難しくなる。水がつ

いたまま脱粒機にかけると色が悪くなってしまう。

商品として売り出す際も、手穫りと機械穫りの品

質区別を明確化できるのか、向者の価格差をつけた

ところで購費者はその違いを認識できるのか、その

区別をごまかす悪隷な流通業者にどう対応していく

のか、問題は山積みだD 丹波大納言は北海道産小豆

の 4～5倍近くの値段で売られている。これは絶対

的な品質の違いによるものである。機械化が進めば、

こうした他府県産のものとの差別化が無くなり、や

がては丹波大納言というブランドが消滅するのでは

ないかとの懸念もある。

〔6］小豆の痴爵3)

では、 どのような経路を通って

流通しているのだろうか。

と京都府の大まかな小豆の流通の現状を

図fil-3-3に挙げた。兵庫県の流通経路は非常に

シンプノレだ〉ブて納言の確保を求め、直接農家に買し1

付けにくる少数の担ぎ屋を媒介するルートを除いて

は、ほとんどが農協に一旦集められる。各農協では

生産婦怜指導し、全農兵庫で価格を指導する。そ

れにより、不作の時のリスクを減らすことができる。

農協で一括して売翼が行なわれるので、代金田収の

コストも下がる。また、全農兵庫のブランドも確立

できる。

一方、京都府の流通経路は何通りかのノレートがあ

る。京都府の農家・奈搬商等の間には縁故関係が多

いため、伝統的にこのような形になったという。農

協を通さないことにより、農家側に所得税がかから

ないという利点がある。また、選別するという規定

がないため、手間がかからない。

どちらの流通経路がいし吃は言い切れないが、兵

庫県の方が価格は高い。



図Ill-3-3

(a）兵庫県の場合

l 全農兵庫 と奈醸高等一一歩製菓業
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• 70%一一→各市町農協一一＋ 20%一＋奈搬商等 主製菓業

↓ 
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↓ 

(b）京都府の場合

（資料）株式会社美濃与へのヒアリング結果から。

丹波市総人口における農家人口割合図E… 3-4
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（資料）農林水産省HPより



図直一3-5 丹波市の年イ切り農業就業人司

農業就業人日

男 女

75議以上

70～74 

65～69 

60～64 

55～59 

50～54 

45～49 

40～44 

35～39 

30～34 

25～29 

1000 500 。 20～24 
む 500 1000 

15～19議

（人） （人）

基幹的農業従事者

（資料）農林水産省HPより（h誌が／／www却叫rni.ma:ff.go.jp/sh:i句roson/map2/28/223/agriculture.html)

[7］今後の小豆をめぐる考察

①生産者のこれから 函藍－3-4によると、丹波

市の就農者はどんどん減少している。さらに図恵一

3-5をみると、就業者のほとんどが高齢者だ。こ

れでは、体力的に限界もあり、将来の見通しは暗い。

とはし1え、山間部にはなかなか若者が集まりにく

い。今後は、定年後の団塊世代の獲得を目標として

いくことになるだろう。現在も彼らを対象に、数々

の就農体験が催されている。

重労働も不人気の理由の1つだ。手間がかかるの

に収入が低く、割に合わない。かといって、値段を

吊り上げると売れなくなる。やはり、ある程度の省

力化・機械化を検討していく必要があるだろう。も

ちろん、それによるブランドカの低下という弊害も

ある。昔ながらの手作業・高品質の大納言も続け、

ブランドカを維持してし、く。一方で、機械を使った

大納言もお音し、一定の収穫量を確保する。そう
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した二本立てが、現実的な丹波ブミ納言生き残りの道

だろう。

②~遺業者のこれから 2004年、 JA丹波ひかみは

「春日大納言Jの商標登録に踏み切った。春日町東

中は丹波ブ域内言の主産地である。「春日大納言jの名

称は、春呂町産の粒が大きい「茶さやJにみつけら

れる。これによって、本家本元の大納言として丹波

の他士出或産と差別化し、ブランドカをつけることが

ねらいだ。

丹波産は高く売れる。実際は丹波は広く、丹波産

といってもその品質はヒ。ンからキりまである。なか

には、中身だけ他の産地の安価な小豆に入れ替える

ような業者も荊生する。そんな悪隷な流通業者は排

除していく一方で、ブランドを確立し守っていく必

要があるだろう。



図盟－3-6 京都の和菓子屋における3年前と比較した原材料費

3年前と比較した原材料費

7弘

35弘

cイ簡斗）独自アンケートから作成。

③和菓子業界のこれから 図直一3-6からもわ

かるように、和菓子の原材料費は増加の傾向にある。

予算の上限をなくすわけにはし1かなし1。その反面、

品質を維持することも鰍克できない。和菓子職人は

予算の中で、できる限りよい原料を手にできるよう、

素材を晃抜く勉強をしていく必要がある。また、

の良い丹波ブ司書言は、製菓用よりも高く売れる青果

市場に流れるため、手に入りにくくなっている。確

実に長い品質のものを手に入れられるようなルート

を確保することも今後の課題だろう。

＠誇費者のこれから Oさんに丹波丸納言のぜんざ

いをご馳走になった。えぐみがなく、上品な甘さで

あったO やはり本物はおいしいのだと実感した。

私書南費者は、安舗な方へと流れる傾向にある。

しかし、それでは、 f本物の味jが次第にわからなく

なってしまうおそれがある。和菓子は、日本の守る

べき食文化だ。意識的に、「本物Jを知る機会を作る

必要があるのではないか。例えば、給食に丹波大納

言のぜんざいを出してはどうカミ年に1屈でもいいo

f本物Jの良さを知ることで、自然と和菓子に対す

る愛着は深まるだろう。

注

1）和菓子のいのち刊行会『和菓子のいのちJ
1988年、原田信男『コメを選んだ罰本の歴史』

2006年
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留かなり増加

盟やや増加

口変わりなし

包やや減少

臼かなり減少

盟不明

2）神戸新聞WebNews NEWS＆ニュース

(h誌p://www.kobe-np.eo.jp/news_now/news2鋪

292.html) 

3）美濃与へのヒアリングより。

丹波市氷上町にて



N 比較都市金沢

これまでは京都に限定して述べてきたが、京都の特

徴をより理解するためには比較対照することが有効で

ある。この章では、比較都市とした金沢の合宿調査の

報告をし、京都との共通点・相違点を見つけてし 1く。

1節金沢の和菓子産業

[l］金沢の和菓子産業の現状

まずは、統計資料から比較してみよう。表IV-1-

1は、和生菓子出荷金額と事業所数である。合宿調査

は行っていないが、和菓子3大都市の1っと言われる

松江と年間消費量の多い仙台も含めた。ここでは、第

I章と同様、 4人以上の事業所が対象であり、また都

道府県別であるため人口の違いには注意が必要である

が、石川県と京都府をみてみると事業所数はほぼ等し

く、出荷額で、は京都の方が上回っている。官城県と

根県の事業所数はほぼ等しいが、島根の出荷額はやは

り少ない。

表IV-1-1 4府県の和生菓子出荷金額

県名 和生菓子（百万円） 事業所数

宮城県 11394 59 

石川県 21756 103 

京都府 31493 102 

島根県 4732 64 

（資料）『工業統計J平成13年版より作成。

では、表IV-1-2を見てみよう。これは、都道府

県庁所在士協れ世帯当たり年間支出金額を比較したも

のである。出荷額は少なかった松江市だが、 1世帯当

たり和生菓子支出金額では京都市とほぼ変わらない。

仙台も支出額が多いが金沢が最も多い。これは、第3

節で詳しく述べることになるが、金沢の和菓子産業が

地元消費者に支えられていることが反映されている。
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表IV-1-2 都道府県庁所在地足立1世帯当たり

支出金額（円）

菓子類 羊糞 鰻頭
他の

和生菓子

｛出会市 92732 1 511 1 371 14130 

金沢市 91113 919 2351 17950 

京都市 76588 1102 1523 13982 

松江市 83004 863 1137 13730 

（資料）『家計調査年幸則平成13年版より作成。

[2］石川県菓子工業誘立合

金沢の菓子業界では、どのような活動があるのだろ

うれ石川県菓子工業誘蛤は、販売促進文様、公演・

挺｜柵彦会の開催、もち米・小豆等の斡旋などを行っ

ている九京都では京都府菓子工業組合があり、その

中に京菓子協同組会、京都府生菓子協同組合、京都半

生菓子協同組合、京都煎餅立合など離期!Jに分かれて

いるのに対し、石川県菓子工難立合は地或支部に分か

れている。これは京都で100年以上の歴史を持ち、全

国でも頂点に立つとされる葉匠会があり、また京菓子

と生菓子を区別するなど轡買の間rJが複雑であり、和

菓子を一括りにできない京都特有の価値観の現れであ

ると考えられる口また、以前から株仲間として古くか

ら連携が栴主し、それが前身となって今の組織が編成

されたことも鞘教としてあげられる。

注

1）石川県菓子工業組合ホームページ

( http://www.kashik泊kan.or.jp/k出nik出ぜkumiむ．

htm）による。

2節和菓子発祥・発展の歴史1)

和菓子は貴重な砂糖を使用し、者イ多品であるため、

その発祥には豊かな資源と富裕層の保護が必要である

ことは京都も金沢も共通しているようだ。そこで、金

沢の和菓子発祥の歴史をみていくことにする。



1583年、前田手IJ家が加袈の国主となったO 城下の整

備が進み、加賀百万石の文化を築いていった。前田家

では慶弔など儀礼的な場で菓子が用いられていたよう

である。また、前田利家は、和菓子とは切り離せない

茶の湯にも通じた大名で、あったO

金沢は城下町として発展し、武家の屋敷、高家が並

んだL生菓子・干菓子・蒸菓子などの菓子屋は街道沿
いキ街道につながる道筋に多く、庶民の利用する団子

屋や飴震は居住町に多かったそうである。 1811年「絵

図名帳Jによると、生菓子屋が22軒、干菓子屋が38

軒、蒸菓子が5軒、そして団子高が 50軒という記録

が残っている。また、前田家のみならず「加賀八家j

と呼ばれる大名級の重臣たちも前主しており、供物や

贈答に用いられていたと考えられている。城下には寺

院群や東西本瀬寺の55!J読などの有力寺院もあった。

このように、金沢の和菓子は前田家と城下の有力武

士、寺院が支えてきたと言われている。ここから、京

都との相違点が挙げられるであろう。寺説、茶の湯の

桐生は共通しているが、京都は公家文化が中心で、あっ

たのに対し、金沢は武家文化が和菓子産業を支えてき

た。それが今でも京都が業界で別格、といわれるゆえ

んでもあると考えられる。

注

1）石川県菓子工業組合菓子文化ミュージアム展示

資料による。

3節 ヒアリング調査報告

［日習慣としての和菓子

第1節でも述べたが、金沢では和菓子の1世帯当た

り支出金額が多い。つまり、地元の人が多く消費して

いると言えるが、それはなぜだろうカも実は、金沢で

は様々な場面で和菓子を食べる習J墳がある。例えば、

正月には「福梅jとし1う菓子が親しまれている。前田

家の家紋「梅鉢Jにちなみ、梅の花をかたどった自と

薄紅の2色の最中の中に簡が入っている 1）。他にも中

におみくじの入っている「辻占j、最中のような皮の中

に土人形や姫だるまなどが入っている「福徳j とし1う
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菓子もある。 7月1日は「氷室の日Jとされ、無病息

災を願って紅、白、縁の「氷室鰻頭jを食べる風習が

ある。これは藩政時代、陰麿6月1日に江戸の将軍の

もとに天然氷を献上する役務があり、無事に届くよう

に鰻頭を神社に供えて祈願し、町民も鰻頭を食したこ

とに由来している2）。また、「五色生菓子jとしづ婚礼

などに用いる祝事の菓子もある。「日月山海里jを表し

ており、嫁に出した家はそのあとずっと贈り続ける文

化もあるそうだヘ

しかし、やはり消費者は中高年が多く、習慣の希薄

化が懸念されている。城が無くなり、城下町金沢とし

ての文化が薄れてくると、もともと加賀百万石文化の

上に成り立っている和菓子にとっては危倶されている

ところである。解決策としては、習慣を市場へ浸透さ

せる必要があるので、宣伝・広告が重要であろう。他

には、市場を拡大する方法が考えられる。具体例とし

ては「東方巻きJが挙げられるのではないだろうか。

もともと関西の行事で、あったが、スーパーやコンピニ

で、の宣伝効果もあって、近年で、は関東で、も広がってい

る。ただし、和菓子は大量生産・輸送には不向きであ

るし、消費地の菓子屋が有利になるだけで有効な手段

とは言えない。しかし、消費の落ち込みを回避する手

段として、ヰヒF劃司辺への浸透を図ることは考えられる

のではないだろうか。

[2］金沢のまちづくりと和菓子

金沢市では「保存と開発の調和jを基本思念として

まちづくりに取り組んでいる。伝統的建造物郡保存条

例で茶屋街の建物を守り、用水保存条例・斜面主義地保

全条例をつくって景観に富由意する一方で、中心市街地

活性化施策として2004年に f金沢21世紀美林？虫色を

開館した。 2005年には、金沢J駅東広場に「もてなしド

ームjが完成した。 2012年末に北陸新幹線が開通する

予定で、交流入百の増加が期待されている針。ストロ

ー現象の懸念もあり 現在でも並行して在来線がある

ので、集客と結びつくとは安易に結論づけられないが、

変革期であると言えるだろう。交通というハードが整

えば、どのようなまちづくりと魅力あるコンテンツを

提供するカボ集客の鍵をにぎる。その意味で、和菓子

には金沢の伝統を伝え、同時に来客を楽しませる千婿1J

が期待されているだろう。



[3］まとめ

その他に、御崎問題や伝統技法の議路といった京

都と陪様の問題も抱えているようだ。業界内で選択と

集中が進み、やや店舗数は減少気味である。

時間に限りがある合宿調査のため、広範囲なアンケ

ート調査など行なえず、普遍性に乏しいところは否め

ない。しかし、金沢と比較することによって、京都の

和菓子産業についての瑚卒が少しで、も深まることを期

待2したし、

注

1）金沢観光協会ホームページ

(http://www.kanazawa・ kankoukyouk泊.gr.jp／）に

よる。

2）越山甘清堂（株）でのヒアリングによる。

3）向上。

4）金沢市都市政策局でのヒアヲ る。

112 



編集後記

伊藤聡史（2囲生）

調査にご協力いただいた一乗寺商店街組合の組合長

ならびに副組合長の方々、ありがとうございました。

下宿に近い割に利用したことがなく、また来年は遠

くに引っ越してしまうのですが、それまで精一材不u用
します。

内方優佑（2自生）

結局報告書は締切間近にドタパタと書いてしまい、

まとまらない内容となったのが悔やまれます。

けれど、調査を通じて多くの方々にお会いし、お話

を伺ったことは、とても新鮮でワクワクする経験でし

た。ご協力してくださった皆様にぽ深く感謝していま

す。ありがとうございました。

J 11戸廉子（2出生）

編集を引き受けたのに、作業が遅くて周りの方に大

きな迷惑をかけてしまいました。申し訳ないです…・。

調査自体は、告分にとって目新しいことの連続で、

またゼミとしづ後ろ盾を得て、早い段階から少しでも

大人の世界に踏み込むことができたようで、貴重な体

験ができたと思います。

柴告佑（2自生）

永らく絶望視されていた2005年度再出ゼ、ミ

遅ればせながらですが卒業前に発刊することができ、

しく思います。

右も左も分からないまま始まった報告書作成で、した

が、岡田先生はじめゼミの仲間、調査に協力して下さ

った方々のおかげで、なんとか形にすることができま

した。

最後になりましたが、アンケートやヒアリング調査

に解協力下さった方々、ありがとうございました。こ

の経験を糧にし、これからも日々努力していきたいと

患います。
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嶋宏紀（3回生）

担当が製造業の概況だ、ったこともあり、数字：統計

データだけはすぐ（しかも2初計こ！）出てきました。

が、いざまとめる段階で、その背後にある状況や涼因

といったものを説明するには、数字だけではどうにも

ならないのだということを痛感しました。数字の背後

を説明する質的なデータは、量的なそれよりも収集に

手間を要するということも。

また、単純に数字の扱いとしても、データを絞り込

んで説得力のある表やグラフを作成するという点で、

まだまだ課題がありました。

おーし、卒業論文ではがんばるぞ一。

森浩敏（2回生）

商店街の調査を通じて、店主の方の常に新しいもの

を追求する姿勢が印象に残ったむ

高齢化やブ型店の出店など商店街を敢り巻く環境が

厳しい中で、顧客獲得のために常に前子錯呉を繰り返

さないと生き残れないということを実感した。

吉沢和久（2回生）

中学の時から社会の授業で、自分で、テーマを設定し

し、レポートを書くということをやっていたの

ですが、やはりゼミのようなグループで、やるとなると

1ます。規模も大きくなり、難震も高かったです。

その分、深みのある報告書になれば、と思います。

また、今回の調査では金沢・京都両都市で様々なと

ころへお邪魔させていただきました。直接今回の報告

書に生かせなくても、そこでしていただいた話はどれ

も知らない世界のことばかり。とても興味深く、勉強

になりました。



執筆分担

第1部商業

森浩敏

板現禁滞、伊藤聡史

須田清美車
早
章
・

1

E

車

W 内方優佑

第2部製造業

はじめに佐々木馬作

I章 嶋宏紀

立章 木崎祐介、丸田

和久

小西

第3部

はじめに辻陽子

I章 植田壮一

E章 柴佳佑、江森梓、宇野竜弘

誼章 山田知秀、稲田優、野上万梨子

N章 辻陽子
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岡田ゼミナーノレ既刊報告書一覧

1991年度『リゾート開発と住民一丹後リゾート開発実態調査報告書－j

1992年度『転換期の京都－産業・景観・まちづくり－J
1993年度 f京都市製造業のゆくえ－遷都 1200年のそノづくり－j

1994年度『変わりゆく産業空間と京都の選択一未来を模索する小売業・製造業－j

1995年度『変わりたい街、もどりたい人一阪神大震災の被害と復興への課題一』

1996年度『生活空間としての観光都市をめざしてー京都市観光実態調査報告書－J

1997年度『地下鉄開通の夢と現実－京都市地下鉄東西線事業とまちづくり－J

1998年度『21世紀に邦けるか京都駅ピル一民営化と公共性のはざま

1999年度『京都2000－多機能都市京都の分析－J
2000年度『変わりゆく京都ーポスト大店法時代の寵業・交通・暮らし・まちづくり－J

2001年度『京都マンション白書ーマンションと地域社会－j

2002年度『京都再生－観光と市町村合併から考える－J

2003年度『京都「らしさJをつくるもの…祭りと食－J
2004年度『観光地に住むこと一京都＠清水地区の場合－J

岡田ゼ、ミナーノレの’情報は、下記のホームページでも提供しています。

http://www.econ.kyoto・u.ac.jp／～okada/ 
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